










































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ










▽どこだここ？△






　目が覚めたら美少女が寝ねている俺の顔を覗のぞき込んでいた。

　そのあまりの至近距きよ離りっぷりに一気に意識が覚かく醒せいする。

「……のわあああ!?」

「あ、起きた」

「え!?　何!?　誰だれ誰誰!?」

　俺は動どう揺ようのあまり肘ひじをつかって後あと退じさり、美少女から距離を取る。

「ん？」

　美少女は壁かべ際ぎわに逃にげた俺を見て、怪け訝げんそうに小首を傾かしげる。

　当然、俺の記き憶おくにこんな美少女の知り合いはいない。初対面だ。

「え？　いや、何これ、何だこの状じよう況きよう？」

　俺は両手で頭を抱かかえて記憶を掘ほり起こす。

　で、最初に思い出したのが、目前に迫せまるトラックのバンパーだった。

「……！」

　そうだ、俺、漫まん画がを買いに久しぶりに外に出たんだ。

　それで確か……信号無視のトラックが突つっ込こんできて……。

　目前に迫ったバンパーが……気づいたら美少女の顔になっていた。

　……あれ？

「？？？」

　撥はねられたところまでは覚えてる。

　でもその後はまったく思い出せない。

　目が覚めたらいきなりここにいた。

「おーい、きみ。大だい丈じよう夫ぶ？」

　パニックになっている俺に、先さき程ほどの美少女が話しかけてきた。

「あ、ありがとう」

　俺は彼女が差し出してきた手を借りて立ち上がる。

「！」

　なんだこの手、ちっちゃ、やわらか……！

　ていうか、やっぱりこの娘こカワイイ。カワイすぎる。

　しかも童顔なのにオッパイがデカい！

　今まで見たどのグラビアアイドルをも超こえる最大級オッパイだ。

　その質量だけで男なら何人だって殺せそう。

　いわば無差別オッパイ兵器。

　そんな凶きよう器きが先程から俺の鼻先で、彼女の呼吸に合わせて小さく揺ゆれている。

　こんな間近でオッパイを見たことのない俺は、つい状況も忘れて生なま唾つばを吞のみ込んでしまった。

「ねぇ、きみ。本当に大丈夫？」

「えっ？　あ、ああ、うん」

　俺はオッパイに視線を釘くぎ付づけにされながら返事をする。

　その返事に、美少女はホッとしたようだった。

「そっかー、よかった。どうやら召しよう喚かんは上手うまくいったみたいだね」

「えっと……それより、その……あ、あんたは、誰？」

　召喚とか変な言葉も聞こえたが、俺はとりあえず気になることを尋たずねた。

　なんかキョドッた口調になっちゃったけど仕方がない。

　こんな美少女に話しかけるなんて、生まれてはじめてなんだよ！

「ああ、そっか。まずは自己紹しよう介かいしないとね」

　美少女はコホンッと咳せき払ばらいして、自分の胸に手を当てる。

「私はロザリー。若くしてノートンクロス魔ま導どう学園の教授を務める天才魔導師さ！」

「ま、魔導師？」

「親しみを込こめて大魔女と呼んでくれてもいいよ！」

　漫画やゲームで聞く単語が出てきちゃった！

　確かにロザリーの格好はどことなく魔女っぽいけど。

「ちなみにここは、さっき言った魔導学園にある私の研究室だよ」

　そう言ってロザリーは自じ慢まんげに両手を広げる。

　改めて言われてみれば、この部屋は確かに研究室っぽかった。

　やたら多い本ほん棚だなと古びた本。

　理科室にあるみたいな長机。

　何かの実験器具に怪あやしげなミイラ。

　俺には解読不能な魔法陣じんらしき紋もん様よう。

　あとなぜか部屋の奥にベッド。

　そこだけ妙みように生活臭しゆうがするな……。

　ほかにもよく分からないものがたくさん。

「ほ、本当に魔女なのか？」

「その通り！　信じてくれて嬉うれしいよ！」

　ロザリーはえへんと胸を張る。

　おっぱいがポヨンと揺れた。

　その神秘の揺らめきに俺はしばし目を奪うばわれ……。

　っとと、危ない危ない！

　危うくオッパイの誘ゆう惑わくに流されて、全すべてがどうでもよくなるところだった。

　彼女のオッパイは素す晴ばらしいが、まだ大事な質問が残ってる。

「それでロザリー、さん」

「さんはいらないよ」

「えっと、じゃあロザリー……俺は何でここにいるんだ？」

「うん。それも今から説明するね」

　ロザリーは頷うなずく。

「その前に、きみの名前は？」

「あ、俺はカイト」

「カイト。いい名前だね」

　ロザリーは微笑ほほえむが、すぐに真しん剣けんな表情になる。

「じゃあ、落ち着いて聞いて欲しいんだけどね、カイト……実はきみは一度死んでしまったんだ」

「……え？」

　当然驚おどろいたが、心のどこかで俺は妙に納なつ得とくしていた。

　なにしろ残された記憶がトラックに撥ねられる直前だ。

　とても逃げられる距離ではなかったし……。

　あんなの死んだに決まってる。

「でも、何で死んだはずの俺がこうして生きてるんだ？」

「それはね、死んだカイトの魂たましいを私がこの世界に召喚して生き返らせたからだよ！」

「生き返らせた!?　魔女ってそんなこともできるのか!?」

　まるで神様みたいだ。

　いや、ロザリーの場合は女め神がみか。

　確かに彼女のオッパイの美しさを見れば、女神というのも納得だけど。

「あーいやいや、誰でも生き返らせられるわけじゃないよ」

「？」

「この召喚魔法は特とく殊しゆで、『魔人』の魂のみを異世界から召喚して復活させるんだ」

「魔人って？」

「カイト自身のことさ。正確には、カイトが元いた世界の住人を、私たちの世界では『魔人』と呼ぶ」

　つまり「地球人＝魔人」ってことか。

　なんかカッコいい呼び名だな。

　てかここ異世界なのか。

　いや、魔法とか転生とか言われた時点で、そんな気はしてたけど。

「……あれ？　でも何でロザリーは俺を生き返らせてくれたんだ？」

「それはきみに協力して欲しいことがあるからさ」

「協力して欲しいこと？」

　つまり俺にやって欲しいことがあるのか。

　なるほど分かりやすい。納得した。

「オッケー。何か知らないが、何でも協力するぜ！」

「おおっと!?」

　俺が速そつ攻こうで了りよう承しようすると、ロザリーはその場でズッコケてみせた。

「器用だなー」

「大魔女だからね！」

　ロザリーは俺にツッコミながら素す早ばやく立ち上がる。

「っていうか、いくら何でも話が早すぎない!?　大魔女の私でも心配になるよそれは」

「いやだって、ロザリーは俺のこと生き返らせてくれたんだろ？」

「う、うん。まあそうなるね」

「だったら恩返ししないとダメだろ！　何て言うか、人として！」

　それにロザリーはスゴい巨きよ乳にゆうだし。

　しかも見たこともないような美少女。

　おまけに命の恩人とまできたら、そりゃもうどんな頼たのみだって聞いちゃう条件揃そろい踏ぶみの満まん塁るいホームランだ。

「つーわけで何でも言ってくれ！　俺にできることなら何でもするぜ！」

「今何でもって言った？」

「おう！」

「う、う～ん、話が早いのは助かるけど……」

　俺が力強く頷くと、ロザリーは少し考え込む。

　が、すぐにニパッと笑って。

「いや、うん！　その思い切りのよさは気に入った！　どうやらきみの魂を選んだ私の目に狂くるいはなかったようだ！」

「おふう!?」

　いきなりロザリーに抱だきつかれて、俺は変な声を上げてしまう。

　だって、胸が！　胸だ！

　彼女の柔やわらかいオッパイが密着しているうぅぅ！

「私の目的はね、きみ……いや、この呼び方も他た人にん行ぎよう儀ぎだ」

　コホンッ、とロザリーは一度咳払いをする。

「カイト。きみは私と一いつ緒しよに最強の魔導師を目指し、そして魔神王をたおすんだ！」

「おお……！」

　最強を目指してなんか悪そうな奴やつをやっつけるのか！

　なんだそれテンション上がる！

「具体的にどうやって、っ？」

　質問をしようとした俺は、唐とう突とつな立ち眩くらみに襲おそわれてよろけた。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　一いつ瞬しゆんたたらを踏んだ俺を見て、ロザリーが心配そうに小首を傾かしげる。

「ああ、なんか急に立ち眩みがして」

「それはたぶん、魔力切れによる魔力欠けつ乏ぼう症しようだね」

「魔力切れ？」

「魔人のきみがこの世界で生きるには魔力が必要なんだ」

「へぇー……え？　でも俺に魔力なんてないぞ？」

「うん。だからこのままだとカイトは衰すい弱じやく死ししちゃう」

「えぇぇ!?」

　俺、大ピンチじゃん!?

　生き返ってすぐ命の危機なんて洒しや落れにならん！

「どっどっどうすればいいんだ!?」

「落ち着いて。ちょっと待ってね」

　そう言うとロザリーは少し俺から離はなれて──自分の上着のボタンをはずした。

「……え？」

　呆あつ気けに取られる俺の前で、彼女はそのまま上着をぺろんと脱ぬいで、その大きなオッパイをぷるンッと曝さらけ出した。

「!?!?!?」

　ななな生オッパイ!?

　あの夢にまで見た生オッパイが俺の目の前に!?

　あれ!?　やっぱり俺死んだんじゃね!?

　だってこれが現実なんて信じられねぇよ!?

「アイデデデ！」

　思わず頰ほおをつねったら痛かった。

　つまり夢じゃない!?

　ヤバい。自分が死んで生き返ったって聞いた時より動どう揺ようしてる。

　童どう貞ていの俺にこれは刺し激げき的すぎるって！

「そんなメチャクチャ動揺しないでよ。私だって恥はずかしいんだぞ」

　ロザリーは頰を赤らめながら小さく文句を言う。

「いや、じゃあ、何で脱いだの!?」

「ん……実は魔ま人じんのカイトには、魔力を作る魔力生成器官はないけど、その代わりいくらでも魔力を溜ため込める魔力受容体があるんだ」

　ロザリーは一から説明を始める。

「それと、文ぶん献けんによると魔人には『吸精』という能力があるらしい」

「吸精？」

「うん。そのものズバリ、『他者から魔力を吸い取る』能力さ！」

「……てことはつまり、その吸精ってのをすれば俺は助かるんだな？」

「そう。だけど、吸精はもっとスゴい能力なんだ！」

　ロザリーはキラキラした目で説明を続ける。

「この世界では本来、女性にしか魔法は使えない。それはさっき言った魔力生成器官が女性の胸部にしかないからなんだ」

「胸部……」

　俺の視線はまたロザリーのオッパイへ。

　彼女がマジメな話をしてるのに、どうしてもチラチラと……誘惑に抗あらがえない！

「魔力がなきゃ魔法は使えない……でも魔人であるカイトなら、吸精によって魔力を吸収して男でも魔法が使えるんだ！」

「ふむふむ」

「しかも溜められる魔力量は無む尽じん蔵ぞう！　つまり魔力を吸えば吸うほど、より強力な魔法が使えるようになるんだ！」

「ほうほう」

「で、なぜ服を脱いだのかって話に戻もどすと、それは今からカイトに私の胸を吸って吸精をしてもらうため、というわけさ！」

「ほむほむ……って、ええぇぇぇ!?」

　オッパイに気を取られていた俺も思わず仰ぎよう天てんする。

　だってそれって要約するとつまり!?

「俺はロザリーのオッパイを吸えば吸うほど強くなるってことか!?」

「その通り!!」

　俺の渾こん身しんの絶ぜつ叫きように、ロザリーは堂々と頷いた。








第一章










▽オッパイ吸って強くなれ！△






　オッパイを吸うほど俺は強くなる。

　驚きよう愕がくの事実を知らされた俺の前には、相変わらずロザリーの生オッパイ。

「さあ！　魔力切れを治すついでに早さつ速そく吸精の練習だ。私の魔力を吸って元気になりたまえ！」

　ロザリーはさあどうぞという顔で両りよう腕うでを広げる。

　彼女は堂々と笑えみを浮うかべているが、ほっぺたには朱しゆが差している。

　恥じらいつつ、魔力切れを起こしている俺のために吸精させてくれようとしているのだ。

　それだけでも感動ものなのに……！

　今！　目の前には憧あこがれの女の子のオッパイが！

　もう感謝と感動でむせび泣きそうだ。

　俺ってば週刊誌のグラビアとか最初に見るタイプのオッパイ星人だし。

　長い年月鍛きたえ上げた選せん乳にゆう眼がんは服の上からでもバストサイズを当てられる。

　でもこんなスケベ野や郎ろうなのでカノジョとか今までできたためしがないッ！

　だから俺の知ってるオッパイって、映像か、写真か、妄もう想そうばっかり。

　けど……けど！

　本物の！　オッパイが！　今、こんなに近くに！

　もう陳ちん腐ぷな表現だけど、真っ白なデカいマシュマロみたいだ!!

「ああああの！　魔力を吸うって、つまりその……オッパイに触さわってもいいってことでしょうか!?」

「もちろん」

　嗚呼ああ、神様仏様ロザリー様ありがとう！

　俺生まれてきて、いや、生き返って本当によかった！

　俺正座、からの土下座。

　ロザリーとオッパイに礼！

「じゃ、じゃあ、是ぜ非ひともよろしくお願いします！」

「うん。やさしくね」

「もちろんですとも！」

「ん。それじゃ、よいしょっと」

　ロザリーはぴょんっとジャンプして研究室の長机に腰こしかける。

「ほら、カイトはそこの椅い子すに座って」

「あ、ああ……！」

　俺は言われた通り机の椅子に座る。

　すると、ちょうど俺の目線の高さとオッパイの高さがピッタリとなって、あとは顔を前に出すだけでその先せん端たんに吸いつくことができる塩あん梅ばいになった。

「はい。どうぞ」

　ロザリーは改めてもう一度両腕を広げる。

　今すぐその胸の中にダイヴしたい！

　いや、いや、でも待て！

　まずは触り心ごこ地ちを確かめてみたい！

「……っ」

　クソッ、手が震ふるえる。

　静まれ俺の右手！

　俺はプルプルする右手の手首を左手で押さえながら、ゆっくりとロザリーのオッパイへ手を伸のばし、

　ぽにょんっ

　と、ついにその胸に触ふれた。

　うおおおおやわらけえええええ！

　手から胸が溢あふれて零こぼれる！

　やっぱりデカい！

　スゴくデカい！

　そしてメッチャ柔やわらかい！

　指が沈しずむ！

　けど確かな弾だん力りよくがあって……揉もんでいるだけなのに気持ちいい！

「あンっ」

「───！」

　ロザリーが不意に漏もらしたその声で、完全にスイッチが入った。

　今からこの胸を、オッパイを、吸う！

「それでは吸わせていただき……」

「あ、ちょっと待った」

「なああああああ！」

　まさかの「待った」をかけられ、俺は絶叫を上げる。

「って、ここまで来てお預けって、ンな殺せつ生しような！」

　まさか直前で気が変わったのだろうか？

　さすがにそれはツラい！

　あまりにもツラい！

　血の涙なみだを流すほどショックだ！

「コラコラ、ちょっと落ち着いて」

「あ、はい」

　冷静に窘たしなめられ、俺は少し身を引く。

「ひとつ説明し忘れてた」

「何を？」

「吸精をするには、まず聖母リリスの契けい約やくを交かわす必要があるんだ」

「聖母リリスの契約？」

「うん。聖母リリスは魔人に力を与あたえる存在なんだ」

「なるほど。それで、どうすればいいんだ？」

「簡単さ。『俺の聖母リリスになってくれ』ってきみが問うて、私がそれに同意すればいい」

　確かに簡単だった。

　俺は早速契約をするため、ひとつ咳せき払ばらいをする。

「えっと……ロザリー、俺の聖母リリスになってくれ！」

「うん。いいよ」

　ロザリーが頷うなずく。

　すると、不思議な紋もん章しようが彼女のお腹なかに浮かび上がった。

「これで、契約は完りょ、ん！」

「ロザリー！」

　急にロザリーが机からズリ落ち、俺は慌あわてて彼女を受け止める。

　何とか彼女が落ちるのは防げたのだが。

「ンンンン!?」

　俺の腕うでに抱だかれ、ロザリーはさらに悶もん絶ぜつする。

「ロザリー、だ、大だい丈じよう夫ぶなのか!?」

「だ、大丈夫だよ」

「でもそうは見えな……」

　ロザリーは呼吸も荒あらく、頰ほおも赤くなっている。

　まるで急に風邪かぜにかかったみたいだ。

　しかし、心配する俺に対し彼女はもう一度「大丈夫」と言う。

「これは契約の効果だよ」

「契約の？」

「そう。吸精時は女の子が性的興奮状態である方が魔ま力りよくの吸収効率が高くなる。だから吸精される時の聖母リリスは全身がとっても敏びん感かんになるんだ」

「……もう一回言って？」

「吸精される時の女の子はとてもエッチになる」

「何その設定!?」

　この能力エロすぎませんかねぇ!?

　俺が驚愕している間も、ロザリーはハァハァいっている。

「でも……これは想像以上だね。カイトが触ってるところがスゴく……ムズムズする」

　俺の腕の中で、ロザリーは全身をもぞもぞと捩よじらせる。

　自分で言っている通り、たぶんあちこちムズムズしているのだろう。

　その姿はこの上なくエッチだが、ちょっと苦しそうだ。

「ハァ、ハァ……」

「ロザリー、本当に大丈夫か？」

「もちろん！　……と言いたいところだけど、ひとつ大変なことに気づいちゃったよ」

「な、何だ!?」

　あまりに深刻そうに言うので、俺はゴクリとノドを鳴らした。

　それからロザリーは……なぜか俺の胸にギュッとしがみついて。

「……だっこヤバい」

　と、艶つやっぽい吐と息いきを漏らしながら答えた。

「だっこ？」

「うん。さっきカイトにギュッてされた時、お腹の下がキュンッ……て」

「……！」

　ギュッて、机から落ちたのを抱き留めた時か？

　お腹の下がキュンッて、もしかして……!?

「スゴいね。これはひとりじゃ分からなかった。大発見だよ」

「お、おう」

「ねぇ……もっとギュッてして？」

　俺にだっこされるロザリーの顔はもうトロトロになっていた。

　さっきまでの余よ裕ゆうのある表情じゃなくて……。

　なんていうか、童どう貞ていの俺が言うのもなんだけど、スゴく雌めすって感じがする。

　それにだっこが好きって、子供らしくてカワイイ。

　つまり今のロザリーはエロくてカワイイ。

　ふたつのギャップの相乗効果が合わさり最強に見える。

　おまけにだっこするとオッパイが密着して潰つぶれて、ちょっと視線を下げるとご飯三杯ばいはイケそうな素す晴ばらしい光景が……眼福眼福。

「ホントに、だっこされるのヤバい……強く抱き締しめられると敏感になった体どころか、頭までおかしくなりそうだよぉ」

　ロザリーは蕩とろけた顔で、もっともっとと俺にだっこをせがむ。

　俺がさらに強く抱き締めると、彼女はその度たびに全身を震わせた。

「んっ……あんっ！」

　俺にだっこされているロザリーは、時折細かく体を揺ゆすっていた。

　子供がむずがっているような仕草だが、彼女が胸の先っぽを俺の胸むな板いたに押しつけているようだ。

　その先端は硬かたく尖とがっていて、押しつけられると少しくすぐったい。

　俺の腕の中で、彼女が興奮しているのが分かる。

　思った以上にそれがドキドキした。

　しかもこれ全部、彼女が自分からしてくれたことなのだ。

　こんなカワイイ子が俺のためにここまで尽つくしてくれるなんて。

　生前の俺じゃ考えられなかったな！

「ねぇカイト、キスしてぇ」

「キキキキキスっすか!?」

「お願い～」

　トロけきったロザリーが腰をクネクネさせながらせがんできた。

　スッゲーエロカワイイ！

　こんな子にお願いされたら、どんな願いだって叶かなえてあげちゃう気になる。

　でも、キスって、あのキスだよな？

　あの恋こい人びと同士がやるアレ。

　それくらい知ってるけど、いざするとなると緊きん張ちようしちまう……！

　これだけいろいろやっといて、今いま更さらって言われそうだけど！

　根っからのスケベ野や郎ろうでも、こういう時になると緊張しちゃうのがチェリーハートってもんなんだよ！

「もしかして、カイトはキスはじめて？」

「はい！　そうです！」

「じゃあ私とお揃そろいだ」

「え……じゃあ、ロザリーもはじめて？」

「フッフッフ。なにしろ生まれてこのかた15年！　研究一筋で、キスどころか男の子と手を繫つないだ経験すらゼロさ！」

　とても堂々とした口調でロザリーはそう言い切った。

　そうも言い切られると、俺の気持ちも多少楽に……。

　……ん？

　15年？

「えっ!?　もしかしてロザリーって俺より年下!?」

「失敬だなきみは！　私がそんな年とし増まに見えたんだ!?」

「い、いや……」

　逆に見た目通りの年ねん齢れいで驚おどろいたというか。

　オッパイのサイズで年齢を誤ご認にんしてた部分もある。

　15歳って、元の世界換かん算さんだとほぼ中学生……中学生でこの大きさなのか。

「あっ！　でも私を子供扱あつかいするのは厳禁だからね！　年下でも、私は教授で偉えらくて天才の大魔女なんだぞ！」

「お、おう。分かった！」

　今の態度は逆に年相応っぽかった。

　頭のいい子供が背せ伸のびしてる感じ。

　きっと自分を天才天才言うのも、この少し偉ぶった口調も、若いからって舐なめられないための手段なんだろうな。

　けどそうか、ロザリーって年下なのか。

「……」

　年下巨きよ乳にゆう美少女魔導師。

　並べるとなんかパワーワードができあがった。

　しかもその娘こは俺にオッパイ触さわらせたり吸わせたりしてくれる。

　ヤバい。俺、生き返って早々一生分の運を使い果たしたんじゃないか？

　だとしてもまったく悔くいはないけど！

「カイト、お互たがいの初ちゅーの前にイイコト教えてあげるね」

「イイコト？」

「女の子のね、気持ちよくなるトコロって、口の中にもあるんだよ？」

　そう言うとロザリーは口を開け、んべっと舌を上げる。

「こほこほのね、舌しふあの裏側」

「……！」

　ロザリーの指差す舌の裏側を、俺はドキドキしながら見つめた。

「前まふえに歯はみ磨ふあきふいした時に見つふけたの……」

　と、やはり喋しやべりづらかったのか、そこでロザリーは一回口を閉じる。

「……ここの粘ねん膜まくって元々敏感なんだけど、私は特に敏感みたい」

「えっと」

「たぶん、男の子に舐められたらイチコロ」

「つまり……」

　キスの時にそこを舐めろってこと？

　え？　いきなり舌入れるんすか!?

　思わぬアダルトな要求に、俺はビックリ仰ぎよう天てんする。

「な、何でそんなこと教えてくれるんだ？」

「女の子の性的興奮によって吸精の効率は上がるって言ったじゃないか。これからも吸精をする前は、ちゃんと女の子をエッチに昂たかぶらせてあげなきゃなんだよ？」

「……！」

「だから、これはその練習」

「な、なるほど！」

　そうだった。

　これは大事な吸精の練習。

　俺が強くなるためには、この能力を使いこなすことが必ひつ須す。

　これができなきゃ彼女の役に立てないんだ。

　それはダメだ！　それはイカン！

　命の恩人である彼女の夢に協力すると、さっき誓ちかったばっかりじゃないか。

　いくら俺がスケベ野郎でも、大事な約束は守らないとダメだ！

　恥はずかしかろうが何だろうが、これは絶対にやり遂とげるべきだ。

　それに第一──ロザリーがここまでしてくれてるんだ。

　女の子の恥ずかしい部分を曝さらけ出して頑がん張ばってくれている。

　これに応こたえなきゃ男じゃない！

「よし、いくぞ！」

「……」

　俺が気合いを入れると、ロザリーはスッと目を閉じてくれた。

「っっっ」

　俺は緊張しながら、少しずつロザリーと顔を近づけた。

　当然、唇くちびると唇も近づいて。

　そして。

　チュッ……と、本当にそんな音がしたのか分からなかったが、唇同士が触ふれ合った瞬しゆん間かん、そんな効果音が頭の中に響ひびいた。

　あ……俺、今ロザリーとキスしてる。

　柔やわらかい感動がジワジワと俺の脳のう髄ずいに染しみ渡わたった。

　だが、本番はここからだ！

「……！」

　俺は意を決して、ロザリーの口内に舌を入れた。

　受け容いれ準備万ばん端たんだった彼女は、やさしくそれを迎むかえ入れてくれる。

　彼女の中はスゴく熱くて、入れた舌が溶とけそうだった。

　当然、この先どうすればいいかの引き出しなんて俺にはない。

　だったらもう勢いだ！

　上手うまくやろうとなんてヘタなことは考えない！

　ただ全力で、ロザリーを気持ちよくしてやるんだ！

　俺は彼女の舌の下に自分のベロを潜もぐり込ませ、全力で舐め回す。

「…っ…んっんんんん!?」

　合わせた唇の隙すき間まからロザリーの甘い声が漏もれる。

　つい離はなしそうになるが、逆に彼女に裾すそを摑つかまれた。

　これは大だい丈じよう夫ぶってことか？

　なら、まだまだ全力だ！

「んんんっ！」

　ロザリーの声がより一層激しくなる。

　吸精に必要な興奮状態に近づいているみたいだが、まだシ足りないのだろうか？

　そうだ……！

「んっ!?　んんーんぐ!?」

　だっこが大好きと言っていたので、舌を入れながらロザリーを再び抱だき締しめる。

　彼女の体がビクンビクンと跳はねるのが分かった。

「……ぷあっ！　カイト、吸って!?」

　急にロザリーが口を離して叫さけんだ。

　目を開けると、紅潮した彼女の顔と対面する。

　いつまでも見ていたくなるが、今は『吸う』のが先決だ！

　彼女の胸はずっと押しつけられていたので、どこに女の子の大事な突とつ起きがあるのかは把は握あくしていた。

　俺はそこめがけて……思いっきり全力で吸い付いた!!

「!?」

　途と端たんに俺の全身に流れ込む熱。

　これがロザリーの魔ま力りよくなのか！

　スッゲぇ熱い。

　けどなんか体に染み渡る。

　魔力切れでダルかった全身に力が漲みなぎっていく。
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　これが吸精！

　これが俺の能力！

　と、俺がはじめての吸精に感動するのと同時に。

「アンッ！　スゴい、これえ吸われてるぅ！　カイトに私のオッパイの中身吸われちゃってるよぉ！」

　ひと際きわ大きな声を上げて、ロザリーが仰のけ反った。

　俺の腕うでの中で仰け反る彼女を一分ほど支え続け……それからやっと、彼女はポーッとした顔を正面に戻もどした。

　彼女はしばらく惚ほうけていたが、ふとその口くち許もとに微び笑しようを浮うかべる。

「やったねカイト。無事、吸精成功だ」

「ああ、全部ロザリーのおかげだ」

　頷うなずいてから、不意に俺は心配になる。

「と、ところで大丈夫だったか？　かなり遠えん慮りよなくやっちゃったけど？」

「うん。もちろん」

「でもなんかフラフラして……」

「私も一時的な魔力切れさ。今日はカイトの召しよう喚かんにも大量の魔力を使ったからね」

「それって平気なのか？」

「女の子は自分で魔力が作れるから、ひと晩寝ねれば元通りさ」

「そっか」

　どうやら本当に平気みたいで、俺はホッとする。

　と、その時ロザリーの手が俺の頭に伸のびた。

「はじめての吸精お疲つかれ様。とっても気持ちよかったよ」

　よしよし。

　俺にはたくさん至らないところがあっただろうに、ロザリーはそれも含ふくめて「よかった」と褒ほめてくれた。

「……っ」

　前世の俺はバカで運動音おん痴ちでおまけにスケベなダメ野や郎ろうだった。

　おかげで母親に褒められた記き憶おくすら、もうはるか遠い昔の話だ。

　人に褒められるのって、こんなに嬉うれしかったんだな。

　俺の大好きな巨きよ乳にゆうとか。

　命の恩人とか。

　もちろんそれもあるけどそれだけじゃなくて。

　俺がこの第二の人生を全力でロザリーのために使おうと思ったのは、たぶんこの時だった。

「俺、頑張って最強の魔導師になるよ！　そんで魔神王とかいうのも絶対にブッたおしてやる！」

「うん。その意気その意気」

「それで、やっぱり旅とか出るのか？　魔神王の城とか目指したり？」

　あと酒場で仲間集めたり、雑ざ魚こモンスターたおしてレベル上げしたり。

　ＲＰＧゲームの定番ならそうだ。

「まあまあ落ち着いて、カイト」

　まだ見ぬ冒ぼう険けんを想像して興奮する俺を見て、ロザリーが微笑ましそうに言う。

「そんなに慌あわてる必要はないよ。だって、魔神王をたおしに行くのは早くても３年後だから」

「え？」

　ロザリーの思わぬ言葉に、俺は目を丸くする。

「３年後って、え？　魔神王退治ってそんなのんびりでいいの？」

「それは……ふあぁ～」

　その時、ロザリーは眠ねむそうに目元をコシコシする。

「ごめん。眠くなっちゃったから、その質問はまた明日でいい？」

「あ、うん」

　さっきの吸精で疲れたのかな……まあ、急ぐ質問でもないし、明日でいいか。

　……って、俺はどこで寝れば？

「ほら、カイトも一いつ緒しよに寝るよ。ベッドはひとつしかないからね」

「ええぇ!?」

　マジですか!?

「何を驚おどろいてるのさ？　今日からここで一緒に暮らすのに」

「え、一緒に!?　ていうかここで!?」

「うん。私はこの研究室で寝ね泊とまりしてるんだ」

　部屋の奥のベッドはそういうことか！

　些さ細さいな疑問は解消されたが、俺の動どう揺ようは収まらない。

「ほーら、こっち来て」

　まごまごする俺の手をロザリーがやさしく引っ張る。

　本当に今夜は、ていうかこれから毎日!?　一緒にここで暮らすのか!?

「あ、それと明日私の魔力が回復したら、また吸精の練習ね」

「えっ!?　あ、明日もやるのか？」

「うん……早く吸精のコントロールを完かん璧ぺきにしないとね」

　眠そうにしながら次々と重要事じ項こうを告げないで欲しい。

　いや、ひとっつも嫌いやなことはないんだけどさ！

「俺、幸せすぎて死ぬかも」

「せっかく生き返ったのに死んでどうするのさ」

　泣きながら神に感謝を捧ささげる俺を見てロザリーが笑った。








第二章










▽ロザリーの個人レッスン△






　先週から、私はとある男の子と一緒に暮らすようになった。

　男の子の名前はカイト。この世界では魔人と呼ばれる異世界人だ。

　男の子男の子と言ってるけど、本当は私より年上だったりする。

　でもついそう呼んじゃうんだよね。

　なんだかかわいくて。

　元の世界で死んで魂たましいになっていた彼を、私は古い文ぶん献けんから得た召しよう喚かん魔法でこの世界に喚よび出した。

　彼との生活はとても順調だ。

　朝はふたりで朝食を食べて、その後は午前のレッスン。

　彼にはこの学園の中ちゆう途と入学試験を受けてもらうつもりなので、こちらの世界の常識や魔法の基き礎そを教えている。

「えっと、つまり魔法を構築する魔法式には基礎式と副式があるってことか？」

「そうそう。魔法の発動に必要なのが基礎式、それに効果範はん囲いや持続時間とかを副式で付け足す感じだよ」

「なるほど」

　この付きっきりの個人レッスンも今日で一週間。

　彼はとても頑がん張ばってくれている。

　本当に、とっても。

　それが私にはたまらなく嬉しい。

　まあ、それを今言っても彼には伝わらないだろうし、この感謝の気持ちを伝えるのはまだ先のことだろう。

　それはそれとして、彼とのレッスンは昼食、午後を経て、夜まで続く。

　ある意味で、彼にとって一番大事なのは夜のレッスン。

　ズバリ、吸精の練習だ。




　夜。研究室のベッドで、いつものように私はカイトと向かい合う。

「それじゃあ今日は昨日のおさらいから。私の服をスマートに脱ぬがしてみよう！」

「おう！」

　元気のいい返事。

　でも私の服のボタンをはずすカイトの手はちょっと震ふるえている。

　顔もとっても赤くて、彼が照れているのが分かる。

「～～～」

　そんな顔されると、私も照れちゃう。

　私は『先生』だから、あんまり表情に出さないように頑張るけど。

　やがて彼が上着のボタンを全部はずす。

　すると大きな解放感があって、私の胸が自由になった。

「！」

　その光景を見て、またカイトが赤面する。

　かわいいなぁ。

　毎回動揺する彼に不思議な愛らしさを感じる。

　私だって本当は恥はずかしいけど、一緒に吸精を頑張りたくなる。

「ほら、カイト。下着も脱がせて」

「う、うん」

　カイトはぎこちない手つきで私の下着も脱がせる。

「……！」

　完全に露あらわになる乳ち房ぶさ。

　羞しゆう恥ちですでに先っぽも硬かたくなり始めている。

　これはさすがに私も頰ほおが熱くなる。

　カイトは胸に釘くぎ付づけで、私の顔が赤くなってるのには気づいていないみたい。

　それはそれでとても助かるけど……。

「……もう！　いつもジロジロ見てぇ！」

　つい我が慢まんしきれず、私は自分の胸を両りよう腕うでで隠かくしてしまう。

　するとカイトはビクッとなって平謝りし始めた。

「ゴ、ゴメン！　ロザリーのオッパイがあまりにも魅み力りよく的すぎて！」

　うーん、そんな怒おこったつもりはないんだけど。

　ちょっと恥ずかしかっただけだし。

　でも、毎回凝ぎよう視しするんだもん。

　カイトってよっぽどオッパイが好きなのかな？

　だとしたらちょっとエッチだけど……私も胸には自信アリなのでラッキーだ。

「もー仕方ないなぁ」

　私は半分照れ隠しで怒ったフリを続けながら、自ら腕をどかす。

　同時に、お腹なかの聖母リリスの紋もん章しようが淡あわく輝かがやき始めた。

　これは私の体がカイトに「吸精されたい」と準備を始めた合図。

「ンッ……！」

　お腹の奥からジンワリとした熱が広がって、全身がジワジワ熱くなってくる。

　なんだか吸精のスイッチが入るのが日に日に早くなっている気がする。

　毎日シている内に、段々私の体が調教されてきちゃったのかな？

　そんなことを考えている間にも、肌はだは火ほ照てってピンク色に。

　体中がカイトを求めて敏びん感かんになっていく。

　私の魔ま力りよくを吸って欲しくて胸がわななき、それを我慢しようと内うち股またを擦すり合わせる。

「さ、さあ、続きだよ」

　私は今すぐカイトの頭を胸元に抱だき寄せたい衝しよう動どうを堪こらえつつ、なるべく冷静に吸精を促うながす。

　しかし、ただ吸わせるだけではレッスンにならない。

　吸精は女の子の性的興奮によって魔力吸収の効率が上がる。

　つまり「女の子をエッチな気分にさせる」技術がカイトには必要だ。

　それもなるべく沢山。

　だから彼には私の体を練習台に、いろんなテクニックを身につけてもらう必要がある。

「今日は……そうだね、お腹にしてみよっか？」

「了りよう解かい」

　私からのお題を聞いてカイトは頷うなずく。

　彼の視線が下がって……たぶん、私のおへそ辺りに狙ねらいを定めた。

「……っ！」

　カイトの手の平がお腹をやさしく撫なでる。

　それだけで、キュンッ、とお腹が引っ込んだ。

「ッ……んん！　……っ！」

　今日はちょっと「軽め」にと思ったのに……！

　え？　お腹撫でられるのってこんなに気持ちいいの？

　いや、さすがにいきなり限界ってほどじゃないけどさ……！

　触さわられたところから頭のてっぺんまでピリピリする。

　自分で撫でたって何でもないのに。

　男の子の大きな手に触られるとお腹の表面だけじゃなくて、もっと奥の大事な部分まで刺し激げきされている気がしてくる。

「……どうだ？」

　カイトが私に尋たずねてくる。

「触り方がやさしいから、ちょっとこそばゆい……かな？」

　私はなるべく冷静な感じに答えた。

「気持ちよくないか？」

「ううん、そんなことないよ。けど、もっと工く夫ふうできるかも」

「分かった」

　私の言葉に頷き、カイトはちょっと考え込む。

　うー、先生らしく余よ裕ゆうぶったけど結構キてるよー。

　けどここで満足させてしまったら、彼の向上心を閉とざしてしまう。

　だからまだ余裕のあるフリをする。

「はぁ……はぁ……」

　荒あらい呼吸……カイトに気づかれないように。

　だけど全身が汗あせばむのは止められなくて、自分でも見てて恥ずかしいくらい、照明の光でテラテラと肌が輝いている。

「……よし！」

　と、そこでカイトが次の行動に移った。

　彼は私のお腹に顔を埋うずめ──汗ばむ肌に舌を這はわせた。

「～～～！」

　私は思わず両手で口を押さえた。

　カイトの舌が……！　それに息がかかって……！

　彼は頭で円を描えがくように舌を動かす。

「……ンッ！　……ヒッ！」

　舌のざらつきが一周する度たびに、私は腰こしが跳はねそうになるのを必死に我慢する。

　内股を擦り合わせる余裕すらなくて、快感の波をやり過ごすために私は両りよう脚あしに目め一いつ杯ぱいの力を込こめなければならなかった。

　それでも腰がプルプルと震えるのまでは堪えきれない。

　きっとその振しん動どうは彼にも伝わっていて……それを思うと、私は羞恥でさらに胸が張り詰つめるのを感じた。

　昂たかぶった魔力が先にオッパイから噴ふき出しそう！

　と。

「ンヒアァ！」

　カイトが舌を私のおへそに入れた。

「アッ！　イィッ！」

　もう余裕を繕つくろうこともできなくて、私は徹てつ底てい的に彼におへそをほじくられた。

　手の平で撫でくり回されて敏感になったところを、さらに舌でちっちゃい穴をほじくるように責めるなんて……こんなのもう、無理だよぉ……。

「もう、いいよぉ、カイトぉ」

　私がグッタリとした声で降参すると、カイトが顔を上げる。

　一いつ瞬しゆん、少し涙なみだでぼやけた視界越ごしに彼と目が合う。

「吸ってぇ……！」

　私が懇こん願がんするとカイトは頷いて──とうとう昂ぶりに昂ぶりを重ねて限界まで張り詰めた私の胸から、盛せい大だいに魔力を吸い始めた。

　同時に襲おそい来る多幸感。

　胸の先せん端たんから全すべてを吸い尽つくされるような感覚と、逆に痺しびれるような快感が胸から脳のう髄ずいへと駆かけ上がっていく。

「ふあぁ！　アッ、カイトォ！」

　魔力を吸われる快感、快楽に吞のまれていた私は失念していた。

　女性の乳房はふたつある。

　彼の手が、もう片方の空いているオッパイを揉もみ始めた。

「はぁあん！」

　全身の神経がそこに集まったみたいに、彼の五指が与あたえる刺激に私は敏感に反応してしまった。

　跳ねる腰。ベッドから落ちそうになる。

　それをたぶん咄とつ嗟さに、彼は私の体を抱き寄せた。

「……ッ！」

　自分でも何で「だっこ」が気持ちいいのか分からない。

　けど、男の子の腕で力強く抱き締しめられると、私の小さな体がギュッとなって、敏感な全身が彼と密着して、その全部の快感で頭がバカになっちゃう。

「カイトぉ、カイトぉ！」

　私もカイトの頭を両腕で胸に押しつけて、両脚を彼の体に回して全身で抱きつく。

「ンッ……アアァァアアア!!」

　もう我慢なんてできなかった。

　私は自分が達するのを感じながらあらん限りの嬌きよう声せいを上げた。





▽俺が学園に入る理由△






　日課の吸精を終え、俺とロザリーは抱き合ってベッドに横になっていた。

「カイトはドンドン吸精が上手うまくなっていくね。私も嬉うれしいよ」

　しばらく気を失っていたロザリーだけど、目を覚ますと彼女は真っ先に俺のことを褒ほめてくれた。

「ありがとう。全部ロザリーのお陰かげだよ」

「カイトの努力の賜たま物ものさ」

　それはたぶん俺がスケベ野や郎ろうだからです！

　そんな俺のことをロザリーはとても褒めてくれる。

「えらいえらい」

「……！」

　小さくて柔やわらかい手で頭を撫でられ、俺は年とし甲斐がいもなく照れてしまう。

　彼女は俺が何かできる度にこうしてよく褒めてくれた。

　照れ臭くさいけど、本音はそれが嬉しかった。

　おまけに彼女は物を教えるのがスゲー上手い。

　勉強って褒めて伸のばしてもらう方がいいと思った。

　あと正直エロのためならいくらでも頑がん張ばれる気がする！

「だいぶカイトの中にも私の魔力が溜たまっただろうし、そろそろ学園の入学試験受けてみよっか」

「……」




　──ノートンクロス魔導学園。

　創立三百年を超こえる魔導連盟ギルドを母体とする魔導師育成機関。

　学生以外の魔導師も多く在ざい籍せきしており、この国の魔導師のほとんどがここに集まっているといっても過言ではない。

　当然、魔導師なのだから全員が女の子。

　つまり女の子だらけの学園なのだ。

　そこへ入る目的は、三つ。

　ひとつ目はもちろん魔ま法ほうの勉強のため。

　ふたつ目は『プロ資格』を得るためだ。

「人類と魔神王が戦い始めてもう三百年は経たってるんだ。その間にいろんな法律が整備されてね、学園を卒業したプロ魔導師でないと前線に出てはいけないことになってるのさ」

「何でそんな面めん倒どうなことに？」

「もちろん余計な犠ぎ牲せいを出さないためだよ。どんな傑けつ出しゆつした才能も、磨みがかなければただの原石だ」

　実際、過去に才能を持て囃はやされた天才が若くして前線に赴おもむき、戦場での不運で早死にした例が沢山あったらしい。

　そうした過去の反省から作られたのが魔導学園とプロ資格制度。

　貴重な戦力を失わせないためにも、若者にはキチンとした教育を施ほどこしてから戦場に送り出すのが国の方針というわけだ。

　ロザリーの言った「魔神王退治は早くて３年後」というのは、学園卒業までに必要な期間のことだ。

　ここまでは俺も聞いてすぐに納なつ得とくできた。

　でも、最後の三つ目。

　これがちょっと俺の中で引っかかってる。

　俺が学園に入る三つ目の理由──それは『ハーレム作り』なのだ。




「なあ……本当に、ロザリー以外からも吸精しなくちゃいけないのか？」

　それがどうにも後ろめたい俺は改めて訊きく。

　俺の質問に、ロザリーは「うん」と頷うなずいた。

「前にも説明したけど、魔人のカイトは私と同じ零ゼロ魔導師だから、どれだけ頑張っても零ゼロ魔法しか使えないんだ」

「……うん」

　この世界の魔法は主に精せい霊れいの力を借りるものが一いつ般ぱん的だ。

　精霊は種類によって火・水・風・土・光・闇やみとそれぞれ属性を持ち、魔導師ごとに相あい性しようのよい精霊は異なる。どの属性の精霊との相性がよいかが、その魔導師の得意な魔法に関かかわるそうだ。

　それが精霊魔導師、所謂いわゆる普通の魔導師だ。

　一方で、魔法の才能を持ちながら全ての精霊と相性が悪く、精霊の力を一いつ切さい借りられない魔導師がいる。

　そんな魔導師のことを、普通の魔導師と区別して『零ゼロ魔導師』と呼ぶそうだ。

　精霊の力の恩おん恵けいを受けられない零ゼロ魔導師は、火魔法や水みず魔法などといった精霊魔法は当然使えない。

　その零ゼロ魔導師が唯ゆい一いつ使えるのが、精霊を介かいさない魔法──『零ゼロ魔法』なのだ。

　しかし、単に普通の魔法が使えないだけならまだよかった。

　だが……。

「問題なのは、その零ゼロ魔法の燃費の悪さだ」

　普通の魔法は「魔導師の魔力＋精霊の魔力」で行使されるが、零ゼロ魔法は魔導師本人の魔力のみで行使する。なので当然、普通の魔法よりずっと燃費が悪い。

　たとえば同じレベル１魔法でも、零ゼロ魔法は２～３倍の魔力を消費する。

　そんな零ゼロ魔法をバンバン撃うってたら、あっという間に魔力切れで死んでしまう。

　だから俺が最強の魔導師を目指すには、膨ぼう大だいな魔力消費量に耐たえられる大量の魔力が必要なのだ。

「私ひとりじゃ、カイトに必要な魔力を全て賄まかないきれない。だから、私以外にもきみに魔力を供給してくれる女の子が必要なんだ」

「……だよな。だからハーレムを作らなきゃなんだよな」

　ロザリーが語るハーレムを作る必要性に、俺は小さく頷く。

　それは分かってる。分かってるんだけど……。

　その時、彼女は俺の頭をそっと抱だき寄せた。

「ごめんね。もしかして、嫌いやな思いをさせてる？」

「……いや！　そんなことは」

　俺は顔を上げ、ロザリーの悲しそうな顔を見つめて言う。

　俺は彼女の夢を叶かなえると誓ちかった。

　それは、何があっても絶対だ！

　その彼女が必要だと言うなら、ハーレムを作るのは必要なことなのだ。

「……でもやっぱり、他の娘こから吸精するのって、ちょっと後ろめたく思っちゃって」

「そんなの、私がお願いしてるんだから気にしなくていいんだよ」

「う～ん」

「それに、私はカイトのこと信じてるから」

「？」

「この一週間、カイトは一度も私にヒドいことしなかったでしょ？　男の子なら、もっと私にいろんなことしたいと思うはずなのに」

「命の恩人にそんなことできるわけないだろ!?」

「ふふっ、分かってるよ」

　思わず必死になる俺に、ロザリーは微笑ほほえんで頷く。

「だから、カイトなら私以外の娘こにもやさしくできるよね？」

「も、モチロン！」

「期待してるよ。入ったみーんなが幸せになれるハーレムを作ってね」

　おおう、ただでさえ高いハードルがさらに高くなった気がする。

　ロザリー公こう認にんとはいえ、誰だれもが幸せになれるハーレム。

　そんなものを作る甲斐かい性しようが俺にあるのか？

　いや、ロザリーのためにも作らなければならない。

　完かん璧ぺきかつ究極のハーレムを！

「分かった！　これ以上はウジウジ悩なやまない。俺は学園に入って最強のハーレムを作るぜ！」

「うんうん！　その意気その意気！」

　俺が気合いを入れ直すと、ロザリーは応おう援えんするみたいにぎゅーっと抱き締めてくれた。





▽いざ入学試験！△






　翌朝。俺は早さつ速そく入学試験を受けに行くことになった。

　入学シーズンはとっくに過ぎてるので、正確には中ちゆう途と入学試験だけど。

「私の研究室は学園の校舎の端はしっこだからね。まず学長室に行くから、一回外に出てぐるっと回っていくよ」

「了りよう解かい」

　朝の身み支じ度たくを整えた俺たちはロザリーの研究室を出る。

　校舎の廊ろう下かには、ちらほらと生徒たちの姿が見えた。

　登校してくる彼女らとは逆に、俺はロザリーと一いつ緒しよに外に出る。

　うわあ……一週間ぶりの外だ。

　トイレと食堂に行く時以外、ずっと研究室にいたからなぁ。

　太陽が眩まぶしい。

「カイト大だい丈じよう夫ぶ？」

「いや、大丈夫。久しぶりの外だから」

「そっか。そういえば私も目がチカチカするよ」

　俺とロザリーは目が慣れるまでしばしボーッとする。

　時間にしてほんの１、２分だ。

「……ん！　さて、それじゃ学長室に行く前に、ちょっと上から学園を見てみようか」

「上って？」

「もちろん、空からだよ」

　そう言って、ロザリーは研究室から持ってきた箒ほうきに跨またがった。

「まさか……それで飛ぶのか!?」

「空飛ぶ魔法道具さ。ほら、カイト後ろに乗って」

　箒に跨がったロザリーに促うながされ、俺は彼女の後ろに乗る。

「ちゃんと私に摑つかまってね？」

「分かった……！」

　俺はロザリーのお腹なかにしっかりと手を回す。

　毎晩だっこしてるから分かってるけど、彼女の抱だき心ごこ地ちは最高だ。

　身長差の関係で、自然と下乳に腕うでが当たるのもドキドキする。

「それじゃあ行くよ！」

「！」

　突とつ如じよの浮ふ遊ゆう感。

　腹の底が浮うく感じがしたかと思うと、次の瞬しゆん間かんには俺の足は大地から離はなれていた。

「おおー!?」

　箒は俺たちふたりを乗せて、グングン上じよう昇しようしていく。

「スゲー！　ホントに飛んでる！」

　前の人生では飛行機に乗らず終じまいだったので、空を飛ぶのは初体験だ。

　修学旅行は京都・大阪だったし。

　けどまさか、本当に箒で空を飛べるなんて！

　本物の魔法使いになった気分だ。

「ほらほら、カイト前見て」

「ん……？」

　ロザリーに言われて下ばかり見ていた俺は前を見て──度ど肝ぎもを抜ぬかれた。

「なっ、何じゃありゃあ!?」

「見ての通り、壁さ」

　学園には学園を護まもるための壁かべがある、とはロザリーから教わっていた。

　だが聞くのと見るのとでは迫はく力りよくが違ちがう。

　なにしろその「壁」の頂上は、空を飛ぶ俺たちよりはるか頭上にあるのだ。

「あれ高さどんくらいあるんだ？」

「ざっと50メートルくらいかな」

「ご、50メートル!?」

　確か東京ドームの屋根の高さがそれくらいだ。

　そんな高さの壁が、延々と何十キロと続いて、学園どころか周辺の街や森まで囲ってしまっている。

「あんな物、本当に必要なのか？」

「うん。魔ま神じん王の手下である奴らから身を護るためには、ね」

「……！」

　俺はゴクリとノドを鳴らす。

　その魔神王の手下の「奴ら」についてもロザリーから教わっていた。

　話だけではピンと来なかったが、あの壁の高さを見てジワジワと恐おそろしさが込み上げてきた。

「あ、あっちに見える街は何なんだ？　あれも学園の一部なのか？」

　俺は恐きよう怖ふを紛まぎらわそうと、東に見える街並みを指差しながら話題を変える。

「そうだね。あれは学園の敷しき地ち内にある街だから、学園街って呼ばれてる。日用品とかはあそこで買うからね」

「ふむふむ」

「あと特とく徴ちようとしては、他の都市と比べると魔導師向けのショップが多いかな」

「へぇー、さすが魔導学園のお膝ひざ元もとだな」

「ちなみに西にある深い森は危険だから、カイトはまだひとりで入っちゃダメだよ？」

「え？　何で？」

「年に１、２人遭そう難なんするから」

「マジで!?」

「あと魔法実験の失敗作とか捨てる人がいるから、しょっちゅう怪かい奇き現象が起きるしね」

「それヤバくないか!?」

「うん。でも結界が張ってあるから、入らなければ安全だよ」

「それならいいけど」

　絶対に森には入らないでおこう。

　って、いうか。

「話には聞いてたけど、本当にこの学園広いな！」

　校舎のほかに街や森まであるって！

　つーか遠目に川も見える！

　全部壁の内側とはいえ、その壁も含ふくめて本当にトンデモナイ広さと大きさだ。

　これがノートンクロス魔導学園か！

「さて、大おお雑ざつ把ぱな説明はこれで終わり。そろそろ学長室のある時計塔とうに行こうか」

　時計塔というのは、校舎が密集するエリアでも一ひと際きわ高い建物だ。

　学園の象しよう徴ちよう的な建造物で、校舎は時計塔を囲むように建てられている。

「時計塔を中心に建てられているのが本校舎。その外周にある高い建物が研究塔。新魔法の開発の多くはここで行われてるんだ」

　ロザリーは箒の高度を下げながら、校舎群についても軽く説明してくれた。

「研究塔？　ロザリーの研究室とは違うのか？」

　俺の質問に、彼女はフフンッと胸を反らす。

「私クラスの教授になると自分の研究室を持てるようになるんだよ！」

「マジで？　それってかなりスゴいんじゃ」

「もちろん！　なぜなら私は天才だからね！」

「おお！　さすが！」

「まあその分、研究費はほぼ自費だけど」

「ヒデェ!?」

「いちおう補助はあるよ、雀すずめの涙なみだだけどね！」

　だけど個人の研究室を持つと、好きな魔法の研究が許される。

　それはつまり、それだけの実力があると周囲に認められたことの証明だ。

「……」

「ん？　どうしたの？」

「……ロザリーは俺より年下なのにこんなデカい学園の教授で、沢たく山さんの人に才能を認められてるんだよな？」

「うん、その通りさ！」

　ロザリーはエッヘンと胸を張る。

「でも、それがどうかした？」

「いや……そんな順じゆん風ぷう満まん帆ぱんな人生なのに、何で魔神王なんかたおしたいのかなって？」

　別に「人類の敵なんだからたおすのは当たり前でしょ」って言われたらそれまでだけど……少し気になったのだ。

「もしかして、家族の誰かが殺されたとか？」

「ううん。両親は元気だよ」

「じゃあ、何で？」

「そうだなぁ……」

　ロザリーは箒の高度を下げるのをやめて話し始める。

「カイト。精せい霊れい魔導師と零ゼロ魔導師の違いは覚えてるよね？」

「えっと、精霊の力を借りられるか借りられないか、だよな？」

「その通り」

　ロザリーは頷うなずく。

「なぜ零ゼロ魔導師が精霊の力を借りられないのか、その原因はよく分かっていない。とにかくそれは生まれつき決まっていて、本人にはどうしようもないんだ」

「うん。……ロザリーもそうだったんだよな？」

「そう。私も生まれながらの零ゼロ魔導師……たったそれだけのことで、子供の頃ころから何度も人からガッカリされたよ」

「……何で？」

「単純だよ。零ゼロ魔導師が世間じゃ不遇ハズレ扱あつかいされてるからさ」

「ハズレ？」

「そうだよ！　なんてったって零ゼロ魔法は燃費が悪い。燃費が悪いから、普ふ通つうの魔導師には見向きもされない。私みたいに膨ぼう大だいな魔力を持って生まれなきゃ、零ゼロ魔導師がプロ資格を取るのも難しい。プロが少ない所為せいで余計に不人気扱いされて、あまつさえ地味とか弱いとか勝手なイメージまでつけられて……ブツブツ」

　多少恨うらみのこもった声で、ロザリーは零ゼロ魔導師が不遇な理由を次々と挙げていく。

　それに俺はちょっと驚おどろいていた。

　まさか零ゼロ魔導師が不遇扱いを受けていたなんて、全然思わなかったのだ。

　だって零ゼロ魔法を教えてくれるロザリーは、いつも活いき活いきしていたから。

「子供の頃から私が何かする度たびに言われたよ。『あんなに才能があるのに、これで零ゼロ魔導師じゃなかったらねぇ』……ってね」

　ロザリーは若じやつ干かん顔を俯うつむかせ、悲しそうに過去を語る。

「ロ、ロザリー？」

「でも、そんなこと私の知ったことかぁ！」

　と、俯いていたと思ったロザリーは、突とつ然ぜん顔を上げて大声で天に向かって叫さけんだ。

「私は両親から与あたえられたこの才能を誇ほこりに思っているんだ！　それを勝手に周りから不遇だなんて言われたくない！」

「それは……なんか分かるな」

　俺にロザリーほどの才能はないけれど、共感できる部分はあった。

　生まれ持ったものは俺たちにはどうしようもない。

　そこを他人にとやかく言われるのは、何であれ腹立たしいものだ。

「だから、私は決めたんだ！　絶対に零ゼロ魔法の力で魔神王をたおして、世の中の奴らをみーんな見返してやるんだ！　ってね！」

　ロザリーは力強く両りよう腕うでを振ふり上げる。

「ちょっ危ッ！　手！　手ぇ離すなって！」

「アハハ！　落ちないから安心しなって！」

　慌あわてふためく俺にロザリーは笑いかける。

「……とにかく、ロザリーの気持ちは分かった！　改めて、その夢に協力するぜ！」

「頼たよりにしてるよ！　私とカイトなら、皆みなをアッと言わせることができるはずさ！」

「おう！　俺は最強の魔導師になって魔神王をたおしてやる！」

　そして、ロザリーの夢を叶かなえる。

　それが俺を生き返らせてくれた彼女への恩返しだ。

　そのためにも、まずは学園の入学試験に合格する。

　そして、学園に通う優ゆう秀しゆうな魔導師である少女たちのオッパイを吸い、もとい吸精をしまくって今よりもっともっと強くならなければ！

「じゃあ、いよいよ入学試験を受けに行こうか」

「おう！」




　──と、俺とロザリーは意気込んで学園の学長室へと向かったのだが……。




「なぜですか学長!?　何でカイトが入学試験を受けられないんですか!?」

「まあまあ、ロザリー教授、落ち着いて」

　机をバンッと叩たたいて詰つめ寄るロザリーを学長は宥なだめる。

「何も受けさせないとは言ってません。ただあまりに急な話で驚いただけで……」

　学長は頰ほおにかいた汗あせをハンカチで拭ふきながら、チラリと俺を見る。

「なにしろ当学園が創立されて以来、これまで男性の入学者はゼロですから」

「ですから、それは何度も説明したでしょう！」

　ロザリーは食い下がり、ぐいっと俺の袖そでを引っ張る。

「カイトは私が召しよう喚かんした魔ま人じんなんです」

「ええまあ、そう仰おつしやいますけど、俄にわかには信じがたいと言いますか」

「学長は私が信じられないというんですか!?」

　ロザリーは机に身を乗り出して学長に詰め寄る。

「入学資格にも男性を禁ずる項こう目もくはないはずです！」

「それはまあ、普通は男性に魔法は使えませんから……」

　学長は困り果てたように額の汗を拭ぬぐう。

　しかし、試験を受けさせてもらえないと俺も困る。

　どうしようか？

「学長。私は零ゼロ魔法に対する評価を覆くつがえしたいんです」

　ロザリーは真しん剣けんな声こわ音ねで訴うつたえる。

「ご存じの通り、零ゼロ魔法は人気がありません。プロの数が少ないから、新魔法を開発する研究者も少ない。私がこの学園で開いている零ゼロ魔法のゼミなんて受講者もゼロです！」

「ええ、それはもちろん存じていますが」

「ですが！　研究が進んでいないだけで、零ゼロ魔法には多くの可能性が残されています。その可能性を切り開くには、もっと多くの人たちに注目されなければなりません。それには英雄ヒーローが必要なんです！」

「ヒーローですか？」

「はい！」

　ロザリーは熱弁を振るいながら力強く頷く。

「零ゼロ魔法の強さを、カッコよさを、世界中に証明できるヒーローが現れれば、皆の見る目も変わります。私にはなれませんでしたが……でも、カイトなら英そ雄れになれる！」

「彼が……？」

　学長の視線が俺に向けられる。

　その値ね踏ぶみするような眼まな差ざしに……きっと昔の俺なら耐たえられなかった。

　でも、今はロザリーがいる。彼女が俺を信じてくれていると思うだけで勇気百倍だ。

「お願いします学長！　カイトに入学試験を受けさせてください。その後は私が責任を持って彼を最強の魔導師に育ててみせます！」

「……お願いしますっ！」

　学長の机に額をつけんばかりのロザリーと一いつ緒しよに、俺も深々と頭を下げた。

　そして。

「……分かりました。ロザリー教授がそこまで仰るのでしたら、彼に試験を受けさせてみましょう」

　学長のＯＫの言葉に、俺もロザリーも喜んで顔を上げる。

「ありがとうございます学長！」

「ただし、テストは手加減しませんよ？」

「大だい丈じよう夫ぶです！」

　ロザリーは笑え顔がおで頷いたあと、俺に向かって小さくピースする。

　その得意気な表情が超ちようかわいかった。

　さて、何はともあれ次は俺の番だ。

　これだけロザリーが頑がん張ばってくれたんだから、何が何でも合格しなくては！







　入学試験は時計塔とうからほど近いグラウンドで行われることになった。

「えー、それではキミにはこれから入学試験として実技を見せてもらいます」

「はい！」

「……元気ですね」

　試験官のお姉さんは男の受験者の俺に、若干戸と惑まどい気味だった。

　まあ学園始まって以来の異例の事態みたいだし、無理もない。

「何あれ～、男の子？」

「レイナ先生がいるってことは、入学試験かしら？」

「えっ、何で男の子が？」

「実はああ見えて女の子とか？」

　ていうか、気づいたらギャラリーが集まり始めていた。

　当然、全員女の子！

　しかもみんなオッパイデカい！

　魔導師の魔力は胸で作られる。

　だから多少の例外はあっても、優秀な魔導師は大たい概がいオッパイがデカいとロザリーは言っていた。

　とはいえ、まさかこんなオッパイ天国みたいな学園だったとは！

　あと男の俺スゲーめだってる！

　あんなカワイイ娘こたちから注目を浴びるなんて初体験だ。

　ヤバい。

　ちょっと緊きん張ちようしてきた。

「では、試験を始めましょう」

　試験官のお姉さん（レイナという名前らしい）はそう言うと、手にした杖つえを振る。

　すると、その杖から黄色い魔力の粒りゆう子しが出始める。

　黄色は確か、土魔法。

　レイナ先生は土魔導師らしい。

「クリエイトゴーレム」

　と、彼女が魔法を唱え終えると、途と端たんにグラウンドの地面が盛り上がり始める。

　それは段々と形を変えていき──やがてデカい土の人形になった。

「ってか、デカすぎだろ!?」

　俺の身長の何倍だ!?

　頭頂部が校舎の三階の屋根より高いぞ。

　見上げる首がメッチャ痛い。

「では、魔法でこのゴーレムを破は壊かいしてください。行動不能にできれば合格です」

「えっ、これ動くんですか？」

「動きは鈍にぶいので、ボーッとしてなければ潰つぶされはしません。けど、いちおう攻こう撃げきはしますので注意してください」

「え、ええぇぇ!?」

「では開始します」

　レイナ先生はさらっと試験をスタートさせる。

　それと同時にゴーレムも本当に動き始めた。

　そのドデカい拳こぶしがゆっくりと振り上げられる。

「えっ!?　えっと、とりあえず……フィジカルアップ！」

　フィジカルアップは自身の肉体を強化する零ゼロ魔法の基本技だ。

　……って、えーと途と中ちゆうの魔法式の組み方はぁ!?

　緊張で次の手順がなかなか思い出せない。

　が、ゴーレムの拳がスローだったお陰かげでギリギリ間に合った！

「だあああぁー！　ちょっ！　あっぶねぇー！」

　俺はほとんどヘッドスライディングしながら拳を避よける。

　ゴーレムの拳はそのまま地面に当たり、大地をベコリ。

　あと少しで俺もぺちゃんこになるところだった。

「うわわわ！」

　俺は全力でゴーレムの後ろへ逃にげる。

「あれ？　あの男の子、もしかして零ゼロ魔導師？」

「えー、大丈夫かなー？」

「……ッ！」

　ギャラリーの女の子たちにメッチャ心配されてる！

　ある意味嬉うれしいけどこれは嬉しくない！

　いや、いきなりピンチを招いたのは俺だけど。

「カイトー！　落ち着いてー！」

　その時、グラウンドによく通る大声が響ひびき渡わたった。

「ロザリー！」

　いつの間にかロザリーがギャラリーの先頭に立っていた。

　その瞳ひとみはまっすぐに俺を見ている。

　絶対的な信しん頼らいとともに。

「自信を持って！　キミならそんな奴やつ一撃だ！」

「……！」

　その言葉で、俺の中に再び勇気が湧わいてきた。

　ロザリーがそう言ってくれるなら、俺は何だって信じられる。

「フゥー、フゥー」

　落ち着け俺。

　いきなりでちょっとビビッただけだ。

　レイナ先生の言う通りゴーレムの動きは鈍い。

　今だって、やっとこちらを振ふり向いたくらいだ。

　それにさっき全力で逃げたお陰で、次の魔法を撃うつ時間は十分にある。

「……ッ！」

　俺は自分の頰ほおをパンッ!!と張った。

　気合い入れ直したぜ！

「いくぞ、一撃だ！」

　俺は今日のためにロザリーから習ったとっておきの魔法の準備を始める。

　零ゼロ魔法の特色はふたつある。

　ひとつは肉体に変化を与あたえる魔法。

　もうひとつは純じゆん粋すいな力を操あやつる魔法。

　この魔法はレベル４に相当する攻撃魔法。

　威い力りよくは高いが効果はシンプルかつ絶大。

「グラビティ!!」

　俺の魔法の発動と同時に──ゴーレムの鈍どん重じゆうな歩みが止まる。

　それはまるで土人形の頭を上から誰だれかが押さえつけているような……そして、その力はドンドン強くなっていく。

　土つち塊くれの体にヒビが入り、亀き裂れつが走り、やがて限界を超こえ──グシャッ!!

　グラビティによる不可視の力場に圧おし潰され、ゴーレムは文字通りぺちゃんこになった。

「……」

「……」

「……」

　あまりに呆あつ気けない決着に、レイナ先生もギャラリーの生徒もポカンとしている。

「あのー……」

「えっ！　あっ、ご、合格です！」

　俺が声をかけると、レイナ先生は慌あわてて言った。

「ロザリー！」

「カイト！」

　ざわめき始めるギャラリーをよそに、俺はいの一番にロザリーの許もとへ行き、彼女と抱ほう擁ようを交かわす。

「やったぜ！　合格だ！」

「うんうん！　さすがは私のカイトだ！」

「へへへ！」

　喜んでくれるロザリーの笑顔を見ると、俺もメチャクチャ嬉しい気持ちになる。

　とにかくこれが俺とロザリーの夢の第一歩。

　さあ、次はハーレム作りだ！








第三章










▽魔ま導どう学園の授業△






　無事にノートンクロス魔導学園に入学した俺。

　今日はその初登校日だ。

　男の生徒なんて今までいなかったので、制服はロザリーがオーダーメイドしてくれた。

　新品の制服に袖そでを通して、俺は初授業を受ける教室へ向かう。

　この学園は大学のような選せん択たく授業の単位制だ。

　毎日同じ教室で時間割に従って授業を受けるのではなく、自分で授業を選択して学びたい科目を学べるらしい。

　そのため今日俺が受ける基き礎そ的な授業でも、一年生だけでなく上級生が単位目的で参加することもある。

　まあそれはそれとして。

「おぉ～～」

　教室のどこを見ても美少女美少女美少女。

　みんなオッパイも大きい！

　まさにこの世の天国！

　おお、今階段を下りてきたお姉様は上級生っぽい。

　オッパイも一段と大きいし！

　あっ、なんかこっちに手を振ってくれた。

　俺も全力でブンブンと振り返す。

　ヤベェ～あんな綺き麗れいなお姉様と目が合っちゃったよ。

　ていうか、あっちを見てもこっちを見ても、誰かしらと目が合う。

　やっぱりこの学園で男はめだつらしい。

　スゴい注目を浴びてる。

「ねぇ、彼が例の男の子？」

「ロザリー先生の一番弟で子しって噂うわさみたい」

「先生と同じくらい強力な零ゼロ魔法使うらしいわよ」

「レイナ先生のゴーレムをペシャンコだって」

「……！」

　なんか俺のことが噂になっているようだ。

　好こう奇きの視線も多いが、大半が好意的だ。

「へぇ～、カッコいいね～」

「……!!」

　おおっと今のはまさか俺のことか!?

　ちょっと誰が言ったのかまでは分からなかったけど、これだけ教室中で噂されまくっていると、もしかして俺のことかと思い上がってしまう。

　こんなに女の子に注目されまくったことなんて人生初だ。

　我が人生に一いつ片ぺんの悔くいなし！

「って、しっかりしねーと！」

　すっかり舞まい上がっていた俺は自分の頰を強く張る。

　俺がこの学園に入った目的はハーレム作りもだけど、魔法の勉強のためでもあるのだ。

　女の子ばかりに目がいって、授業を疎おろそかにしてはいけない。

　それに今日の初授業の講師は……。

「はーい。みんな席についてるかなー」

　その時、教室の前扉とびらをスライドさせてロザリーが入ってきた。

　そう。この授業の担当講師は彼女なのだ。

　だから最初の授業に選んだわけだけど。

「さて、今日は前回の続きから、のつもりだったけど」

　教きよう壇だんに立ったロザリーは一いつ瞬しゆん俺に目配せして微笑ほほえむ。

「これが初授業という生徒もいるし、続きに入る前に一度魔導師が知っておくべき基礎中の基礎についておさらいをしようか」

　そう言うとロザリーは黒板に手を伸のばし、大きな字を書く。

『巨神』──と。

「文字通り巨きよ軀くなる神、通つう称しよう巨神。知っての通り、魔神王が生み出した巨大生物たちだ」

　ロザリーはチョークで軽く図なども描かきながら話し続ける。

「最小のヨトゥン級ですら、成人の２～３倍の巨軀。さらに骨格などが神鉄と呼ばれる物でできていて、ほとんど全すべての鉱物に勝まさる強度を誇ほこる」

　成人の２～３倍ってことは、大体３～５メートルくらいか？

　それでも見上げるのに首が痛くなりそうな高さだ。

　しかもそれが最小サイズ。

「巨神は大陸の広こう範はんに分布し、一種の生態系まで築いている。物理的な強大さにおいて、巨神を凌しのぐ生物は地上に存在しない。ある意味で魔神王自身より厄やつ介かいな敵だ」

　人類と魔神王との戦いは三百年にも及およぶが、ある意味でそれは巨神たちとの戦いとも言える。

　魔神王の居城は巨神たちの縄なわ張ばりの最さい奥おうにあり、もう何百年もそこに辿たどり着いた人間はいないからだ。

　魔神王さえたおせば巨神もいなくなるはず……だが、まずはその巨神の群れをたおすことこそが人類の命題となっている。

「現在、魔法だけが唯ゆい一いつ巨神に対たい抗こうし得うる手段とされている。私たち魔導師が別名『巨神を狩かる者』と呼ばれるのもそのためだ」

　そこまで板書したところでロザリーはチョークを置き、生徒たちを振り返った。

「私たち魔導師に求められる命題はシンプルだ。大地に蔓延はびこる巨神たちを駆く逐ちくし、いつか魔神王をたおすこと。そんな英えい雄ゆうがきみたちの中から現れることを、私も心から願っているよ」

　そのように締しめくくるロザリーは、もう一度俺に目配せを寄よ越こした。

　分かってる。

　それが俺たちの目的で、彼女の夢だ。

　魔神王をたおすことで、零ゼロ魔法の評価を覆くつがえす。

　そのために俺はこの学園でハーレムを築き、最強を目指すのだ！

「さて、おさらいはお終しまい。そろそろ前回の続きに入ろうか」

　そう言ってロザリーは黒板を消し、教科書を開いた。

　その後は通常の授業に戻もどり、やがて一時間が過ぎてチャイムが鳴る。

「はいここまで。各自ちゃんと復習しておくように」

　ロザリーはヒラヒラと手を振ふって教室から出て行った。

「うおぉ……」

　俺はというと机の上で突つっ伏ぷしていた。

　途と中ちゆうからだから仕方ないけど、授業の半分も分からんかった。

　あとでロザリーに訊きこう……。

「ねぇー、あのさ」

「？」

　ふと声をかけられ、俺はそちらを振り向く。

「キミって、あの噂になってる男の子だよね？」

　俺に話しかけてきたのは女の子のグループだった。

　噂というのは、学園初の男の入学者とかの話だろう。

　それに興味を持って、話しかけてきてくれたに違ちがいない。

「……！」

　これは女の子と仲よくなるチャンスだ！

　大だい丈じよう夫ぶ。準備は完かん璧ぺき。

　今日のために一晩かけて、最高に小こ粋いきな自己紹しよう介かいを考えてきた。

　こいつをかまして、入学初日から美少女のハートをゲットだ！





▽昼休み△






　俺は教室を飛び出して、校舎端はしのロザリーの研究室に帰ってきた。

「ロォォザァァリィィ！」

「わっ！　どうしたんだカイト？」

「うおおおおん！」

　驚おどろくロザリーに抱だきついて、俺はむせび泣く。

「生身の女の子舐なめてましたぁ！」

「んー？　どゆこと？」

「あんなにイメトレしたのに……俺は！　生身の女の子に！　話しかけることが！　できませんでした！」

　我ながら不ふ甲斐がいなさすぎてビックリする。

　前世で非モテだった弊へい害がいがこんなところで！

「向こうから話しかけてくれたのに！　しかもやさしかったのに……俺の方がキョドっちゃって、もう何がなんだか」

　こんな体ていたらくでは、到とう底てい女の子と仲よくなるなんて……ましてやオッパイを吸わせてもらうなど夢物語だ。

「よしよし。そんな落ち込まなくていいんだよ」

　おいおいと泣く俺の頭をロザリーがそっと抱き寄せ、慰なぐさめてくれた。

「でも、こんな調子じゃ、いつまで経たっても吸精相手なんて……」

「まだ初日じゃないか。というか、初対面でいきなり男の子にオッパイ吸わせる女の子なんていないだろ」

　俺の目の前にいる。

　思わずツッコミそうになったが、野や暮ぼなのでやめておいた。

「とにかくそんなに慌あわてる必要はないから」

「……分かった」

　ロザリーがそう言ってくれるなら、まだ頑がん張ばれる気がする。

　どうしたらいいかは分からないけど……。

「う～ん、まだ落ち込んでる？」

「……ちょっと」

「それじゃ元気づけに、私のオッパイ吸う？」

「吸う！」

　ハッ！　反射的に頷うなずいてしまった。

　そんな俺を見てロザリーはクスクスと笑う。

「うん。カイトは悩なやんでるより元気な方がいいね」

「あ～～～」

　俺はちょっと恥はずかしくなって頰ほおを搔かく。

　本当に悩みが一瞬で吹ふき飛んでしまった。

　我ながら現金すぎる。

　けど実際、少し前のめりになり過ぎて、その所為せいで悩んでしまっていた気がする。

　ロザリーの言う通り、もう少し肩かたの力を抜ぬいていこう。

「で、昼休みあと半分くらいだけど、ホントに吸ってく？」

「吸ってきます」

「カイトの午後の授業は確か郊こう外がい演習だったっけ。なら、魔ま力りよく補給も兼かねてたっぷり吸っていいからね」

　わーい。

　俺がバンザイすると、ロザリーは笑顔で上着の前を開けた。

　そこからこぼれ落ちたオッパイがプルンッと揺ゆれる。

　彼女のオッパイは、やはりハリも大きさも柔やわらかさも最高だ。

　まさに神乳。

　何度見ても拝みたくなる神こう々ごうしさだ。

「はい、どうぞ」

　ロザリーは両りよう腕うでを広げて受け容いれ体勢。

　俺は早さつ速そく彼女のオッパイに飛び込もうとして──




　──バサバサッと研究室の扉とびらの方で物音がした。




　あっ、扉開けっ放しだった。

「……！」

　俺が振り返ると、ひとりの少女と目が合った。

　足元には落ちたプリント。

　どうやらロザリーに届けに来て、室内を覗のぞいてしまったようだ。

　改めて現状をおさらい。

　俺、ロザリーに抱きついてる。

　ロザリー、オッパイ丸出し。

　問い、さてこの状じよう況きようがあの娘こにはどう見えているでしょうか？

　答え。

「ひゃあ……」

　悲鳴ちっちゃ！

　でも顔真っ赤！

「へ、変態」

「誤解だあああああ！」

　俺は逃にげようとした少女を慌てて追いかける。

　が、彼女に近づいたところで剣けんを突きつけられた。

　って、剣!?

「……」

　わーお、スゴい警けい戒かいした目で睨にらまれてる。

　相変わらず顔トマトみたいだけど。

　いや、誤解されたままなら当然か。

　ていうか、この娘こもたぶん学園の生徒だよな？

　だったら何で剣？

　この娘こも魔導師なんじゃないの？

「あー、確か一年生のイヴ、だったよね？」

　その時、服の前を閉じたロザリーがやってきて、少女──イヴに声をかける。

「とりあえず、その魔導剣を下ろして。本当に誤解だから、今から説明するよ」

「……はい」

　イヴは言われた通り剣を鞘さやに納めた。

　へぇー魔導剣か。

　魔導師でも剣を使うのだろうか？

　なんかカッコいい。

　興味をそそられたが、今は訊きけるタイミングじゃなかった。

「まあ、そこにかけなさい」

「はい。ロザリー先生」

「じゃあ話すけど……」

　ロザリーは俺との関係や吸精についてイヴに説明した。

「はあ……オッパイを吸って魔力を吸収、ですか？」

「そうそう、その通り。魔人のカイトが生きるには必要な行為なんだ」

「……」

「納なつ得とくしてくれた？」

「……分かりました」

　イヴは半信半疑そうだったが納得して出て行った。

「あれ、納得したのか？」

「イヴは頭のいい生徒だし、分かってはくれたと思うよ」

「出て行く時なんかジトーッて目で俺のこと睨んでったけど？」

「彼女、無表情だからねぇ。ちょっと感情表現が苦手なタイプなんだ」

「ふーん」

　言われてみれば確かに顔は赤かったけど無表情だった気がする。

　それに改めて思い返すと彼女カワイかった。

「あっ、もう昼休み終わっちゃうよ」

「うわっ、ヤッベ！」

「吸精する時間あるかな？」

「それは遅ち刻こくしたとしてもする！」





▽『霧きりの谷』の郊外演習△






　午後の授業には遅刻しかけたが、何とか間に合った。

　ただせっかくの吸精が忙せわしなくなってしまったのが残念無念。

　ロザリーにもオッパイにも申し訳ない。

　就しゆう寝しん前の吸精タイムにはタップリと埋うめ合わせしよう。

　さて……。

　ロザリーとも話していた通り、午後の授業は郊外演習だ。

　その授業を受ける生徒たちは都市を囲う壁かべの門を抜け、魔法道具でとある霧深い谷へと移動した。

　谷底は霧が深くて見えないが、かなり深そうだ。

　谷への入り口手前で生徒たちを集めた講師の先生は、その場で郊外演習の説明を始める。

「今日の課題はこの『霧の谷』の谷底まで下りて、この薄うす霧ぎりの花を取ってくることです」

　そう言って先生は実際に薄霧の花を見せてくれる。

　摘つんできたばかりと思おぼしき白い花は花弁が薄うすく透すけて、確かに薄霧のようだ。

　薄霧の花はレア度は低いが魔法薬の材料になるらしい。

「これは皆みなさんが魔導連盟ギルドに所属した時、ギルドが発行する初級の採集クエストを想定した実戦訓練です。谷にはヨトゥン級の巨神も出しゆつ没ぼつしますので心して懸かかるように」

　おおぅ、いきなり巨神と戦う授業か！

　中ちゆう途と入学ということもあって、何段階か飛ばした授業ばっかりだ。

　いや、だけど怯おびえていてもしょうがない。

　それに今朝のことで分かったが、俺に小こ粋いきなトークは無理ッ！

　だったらこういう場面でカッコいいところを女の子たちに見せるしかない。

　魔導師に求められるのが強さであるならいいアピールになるはずだ。

　よぉーし！　こうなったら一番を目指すぞ！

「……！」

　授業に対して意気込んでいた俺は、ふと周囲の生徒の中からイヴの姿を見つけた。

　あの娘こも同じ授業取ってたのか。

「……！」

　そこであちらも俺に気づき、バッと目を逸そらされた。

　少し見える横顔の頰がまた朱あかくなっている。

　うーん、第一印象が悪すぎたか。

　あれでは彼女にアピールするのは無理そうだ。

　まあしかし、とりあえずまずは一番にならなければ！

「ではスタートしてください」

「えっ？」

　先生の合図で生徒たちは一いつ斉せいにスタートしてしまう。

「ええぇーちょっ、待った待った！」

　この学園の先生って合図に躊ちゆう躇ちよなさすぎない!?

「くっ！　フィジカルアップ！」

　ともかく俺も自分に肉体強化の魔法をかけてスタートする。

　おおっ、速い速い！

　この前はゴーレムから距きよ離りを取るためだけに使ったけど、全力で走るとこんなに速いのか！

　心肺機能も上がっているから息切れもしない。

　ビュンビュン加速していける。

　俺の体じゃないみたいだ。

　自動車より速いかも。

「よしっ！」

　これならすぐに追いつけそうだ。

『霧の谷』の入り口は比ひ較かく的緩ゆるやかな坂から始まるが、進むにつれて段々と傾けい斜しやがキツくなっていく。

　先生も途中で崖がけもあると言っていたし、これから道も狭せまくなりそうだ。

　と、そうこうしている内に先に行った生徒たちの背中が見えてきた。

　この調子ならあっという間に追い越こせそうだ。

「わっ、何あれ！」

「あれって例の男の子でしょ？」

「はやーい！」

　俺が追い抜ぬいた少女たちの口から感かん嘆たんの声が上がった。

　入学試験の時もそうだが、こんな風に注目されると照れる。

　俺は恥はずかしさを振ふり払はらうように、さらに先を急いだ。

　進むにつれて、徐じよ々じよに霧が濃こくなっていく。

　少しずつ道みち幅はばが狭くなり、視界も悪くなってきた。

　結構な数の生徒を追い抜いたところで、先頭集団と思しき一群を発見する。

　その彼女たちは今まさに戦闘中だった。

「あれが……巨神!?」

　話は散々聞いてたけど……デケェ!?

　ここから見える巨神はどうやら狼おおかみ型のようだ。

　それならロザリーの個人授業で種族名と特とく徴ちようを習っている。

　ヨトゥン級狼型巨神フェンリル。

　体長は約３メートル。

　骨と牙きばと爪つめが神鉄でできている。

　鎧よろいのような外骨格がない分、動きは敏びん捷しよう。

　また体毛にもわずかに神鉄が含ふくまれ、ただの剣で斬きっても傷ひとつつかないらしい。

　数字と文字だけではピンと来なかったが、こうして見ると動物園の象と同じくらいの大きさだ。

　そういう意味では、まだ見覚えのあるサイズと言えなくもない。

　だが象が狼の獰どう猛もうさと俊しゆん敏びんさを兼かね備え、鋼鉄よりも硬かたい爪と牙で襲おそいかかってくるなんて、もはや悪夢以外の何物でもない。

　正直、こうして遠目に眺ながめるだけでも恐おそろしい迫はく力りよくだ。




「撃うて撃て！」

「右に回り込めー！」

「ちょっとそこサボんないで！」




　一方、魔導師の少女たちは散開してフェンリルに立ち向かっていた。

　補助魔法や空飛ぶ杖つえで素す早ばやく移動し、相手に的を絞しぼらせずに攻こう撃げきを加えている。

　彼女たちが放つ魔法はフェンリルの肉を爆はぜさせ、牙を折り、着実にダメージを与あたえていく。

　その包囲陣じん形けいは堂に入いっていて「スゴい」のひと言だった。

「あれがパーティーって奴やつか……」

　パーティーというのは、最小３人から組めるチームのことだ。

　座学は別として、こうした実技などでは基本パーティー単位で同じ授業を取り、一いつ緒しよに試験やクエストなどを受けるのが普ふ通つうらしい。

　ていうか、たぶん俺以外のみんなはそうしている。

「……」

　まあ、誰だれかとパーティーを組む時間がなかったから仕方がない。

　それに今日の授業の目的は採集だ。

　巨神と戦うのはまた今度。

　立ち止まっていた俺は再び走り出す。

　途中でまた巨神と戦うパーティーを数度見かけたが、特に加勢に入る必要もなさそうだったので俺は谷底へと進んだ。

「おっ」

　余計な戦闘を挟はさまなかったお陰かげか、気がつけば前に誰もいなくなっていた。

　もしかしたら俺が今トップかもしれない。

　高校の授業のマラソンとかでいつも遅おそかったので軽く感動。

「つーかもうかなり霧で前が見えなくなってきたな」

　谷を半分は下りただろうか。

　俺は完全に霧に吞のまれ、空も霞かすんでよく見えない。

　なんてよそ見してたら──突とつ然ぜん目の前に崖が現れた。

「うわっと!?」

　俺は急ブレーキをかけ、ガガガガッと石を蹴けっ飛とばして崖ギリギリで停止した。

　なんとか止まれた俺はホッとしてから、谷底を覗のぞき込んでみる。

「……ひぇ～」

　霧で底が見えない。

　だがかなり深いのを肌はだで感じる。

　試ためしにその辺の石ころを落としてみる。

　………………うわ、音が返ってこない。

「落ちたらヤバかったなこれ……」

　それともフィジカルアップを何重かにかければ大だい丈じよう夫ぶだろうか？

　まあ、今試す必要はないな。

　そんなことより先を急──




　──その時、霧きりの向こうからフェンリルが突然飛びかかってきた。




　奇き襲しゆう!?

　咄とつ嗟さに反応できない。

　悲鳴を上げる間もない。

　ただ牙の並んだ口がやっぱりデカいと思うのがやっとだ。

　このままやられる、と思った時──




　──霧の中から現れた少女が、横合いからフェンリルの首を斬り飛ばした。




「アォッ……！」

　最後に小さな声を上げ、巨きよ大だいな狼の頭は谷底へ落ちていった。

「……ッ!?」

　いきなりいろんなことが起きて頭が追っつかない。

　固まる俺の前で、頭を失った巨体が地面に倒たおれる。

　その横では少女が銀色の風を纏まとった魔ま導どう剣けんを鞘さやに納めていた。

　風魔導師……いや、魔導剣士か。

　フェンリルの体毛は普通の剣をはじく強度……おそらく魔法で風の刃やいばを生み出し、切れ味を増していたのだろう。

「あ、ありがとう助かった！」

　俺は命を救ってくれた少女にお礼を言う。

　その声に、彼女も振り向いた──が。

「「あ」」

　お互たがいの顔を見て、声がハモった。

　俺を助けてくれたのはあのイヴだったのだ。

　見た限り、彼女も俺と同じくひとりでここまで来たようだ。

　俺のは単なるぼっちだが、彼女の場合は相当な実力者なのだろう。

　それはさっきの剣捌さばきを見れば嫌いやでも分かる。

　孤こ高こうの美少女魔導剣士。

　スゴくいいな。

　いいんだけど……。

「……」

　やっぱり睨にらまれている気がする。

　い、いや待て！　ロザリーの言っていたことを思い出せ。

　彼女は単に感情表現が苦手なのだ。

「……ぅ」

　よく見ると、無表情だけど何か困った顔してないか？

　妙みようにモジモジしてるし。

「あ、あのさ」

　俺は試しに声をかけてみる。

　と。

「……！」

　イヴの顔が急に真っ赤になって、一歩後あと退じさりする。

　あ、あれ？

　これってもしかして……怖こわがられてる？

　うーん、でも助けてもらったのに、このまま別れるのもモヤモヤする。

「えっと、さっきは助けてくれてありがとう」

　とりあえず、俺は改めてお礼を言う。

「あの風の剣カッコよかった。スゴい魔法が使えるんだな」

　これは素す直なおな感想だ。

　俺も男の子なので剣ってのは憧あこがれの武器だ。

　なんか主人公の武器って感じがする。

　しかも魔法の剣とか……最高！

「えっ……あ、ありがとう」

　急に褒ほめられたからか、イヴは素直に返事をしてくれた。

　あと何気に女の子との初会話成功！

　今朝の失敗もあったので、これも地味に嬉うれしい。

　それに案外イヴって怖くない？

　なんか声もやさしい感じだし。

　もうちょっと話しかけてみようか。

「いや、ホントカッコいいって。俺も使ってみたいなぁ。よかったら、ちょっとその剣とかも見せてもらっても……」

「ひゃあ……」

「ドワア!?」

　掠かすった！　刃が掠った！

「な、何すんだよ!?」

「ちっ近寄っちゃダメ……」

　先さき程ほどの態度から一転、イヴは剣先を俺に向けてさらに後退する。

「何で!?」

「だ、だって私にエッ、エッチなことするつもりでしょう……ロザリー先生みたいに」

「しないしない！」

「ウソ。エッチじゃない人は、あんなところで女の人の胸なんて吸わない」

「……」

　ぐぅの音ねも出なかった。

　ていうか、イヴと仲よくなりたいのも、最終的には彼女のオッパイを吸いたいからだ。

　なので、エッチ目的というのもあながち間ま違ちがってない。

　こんなことに今まで全然気づいてなかった。

　自分のアホさにビックリだ。

　それはそうと、この状じよう況きようはどうにかしないと。

「今は何もしないから、落ち着いてくれ」

「……つまりあとで何かするつもり？」

「ええっとそれは……うーん、いや、えっと」

　あくまで吸うのは仲よくなれたらだけど。

　だが仲よくなったあとで吸いたいのは本当だし。

　ヤベェ、どう説明しても地じ雷らい踏ふむ気がする。

「と、とにかく近づいちゃダメ……」

　イヴは剣先を振ふり回しながら後退する。

　相変わらず声は小さいが顔は真っ赤だ。

　エッチなことに対する耐たい性せいが全然ないようだ。

「いや、だから落ち着いて」

　俺もどう対処すればいいのか全然分からない。

「……って、イヴ後ろ！」

「へ？」

　後ろに退さがり続けていたイヴはいつの間にか崖がけ際ぎわにいた。

「くっ！」

　俺は咄嗟に手を伸のばすが──届かない。

「キャァァァ……！」

「イヴー！」

　そのままイヴは崖の下へ、真っ逆さまに落ちていった。





▽崖の下のイヴ△






「……痛っ」

　目を覚ました私が最初に感じたのは、全身の鈍どん痛つうだった。

「……」

　起き上がって、自分の体を確かく認にんする。

　全身に小さな裂れつ傷しようと打だ撲ぼく、それに右足首の捻ねん挫ざ。

　特に捻挫がかなりヒドい……しばらく立てないかも。

　だけど、あの高さから落ちてこの軽傷で済んだのは奇き跡せきだ。

　いくら魔法で風のクッションを作ったとはいえ……。

「……！　剣!?」

　肝かん心じんな物がないことに気づき、私は狼狽うろたえて周囲を見み渡わたす。

　しかし霧に阻はばまれ、捜さがし物はまるで見つからなかった。

「どうしよう……」

　生来の魔力量に乏とぼしくて精せい霊れいとの相あい性しようもそこそこな私には、足りない才能を魔導剣のブースト機能で補うことが必ひつ須すだ。でないとまともな魔法が使えない。

　魔法が使えなければ巨神はたおせない。

　この足では逃にげることもできない。

　もし今巨神に襲おそわれたら……。

　最悪の結末が頭をよぎる。

「……ッ！」

　背筋がゾワリとして、私は自分の肩かたを抱だいた。

　こんなところで……。

　こんなところで死にたくない。

　私は、もっともっと強い魔導師になりたい。

　そのために今日まで必死に勉強して、魔導学園にも入ったのに。

　何でこんなことに……。




「グウゥゥ……」




　あのフェンリルの唸うなり声が近くで聞こえた。




「グウゥゥ……」

「グウゥゥ……」

「グウゥゥ……」




　しかもたくさん。

「……剣っ剣」

　私は必死に手て探さぐりで剣を捜す。

　剣さえあれば、まだ何とかなる。

　姉さんが死んでから、ずっと頑がん張ばってきたんだ。

　けど、霧きりが濃こくて全然剣けんが見つからない。

「グオォウ！」

「！」

　その時、一匹ぴきのフェンリルがこちらへ飛びかかってきた。

「あぐっ!?」

　私は逃げようとするが、痛めた足で咄とつ嗟さに動けない。

　そこをフェンリルに捕つかまえられた。

「カハッ……！」

　巨きよ大だいな前まえ肢あしが私を押さえつけてくる。

　骨と肉がミシミシと悲鳴を上げた。

「グオゥ！」

　縄なわ張ばりを荒あらされた怒いかりなのか、フェンリルは激しく私に向かって吼ほえた。

　ズラリと並んだ牙きばが目の前に迫せまり、恐きよう怖ふが加速する。

「……エアカッター！」

　エアカッターは風の刃やいばを生む魔ま法ほうだ。

　初歩の初歩の風魔法だけど、魔導剣のない私では小さなナイフほどの刃しか作れない。

「……っ！」

　私はその刃でフェンリルの目を攻こう撃げきした。

「ギャオオゥ!?」

　フェンリルの前肢が私から離はなれる。

「……ゲホッ、ケホッ！」

　胸を圧あつ迫ぱくされていた分、肺が酸素を求めてノドが詰つまる。

　涙なみだも浮うかび視界が歪ゆがむけれど、ジッとしている場合じゃない。

　あんな風ふう刃じんでは眼球にちょっと傷をつけただけだ。

　たぶん失明すらさせていない。

　それどころか、あと数十秒もすれば怒り狂くるったフェンリルが反撃してくるだろう。

　今度こそ群れで襲われて、食い散らかされる。

「……っ」

　凄せい惨さんな未来に怯おびえて逃げようとするけれど、足が痛くて歩くのも辛つらい。

　逃げ切れない現実が段々と心を侵おかしてくる。

　死にたくない。

　死にたくない。

　私は……私は、死ねないのに……！

　姉さんの仇である『あの巨神』をたおすまで……！

　私以外に、それをやる人がいないから。

　そのためにずっと独りで、必死にここまで……。

　誰だれの助けも借りずにここまで来たのに。

「グオオオオオオオオオオ!!」

　怒り狂ったフェンリルの雄お叫たけびが一際大きく聞こえる。

　気がつけば私は崖がい壁へきにまで追い詰められていた。

「はぁ、はぁ」

　私はもう歩けなくて、崖壁にもたれるように座り込む。

　顔を上げた私の視界に、こちらへ飛びかかってくるフェンリルの姿が映る。

　同時に、自分が食われる未来も見えてしまった……。

　ここまでずっと独りで頑張ってきた……。

　けど……。

　こんな風に命を落とすくらいなら。

　誰かを頼たよっても……よかったかもしれない。

　私は訪おとずれる痛みを予感して、ギュッと目を閉じて──




　──直後に、彼が降ってきた。




「ギャアアアアアアア！」

　スッゴい悲鳴とともに、彼──カイトがフェンリルの頭を踏ふみ潰つぶしながら着地した。

　地面がヒビ割れるほどの衝しよう撃げきが大地を揺ゆらし、仲間を一匹やられたフェンリルの群れも警けい戒かいして後退し霧に隠かくれる。

「イイイヴ！　ぶぶ無事か!?」

　一方、カイトはこちらを振り返って私の安否を尋たずねた。

　その顔色は真っ青で、歯の根もガタガタと合っていない。

「あ……うん」

「よかったああああ！」

　呆あつ気けに取られた返事を私がすると、カイトは大きく胸を撫なで下ろす。

　その手もやっぱり震ふるえていた。

　彼がどうやってこの崖を飛び降りたのかは分からない。

　けどそれは彼にとっても、とても怖こわくて、勇気のいることだったのは、その震えが証明していた。

　そこまでして、何のために。

　まさか私を……助けるために？

「……っ！」

　そう気づいた瞬しゆん間かん、私の胸の奥で何かがドクンと高鳴った。





▽学園最初の吸精相手△






　あああああよかったあああイヴが無事でぇぇええ。

　崖から落ちた時は本当に心臓が止まるかと思ったけど、見たところ大きなケガもないようだ。

　たぶん魔法か何かで助かったんだろう。

　本当に優ゆう秀しゆうな魔導師なんだな、イヴって。

「気をつけて！　周りにあのフェンリルの群れがいる！」

「うえぇ!?　この一匹だけじゃないの!?」

　安あん堵どしていた俺は、イヴの警告で再び身構える。

　フィジカルアップ多重掛がけで紐ひもなしバンジーに成功したばっかりなのに、一難去ってまた一難かよ！

「クッソ……来るなら来やがれぇ！」

　ヤケクソになって叫さけんで拳こぶしを握にぎる。

　だが……。

「……うっ」

　霧で何にも見えない。

「これヤッバ……！」

　俺が思わず口にすると同時に、横合いからフェンリルが飛びかかってくる。

　やっぱ牙デケェ！

　……でもなぁ！

「こっちも紐なしバンジーで脳みそのネジ外れてんだよぉッ！」

　もうさっきみたいにビビッて動けないなんてことはない！

「うおお！」

　俺はただ全力で、固めた拳を振ふり抜ぬいた。

　イメージ通りのアッパーカットがフェンリルのアゴに決まる。

　ピンボールみたいに跳はね上がるフェンリルの巨頭。

　持ち上がった頭によって、晒さらされた腹。

「うらあ！」

　そこに思いっきり蹴けりを入れる。

　霧の向こうへ吹ふっ飛とんでいくフェンリル。

「ふぅぅー……」

　ブルブルと脳が震える。

　感じるのは少しの罪悪感と興奮。

　物以外を殴なぐるのなんて初めてだった。

　硬かたい感かん触しよくが拳に残ってる。

　だけど、骨は無事だ。

　多重掛けしたフィジカルアップが効いてる。

　とりあえず戦うことはできる。

「グオワウ！」

「グオウッグオウッ！」

　見えない霧の中で、フェンリルたちが吼えている。

　仲間同士で連れん携けいを取ろうとしているのかもしれない。

　狼おおかみの狩かりはテレビとかで見たことがある。

　奴やつらは群れで四方八方から攻せめ、敵を弱らせてからたおすのだ。

「グオオゥッ！」

「うっわ！」

　唐とう突とつに現れたフェンリルをまた殴り飛ばす。

　だが殴っても蹴っても、次から次へと奴らは来る。

「……ッ」

　そこで一度慎しん重ちようになったのかフェンリルからの襲しゆう撃げきが止やむが、このままではキリがない。

　撃退はできるが、決め手に欠けている。

　肉体強化より強力な魔法を使わなければ、巨神はたおせない。

「……何で、そんな戦い方をしてるの？」

　その時、後ろで座り込んでいたイヴが話しかけてきた。

「あなたは入学試験でレイナ先生のゴーレムを一撃でたおしたって聞いてる。何でその魔法を使わないの？」

「いやー何と言いますか……」

　俺は頰ほおの汗あせを拭ぬぐいながらその質問に答える。

「グラビティを使うには残りの魔力が足りないんだ」

　フィジカルアップの多重掛けに魔力を使いすぎた。

　崖がけから飛び降りるのにビビりすぎたか……。

　いや、何重掛けすれば無事に着地できるか分からなかったし。

　過ぎたことを悔くいても仕方ないが、グラビティ一発分くらいは魔力を残しておくべきだった。

　あの魔法はその気になれば広こう範はん囲いを巻き込める。

　グラビティさえ使えたらこんな霧きりも関係ないのに。

「……魔力さえあればいいのね」

「？」

　イヴの意味深な言葉に、俺はつい振り返る。

　彼女の顔は今まで以上に真っ赤っかになっていた。

「カ……カイトが私の胸を吸……吸精すれば、魔力の補ほ充じゆうができるンでしょう？」

　羞しゆう恥ちで死にそうな表情を浮かべながら彼女は俺にそう言った。





▽イヴの吸精△






　私の言葉に驚おどろいたように、カイトは目をまん丸にしていた。

「い、いいのかホントに？　その……吸っても？」

「緊きん急きゆう事態だから……それに」

「それに？」

　それに……何だろう？

「いいから、奴らが警戒している内に早くこっち」

「お、おう！」

　私が少し強めに言うと、カイトは慌あわててこっちに駆かけ寄ってきて目の前に屈かがんだ。

「……」

　何で私は突とつ然ぜんこんな提案をしたんだろうか？

　もちろん緊急事態というのもあるけど、普ふ段だんの私ならこんなこと口が裂さけても言えなかった気がする。

　なら、何でカイトには……。

　答えが纏まとまらない。

「……脱ぬぐの手伝うか？」

「ちょっと……待って……」

　頭が混乱している所為せいか、制服のブラウスを脱ぐのに手間取ってしまう。

「あ！」

　半分くらいボタンをはずしたところで、急にカイトが声を上げた。

「何？」

「や、実は吸精の前に契けい約やくが必要なんだ」

「契約？」

「聖母リリスの契約っていって、俺が吸精するにはイヴの同意が必要で」

　カイトがウソをついている様子はなかった。

　確かにこの手の行為には契約が必ひつ須すなことも多いのでおかしな話でもない。

「契約ってどんなもの？」

　念のため確かく認にんする。

　すると、彼はちょっと言いづらそうに話し始めた。

「えっと、契約してもらうとイヴのお腹なかに聖母リリスの紋もん章しようが浮うかんで……それから吸精の時にスゴく体がエッチな気分になる」

　え？

　エッチな気分に？

「何で？」

「それはその、女の子が興奮してる方が魔力吸収の効率がよくなるらしくて……」

　これもウソではなさそうだった。

　え、でもエッチに……私がエッチになるの？

　何それ、すごく恥はずかしい……。

　でも。

「イヴは俺の聖母リリスになってくれるか？」

「……うん、分かった」

　私は小さく、こくりと頷うなずいた。

　たぶんこれも普段なら絶対に頷かなかった。

　今も頰がとても赤くなっているのが自分でも分かる。だって、やっぱり恥ずかしい。

　なのに……どうして？

　戸と惑まどう私の体に変化が現れる。

　お腹が熱くなり、淡あわく輝かがやく紋章が浮かんだ。

　これが、聖母リリスの紋章？

「！」

　突然、体中がビクビクビクゥッと粟あわ立だつ。

　契約をすると、吸精の時に体がとてもエッチになる。

　カイトに説明されたことを思い出し、私は思わず自分の口くち許もとを押さえる。

　声、出ちゃいそう。

「イヴ？」

「大だい丈じよう夫ぶ……」

　私は心配をかけないようにそう言って、ブラウスの残りのボタンをはずす。

　下着も脱がなきゃと思ったけど……そこで彼の視線が気になった。

「あの……目を瞑つぶってもらっていい？」

「え？」

「……恥ずかしいから」

「ああ！」

　カイトは言われて気づいたように目を閉じた。

「……」

　目を閉じているとはいえ、男の子の前で下着を脱ぐ。

　その行為に背徳感に似た羞恥を感じ、胸の先せん端たんが擦こすれた。

「んっ！」

　思いがけない甘い刺し激げきについ声が漏もれる。

　驚いて見下ろした自分のコンプレックスである小さな胸は、今は痛いくらい張り詰つめていて膨ふくらんだような錯さつ覚かくを覚え、先っぽは今にも弾はじけそうなほど尖とがりきっていた。

　早く、早くこの中身を噴ふき出して、彼に吸ってもらいたい。

　そんな風にオッパイが自己主張しているみたい。

　説明はされていたけど、ここまでとは思わなかった。

　自分の体じゃないみたい。

　そのことを少し怖こわいと感じたけど、同時に早く吸って欲しいと思った。

「……！」

　私は意を決してカイトの頭を抱だき寄せた。

　彼の鼻や唇くちびるが胸に当たって、また声が漏れそうになった。

　それに汗が……。

　私、すごく汗ばんでる。

　匂においを嗅かがれるかもしれないと思うと、また背筋がゾクゾクッとした。

「だ、大丈夫？　硬かたくない？　私、オッパイ小さいから……」

　私は恥ずかしさを紛まぎらわそうと、変な自じ虐ぎやくを言ってしまう。

　すると、カイトは猛もう烈れつに反論してきた。

「何言ってるんだ！　イヴのオッパイはめっちゃ柔やわらかいぞ！　それに小さかろうが大きかろうがオッパイは皆みなサイコーなんだ！」

「えっ!?　で、でも胸が小さいと溜ためられる魔ま力りよくも少なくなるし、魔導師としては二流の証あかしで……」

「そんなの関係あるか！　オッパイに貴き賤せんナシ！　少なくとも俺は大好きだ！」

「あ、あぅ……！」

　変。カイトって、スゴく変。

　小さな胸を褒ほめる魔導師なんて普ふ通つうはいない。

　だから、こんなに褒められ、肯こう定ていされたのなんて生まれて初めてだ。

　なのに、何で……。

　何でこんなに胸の奥が……ドキドキするんだろう。

　と、そこでカイトが今度は言いづらそうに口を開く。

「あーところでさ、俺、目を瞑ってて見えないから、口を吸う所に誘ゆう導どうしてもらっていいか？」

「あっ！　う、うん！」

　言われてみたら当たり前だった。

　考えればすぐ分かることなのに……全然頭が働いてない。

　何で？　どうして？

　私らしくない。

　それともエッチな気持ちになると、女の子って皆こうなっちゃうの？

「ん……っ！」

　私は自身の変化に戸惑いながら、感かん触しよくを頼たよりに彼の唇を自分の胸の先端へと誘導した。

　やがて私の先っちょが彼の唇のすぼまりにピトッと収まった。

　ああ、ついに吸われる。吸われちゃう。

　そうなったらどうなるか分からないけれど、私はギュッと目を閉じて覚かく悟ごを決めた。

　が、そんな覚悟は直後に襲おそった衝しよう撃げきの前に一いつ瞬しゆんで霧む散さんさせられた。

「ヒッ!?　えっ!?　な、何これ!?」

　こんなの聞いてない！　こんなの聞いてない！　こんなになるなんて聞いてない！

　胸から迸ほとばしる得体の知れない感覚が、全身を浮き上がらせる。

　閉じていた瞼まぶたを思わず開いたけれど、視界にバチバチとスパークが弾けて、焦しよう点てんが合わない。

「ンッ！　ふぅ、うぅぅ……！」

　また変な声が漏れそうになるけど……これ以上、カイトに聞かれたらそれこそ恥ずかしさで死んでしまう。

「……ッ」

　私は唇を嚙かんでギュッと声を堪こらえる。

　性行為について軽い知識ならあるけれど、これはあくまで吸精行為。魔力の供給。彼に私の魔力を与あたえているだけ。

　こんな外でシながらはしたない声を上げたら、エッチな女の子ってカイトに思われちゃう……！

　それは、なぜかとても嫌いやだ。

　私はさらに唇を強く嚙んで我が慢まんする。

　すると、なんだか胸からの刺激も少し弱くなった気がする。

　お陰かげで声も抑えられるようになったけれど──今度はカイトが困ったような声を漏らした。

「変だな……魔力の『出』が悪くなったような？」

「え？」

「ごめん。ちょっと強く吸うな？」

「あ、うん」

　ダメとも言えず、私は反射的に頷く。

「ンッんん!?」

　さっきより強く吸われるけど、何とかまた耐たえる。

　大丈夫……まだ、まだ耐えられ……!?

「──ふあぁ!?」

　たぶん、それは偶ぐう然ぜんだった。

　カイトも魔力を強く吸おうとして、両手に力が入ったんだと思う。

　けど、彼がその時ちょうど摑つかんでいたのは──私のお尻しりだった。

「ひあっ!?　あっあああ!?」

　勝手に声が出ちゃう。

　こんなの、初体験だった。

　もう『気持ちいい』なんてものじゃない。これが『快感』とか『快楽』っていうものなんだって、私の体に強制的に刻み込まれている。

　そこが私の弱点とカイトも気づいたらしく──彼の両手がさらに私のお尻を揉もみしだく。

「ヒィ!?　そんな、お尻ばっかり!?　ダメぇ！」

「ごめんイヴ。でもこうしないと吸精が捗はかどらないんだ」

「……っ」

　そうだった。これは吸精行こう為い。カイトに魔力をあげないと、フェンリルにふたりとも殺されちゃうんだった。

　そんなことすっかり頭から抜ぬけていた。

　初体験の快感に、知らなかった自分の弱点を曝あばかれて、完全に頭が真っ白になっていた。

　でも思い出したからには、もう彼を止めることなんてできない。

　それに……彼にお尻をメチャクチャにされるの、本当は気持ちよすぎて、もっとシてって私の体が求めてる。

「分かった……もっと、全力でシていいから」

　それが一番早く終わらせられる近道だ。

「イヴ、本当に大丈夫か？」

「いいから……」

　カイトは今手を止めてくれているけど、彼の手の下で私のお尻がジンジンしてる。

　まるでそこに心臓があるみたいにドクンドクンと脈打って、快感の残ざん滓しがさざ波のように滞とどこおっていた。

　でも、もうさざ波じゃ満足できない。

「お願い」

　トドメを刺さして欲しかった。

「あと少しだから、頑がん張ばってくれ」

「……ッ！」

　私は覚悟を決めて、ギュッとカイトの頭に抱だきついた。

　けれどそんな覚悟は再び吹ふき飛ばされる。

「ふああアアアア!?」

　ウソ……ッ、さっきの、本当にまるで全力じゃなかったの!?
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　男の子の力ってこんなに強い……!?　お尻が変形しちゃう!!

「アッ、アグッ！　あ、ぅ、かふっ……！」

　喘あえぎすぎで呼吸困難。

　痙けい攣れんしまくる私の体をカイトが必死に押さえている。

「あっ……あぐぅ」

　頭はもう何にも考えられなくて、視界も涙なみだで霞かすんでいる。

　お尻と胸だけを残して、自分が何にもなくなってしまったようだ……押し寄せる快楽の波に翻ほん弄ろうされ、脳が思考を放ほう棄きしてる。

　こんなの教え込まれたら、二度と忘れられなくなっちゃう……!!

「アッアアアァー!!」

　ついに限界を迎むかえて、私は何かに達してしまった。

　これまでで最大級の痙攣で体がエビみたいに跳はねて、カイトのことまで突つき飛ばしてしまいそうになる。

「あ、あぅ……」

　最高到とう達たつ点に達してからは、徐じよ々じよに波が収まっていく。

　でもまだ体はピクピクとするばかりで、本当に自分の体ではなくなってしまったみたいだ。

「ごめんイヴ！　助かった！　あとはここで休んでてくれ！」

　ぐったりとする私を崖がい壁へきにもたれさせ、カイトは立ち上がる。

「グルルウルッ！」

「グオオオウッ！」

　ちょうどその時、フェンリルの群れが襲いかかってくる気配が近づいてくる。

　でも、カイトは慌あわてなかった。

「いくぜ！　グラビティ！」

　薄うつすらぼんやりとする視界の中で、彼が目の前の霧きりに向かって手を翳かざす。

　直後、不可視の力が上空から地上へ振ふり下ろされたみたいに、強大な力場が『霧の谷』に沈ちん殿でんする乳白色の霧ごと谷底にあるもの全すべてを押し潰つぶした。

　水すい槽そうに重石おもしを落としたみたいに霧は谷の縁ふちから逃にげていき、数メートル先も見えなかった谷底に陽ひが射さし込む。

　舞まい散った薄うす霧ぎりの花の花びらが陽光を反射し、いつもジメジメとした『霧の谷』とは思えないほど幻げん想そう的で美しい光景が広がった。

「……っ」

　まだ頭がボーッとしていたけど、私は崖壁に手をついてフラフラと立ち上がる。

　痛めた足を少し引きずりながら私はカイトの許もとへ歩いていく。

「カイト」

「あっ、イヴ！」

　カイトは近づく私に気づき、すぐにこちらへ走ってきて肩かたを貸してくれた。

「それで、フェンリルは全部たおせたの？」

「ああ、バッチリ！　イヴのお陰で助かった」

　カイトは笑え顔がおで頷うなずく。

　その屈くつ託たくのない笑い方に、張り詰つめていた私もようやくホッとすることができた。

「一日に二度も助けられちゃったな。ホント、イヴには感謝するしかないや」

「……！」

　その言い方に、私はちょっと驚おどろく。

　確かに一回目はそうかもしれないけど、谷底でピンチだった私を助けに来てくれたのはカイトだ。それも、崖がけから飛び降りるなんて無茶をして……。

「私こそ、カイトが助けてくれなかったら危なかった。ごめんなさい、さっきはいろいろ言って」

　私は崖の上での暴言を彼に謝る。

「いや、あれはまあ仕方ないというか。ていうか、結局エッチなことしちゃったし」

「～～～」

　その言葉で、私はさっきの吸精中の自分を思い出し、思わず制服のローブで顔を隠かくす。

　そういえば確かめる余よ裕ゆうなんてなかったけど、彼は吸精中ずっと目を瞑つぶっていてくれただろうか？

　もし、彼にあの時の私の顔を見られてたら……もう羞しゆう恥ち心しんで死にそうになる。

　だってゼッタイに男の子の前でしちゃいけない顔してた。

「……カイトのエッチ」

　私はつい恨うらめしげにそう呟つぶやくと、彼は大おお慌あわてで謝り始めた。








第四章










▽忍しのび寄る影かげ△






　いろいろあった郊こう外がい演習も無事終わり、その日の授業を終えた俺はロザリーの研究室に帰ってきた。

「ロザリー！　俺、女の子から吸精できた！」

「おお！　やったじゃないか！」

　俺の報告を聞いて、ロザリーは手放しで褒ほめてくれる。

「カイトはやれる子だって、私には分かってたよ」

「ありがとう、ロザリー！」

「それで？　誰だれと吸精したんだい？」

「実は、あのイヴって娘こからなんだ」

「へぇー、それは意外だね」

　昼間の一件もあって、ロザリーも相手がイヴというのは予想外だったようだ。

「でも初日から吸精成功なんて大成果だよ！　よくやったね！」

「へへへ」

　満足げなロザリーの笑顔を見ると、俺も嬉うれしくなる。

　頑張った甲斐かいがあった。

「ちなみに、イヴはハーレムに入ってくれるの？」

「……あ」

　その話をするの忘れてた。

　いやまあ、状じよう況きようが状況だったから、どの道ハーレムに入るよう口説ける空気じゃなかったけど。

「スマン。すっかり忘れてた」

「あらら」

　俺のドジに、ロザリーはちょっと肩を竦すくめる。

「まっいいさ！　今日は疲つかれただろう？　食堂へ行こう」

「ああ！　夕飯は何食べようかな？」

「学園の食堂は美味おいしいから迷うよね」




　そんな感じで俺の入学初日は終わり、気がつけば一週間が経たった。




　その日の朝。

「そういえばカイトって、あれからイヴと会った？」

　今朝も学園の食堂で一いつ緒しよに朝食を摂とっていると、ロザリーがサラダを食べながら尋たずねてきた。

「ん？　たまに同じ授業だった時に話すけど、どうして？」

　俺はパンを齧かじりつつ問い返す。

「いや、最近イヴの魔ま法ほう力が上がったって他の先生から聞いてさ」

「へぇー、そうなんだ」

「元々優ゆう秀しゆうで勤勉な生徒だったけど、ここ最近の『伸のび』には目を瞠みはるものがあるって」

「そりゃスゴいな」

「特に魔力伝達率と魔力量が上がったみたい」

「そうなの？」

「うん」

「そっか。イヴも頑がん張ばってるんだなぁ」

「そうだね。でも、それだけじゃないかも」

「それだけじゃないかもって？」

「カイトに吸精されたのが原因かもってこと」

　ロザリーはそう言って俺を指差す。

「吸精は一時的にだけど相手の体を魔力切れ近くまで追い込む。その反動で彼女の魔力生成器官や魔力伝達神経が超ちよう回復を起こして、結果的に魔法力が上がったのかも」

「へぇー」

　超回復っていうと、傷ついた筋肉が治る時に前より肥大化するって奴やつか。前に何かの漫まん画がで読んだ気がする。

「それって、何か副作用とかあるのか？」

「いや？　人体の治ち癒ゆ機能が正常に働いた結果だし、あえて言うなら魔力が増えたことが吸精の副作用って言えるかな」

「なるほど」

　俺が納なつ得とくすると、ロザリーは微笑ほほえんでコーヒーを飲む。

「あの娘イヴは生まれ持った魔力量が少なくて、それを補うために勉強を頑張っていたようだからね。魔力が増えて一気に才能が花開いたって感じかな」

「……そっか！」

　そう聞くと俺もなんだか嬉しくなってしまう。

　実は吸精で女の子から魔力を吸うばかりで、俺からは何のお返しもできないのがちょっと気になっていたのだ。

　ロザリーの話が本当なら、俺の気持ちも少しは軽くなる。







　そんなちょっと晴れやかな気分で今朝は学園に登校した。

「フーンフフーン……お？」

　鼻はな唄うたを歌っていると、ちょうど玄げん関かんでイヴを見かけた。

「よっ、イヴ！」

「カイト」

　俺が軽く手を上げると、イヴもこちらに気づいて立ち止まる。

「一昨日おとといぶりくらいか？　今日は何の授業に出るんだ？」

「このあとは巨神分類学」

「あっ、俺も同じだ」

「じゃあ、一緒に」

　自然な成り行きで、俺とイヴは並んで歩き始める。

　彼女とはだいぶ仲よくなれた気がする。

　少なくともこうして自然に話せる程度には。

　やっぱり同じ危機を一緒に乗り越こえたからだろうか。

　俺にとっては人生初の女友達だ。

　ロザリーは友達とはちょっと違ちがう関係だし。

　とはいえ……こんな風に普ふ通つうに話してるけど、俺ってイヴのオッパイ吸ったことがあるんだよな。

　それを思い出すと妙みように恥はずかしい。

　彼女も時々それを思い出しているみたいで、たまに俺の顔を見て赤くなる。

　ま、まあそれはそれとして、よい関係を築けているのは間違いない。うん！

「そういや最近成績が上がったんだって？」

「え？　う、うん」

「魔力が増えたってロザリーから聞いたけど？」

「うん……」

　俺が何気なく訊きくと、イヴはなぜかちょっと目線を下げて頰ほおを赤らめた。

　釣つられて俺も視線を下げると、彼女の胸が目に入る。

　……ん？

　あれ、イヴのオッパイが前より大きくなってる気が？

　制服を押し上げるふたつの膨ふくらみが以前よりも一回り大きい。

　魔力は魔導師の胸に溜たまる。

　つまり魔力が上がれば、必然的に胸も膨らむ……？

「……カイト、胸ばっかり見すぎ」

　俺の視線に気づいたイヴが両りよう腕うでで胸を庇かばうように隠す。

「えっ!?　あ、ごめん！」

「カイトのエッチ」

　そう言ったイヴの顔は、また赤くなっていた。

　なんか、そのちょっと怒おこった顔もカワイイから困る。

「ホントごめんって……」

　俺が頭を搔かいて謝っていると……。

「ねぇ、やっぱりあのふたりって……」

「だよねぇ……」

　ん？

　ふと俺は俺たちを見る少女たちのヒソヒソ声に気づいた。

「イヴちゃんの成績が上がったのって、あの男の子と仲よくなってからだよね？」

「うんうん。前はクールだったけど、今はよく笑ってて可愛かわいくなったよね」

「いや、それはおいといてさ。なんか魔力も増えたらしいじゃん？」

「らしいねー」

「胸がキツくなって制服新調したっぽいよ」

「えぇー羨うらやましいー」

「でもどうして急に魔法力が上がったんだろうね？」

「もしかして、カイト君が関係してるってこと？」

「そうなの？」

「そういえばあの男の子って、結構エッチだって噂うわさが……」

　少女たちが話していたのは俺たちの噂だった。

　てか、俺がスケベなのってそんな広まってたのね……事実ですけど！

「カイト、そっちじゃないよ？」

「えっ、ああ、間違えた！」

　聞き耳を立てるのに夢中で目的の教室を通り過ぎてしまった。

　俺は来た廊ろう下かを引き返して、イヴが待つ教室の入り口へと戻もどっていった。







　その日の放課後。

　俺はあることに気づいていた。

　……誰だれかに見られている。

　元々男というだけでめだっていたけど、今日の視線はやけにネットリしていたというか、妙にしつこかった。

　嫌いやってほどでもないんだけど、背中がムズムズするというか。

　なので、ちょっと人ひと気けのない廊下で待ち伏ぶせすることにした。

　俺はわざと人の来ない校舎の端はしへ行き、角を曲がったところで身を隠かくす。

　あとは相手が追ってくるのを待つだけ……と、来た！

「あ、あれぇ？」

　やってきた相手は学園の生徒だった。

　もちろん女の子で、俺を見失ってキョロキョロしている。

　俺は隠れていた物もの陰かげから出て彼女に近づき、軽くその肩かたを叩たたいた。

「あの」

「ヒャイイイ!?」

　強きよう烈れつな悲鳴にこっちも驚おどろく。

　その娘こは悲鳴を上げたまま逃にげようとして──派手に転んだ。

「ひゃうんっ！」

「……！」

　スカートが捲めくれてパンツが丸見え。

　清せい楚そなデザインのナイスパンチラ。

　じゃなくて、謝って助けなければ。

「驚かせてごめん。大だい丈じよう夫ぶか？」

　俺は転んだ少女に近づいて手を差し伸べた。

「ふ、ふえ」

　彼女は体を起こしながらこちらを振ふり返った。

「！」

　胸デカっ!?

　あまりにデカくて逆に驚く。

　制服の胸むな元もとをはち切れんばかりに押し上げる双ふた子ご山は、あのロザリーすらも軽く凌りよう駕がしていた。

　優ゆう秀しゆうな魔導師が集まるこの学園でも際きわ立だつ大きさだ。

「あ、ありがとうございます」

「いいえ……」

　こちらの手を借りて立ち上がった少女のお礼の言葉も耳を素す通どおり。

　まだ彼女のオッパインパクトに放心していた。

「あの……？」

「！」

　少女に声をかけられ、ようやく我に返る。

「えぇっと勘かん違ちがいだったら悪いんだけど、今日俺のことずっと見てたのってキミ？」

「……！　ご、ごめんなさい！」

　少女が頭を下げる。

　オッパイも揺ゆれる。

「あ、いや、怒ってるわけじゃなくて……その、名前は？」

「ソニア、です」

　少女──ソニアがビクビクしながら名乗る。

　オッパイも揺れる。

「それじゃあソニア……えぇっとぉ～」

　ぐぐぐ、目がどうしてもオッパイに吸い寄せられてしまう！

　だってちょっと動く度たびにプルプル揺れるし！

　前世だったら確実にセクハラ案件。

　あ、いや、異世界でもセクハラか？

　ええい！　魔ま性しようのオッパイに視線も頭も釘くぎ付づけで何も考えられねぇ！

「と、とにかく何か俺に用なら話聞くけど？」

「それは、そのー……」

　俺が強ごう引いんに話を切り出すと、ソニアは急にモジモジし始めた。

「ろ、廊下では話せないので、そこの空き教室に入りませんか？」

「ん？　いや、いいけど」

　廊下じゃ話せないこと？

　何だろうと思いつつ、俺はソニアと一いつ緒しよに空き教室に入る。

　当然だが空き教室には俺たち以外誰もいない。

「……」

　放課後。

　人気のない教室。

　初対面の美少女とふたりきり。

　おまけに彼女は俺に話があるらしい。

　心なしか頰も赤らめている。

　……えっ待って。何このシチュエーション。

　漫まん画がでもアニメでもギャルゲーでも、何ならちょっとムフフなゲームでも百回は見た。

　まさかここから愛の告白でもされるのか!?

　それともあるいはもっとエロい展開が!?

「そそそれで話って？」

　期待に声をつっかえさせながら俺は尋たずねた。

　って、いや流石さすがにそんな都合のいい話はないって分かってるけどさ！

　ついつい期待しちゃうんだよ男の子だから！

　本当にアホでスケベでスミマセン！

「その……実は……」

　ソニアはまだモジモジと手を摺すり合わせていた。

　そんな些さ細さいな仕草でもやっぱりオッパイが揺れている！

　そのプルプルを見ているだけで、彼女の話を永遠に待てそうだ。

　そうして俺がしばらく目の保養をしていると。

「お願いします、カイト君！」

　いきなりソニアが大きな声を出した。

　そして。




「私にもエッチなことしてください！」




　と、トンデモ夢みたいなことをお願いされた。

「うえぇぇ!?」

　あれ、これ俺の妄もう想そうか？　現実か？　どっちだ!?

　あまりにも自分の願望に忠実すぎるお願いをされ、逆に俺はこれが夢か現実か分からなくなる。

　試ためしに頰ほおをつねってみた。

「イテテテ」

　現実だった。

「あの……エッチなことしてって…………本気？」

　俺が恐おそる恐る確認すると、ソニアは真っ赤な顔で恥はずかしそうに頷うなずく。

「え？　えっと……何で？　それに私にもって？」

　まだ信じられなくて、俺は理由を尋ねる。

　理由も訊きかずに据すえ膳ぜんをいただける度胸がないだけだけどさ！

「実は、カイト君のことを噂で聞いて」

「噂？」

「最近イヴさんの魔ま法ほう力が上がったのはカイト君とエッチなことをしたからだって、一年生の間で噂になってるんです」

「マジで!?」

　そういえば今朝、そんな噂話を廊下で聞いた気がする。

　にしても噂広まるの早すぎだろ。

「てことは、ソニアがエッチなことして欲しいのは、自分の魔法力を上げたいからってこと？」

「……はい」

　返事をするソニアは俯いていたが、耳まで真っ赤なので物もの凄すごく恥ずかしがっているのが丸分かりだった。

「その、どうしてそんなに魔法力を上げたいんだ？」

　襟えり章しようを見る限り、ソニアもまだ一年生だ。

　そんなに慌あわてて力を求める必要もない時期な気がするが。

「……私、魔法が苦手で、授業でも失敗ばかりで、その所為せいで全然単位が取れなくて……素質だけはあるって人には言われるんですけど」

　ソニアは頰を紅潮させたまま事情を話し始める。

　彼女の豊満なオッパイを見れば素質があるのはすぐ分かる。

　だがいくら素質があっても、それを扱あつかえるとは限らない。

　彼女はそんな自分を変えたくて、俺の所に来たようだ。

「このままじゃ、私をこの学園に入れてくれたお父さんやお母さんに申し訳なくて……私、どうしても変わりたいんです。立派な魔導師になって、両親に恩返しがしたいんです」

「なるほど」

　プロの魔導師になれれば国から援えん助じよや報ほう奨しようがあると聞く。

　親孝行がしたいなんて、なんて立派な娘こなんだ……！

「そういうことなら分かった！　任せてくれ」

　ソニアの真しん剣けんな願いに心打たれた俺は、ふたつ返事で了りよう承しようする。

　実際に吸精に魔法力を高める効果があるのは実証済みだし、断る理由がない。

「……！　ありがとうございます！」

　ソニアは、今度は深々と頭を下げる。

　その弾はずみでまた揺れるオッパイ。

「……っ」

　イカンイカン。

　確かに目を奪うばわれる光景だけど、ソニアはこんなに真剣なんだ。

　だからエロ目的で吸精するのは禁止！

　健全第一！

　今から俺は紳しん士しだ！

「それじゃとりあえず、そっちの机に座ってくれ」

「はい」

　ソニアは言われた通り机に腰こしかける。

　すると彼女の大きな膨ふくらみが目線の高さにきて、俺はまた鼻の下を伸のばして凝ぎよう視ししそうになる。

「こ、こほん！　じゃ、じゃあ上脱ぬいでくれるか？」

「うえぇ!?」

　俺が咳せき払ばらいして言うと、ソニアはビックリして目を丸くした。

　あ、あれ？

　何か思ったより驚おどろかれた気が……。

「えっと、どうしたんだ？」

「あ、あのあの、脱がなきゃいけないんですか？」

「え？　そりゃまあ……」

　俺が頷うなずくと、ソニアは「あわわ」とテンパり始める。

　んん？　これってもしかして……。

「ソニア」

「は、はい！」

「念のため確かく認にんなんだけど、『エッチなこと』って何するか分かってる？」

「そそっそれはももちろん！」

　ソニアは慌てながら頷く。

「具体的には？」

「そ、その、て、手を繫つないだりとか……抱だきつくとか？」

「……」

「ま、まさかパンツとか見せなきゃなんですか!?」

「……」

　うん。

　想像よりピュアだった。

　きっとご両親に大切に育てられたんだろう。

「あ、あの、違ちがいましたか？」

「うーん」

　どうしよう。

　これ教えていいんだろうか？

　小学生に性教育するみたいで妙みような罪悪感が。

　でもほかに方法ないしなぁ……。

「ごめん。とりあえず聞いて欲しいんだけど、俺の能力は吸精っていって……」

　俺は吸精についてソニアに説明した。

「おおおオッパイをすすすす吸わせるんですか!?」

「う、うん」

「～～～」

　ソニアは頭が沸ふつ騰とうして湯気が上がったかのように紅潮する。

　彼女には刺し激げきが強すぎたようだ。

「どうする？　やっぱりやめておくか？」

　俺は改めてもう一度彼女の意思を尋ねる。

「い、いえ！」

　ソニアは首を横に振ふった。

「本当に大だい丈じよう夫ぶか？」

「その、はい……強くなりたいですし……ただ」

「ただ？」

「……」

　ソニアは真っ赤な顔で自分の口くち許もとを隠かくして俺を見つめる。

「い……痛くしないでくださいね？」

　ムラァ。

　何だ今の。

　謎なぞのエロスを感じた。

　思わず生なま唾つばを吞のみ込みそうになるというか……。

　い、いや！　今日の俺は紳士的に吸精するって誓ちかっただろうが。

　俺は何度か咳払いする。

「そ、それじゃあ改めて上着脱いでもらっていいか？」

「は、はいっ……！」

　ソニアは緊きん張ちようした面おも持もちで、上着のボタンをはずし始めた。

　いきなり不健全全開だけど、そうしなきゃ吸精できないので仕方がない。

　ていうか、健全にオッパイ吸うってできるのか？

　いや、できるできないじゃなくてやるんだ！

　とにかく、そう無心になって！

　煩ぼん悩のうを捨てて、ただオッパイを吸う！　これだ！

「あの……脱ぎました」

「ヌッ!?」

　その瞬しゆん間かん──俺は死んだ。

　正確には紳士な俺が死んだ。享きよう年ねん一分。おかえり煩悩！

「あ、あんまり見ないでください」

　ソニアも一いつ生しよう懸けん命めいに両りよう腕うでで隠しているのだが、それでも隠しきれずに溢あふれるこの質量。

　服の上からでもスゴかったが、生の迫はく力りよくはその百倍。

　もはやこの乳は暴力だ。

「……っ」

　ソニアはもう羞しゆう恥ちで死にそうな表情になっていた。

　それはそうだろう。

　人気がないとはいえ、こんな空き教室でオッパイを晒さらしていたら、女の子なら誰だれだってそうなる。

　しかも実際、いつ誰がここを通りがかるとも分からないのだ。

　そんな場所でこんなこと……ドキドキしない方がおかしい。

　かくいう俺もドキドキしていた。

　放課後の教室でエッチなことをする。

　男なら誰でも憧あこがれるシチュエーション。

　前世では体験できなかったことが、こうして目の前にある。

　危あやうく理性を失いそうになるが、鋼はがねの意志で何とか自分の中のケダモノを抑おさえ込んでいるような状態だ。

「悪いけど、手をどけて貰もらっていいか？」

「分かり、ました」

　ソニアは観念したように両腕をどける。

　拘こう束そくを解かれ、自然と揺ゆれる彼女のオッパイ。

　美しい曲線。

　汗あせでしっとりとした肌はだ。

　ほんのりと色づいた桃もも色いろの突とつ起き。

　まさに神の芸術と云いうべき黄金比と色しき彩さい。

「おぉ……！」

　その神秘的な光景に俺は思わず合がつ掌しようする。

　この世に奇き跡せきをありがとう、と心の中で感謝を述べた。

「カ、カイト君？」

　乳を拝む俺をソニアが困こん惑わくした顔で見つめていた。

「そ、それじゃあ吸精の前に聖母リリスの契けい約やくを結ぶぞ」

「はい」

「じゃあ、ソニア──俺の聖母リリスになってくれるか？」

「はいっ……！」

　ソニアは緊張した面持ちで頷いた。

　すると、そのお腹なかに聖母リリスの紋もん章しようが浮うかび上がる。

　ピンク色に光るそれは、すでに吸精の準備が整っていることを示していた。

　では、いよいよ……ッ！

「はっ始めるぞ!?」

「はっはい!?」

　しかしよく考えると、こんな受け身な娘こから吸精するのは初めてだ。

　ロザリーはいつもやさしく導いてくれるし。

　イヴの時は非常事態で、あんまり考える余よ裕ゆうがなかった。

　だが今回は、俺がリードしないといけない。

　俺にできるか？

　いや、やるしかない！

「……よし！」

　意を決し、俺は吸いやすいようにソニアの下乳をそっと持ち上げる。

「あっ……！」

　ソニアは俺に胸を触さわられて声を漏もらし、慌あわてて自分の口を押さえる。

「ご、ごめんなさい！　変な声出ちゃって」

「……っ」

　恥はずかしそうにするソニアに、また俺はゾクゾクしてしまう。

　薄うす々うす勘かんづいてはいたけど、この娘こナチュラルにエロい。

　しかも性に疎うとくて無自覚なところが余計に……その、イイ。

「つ、続けるな？」

「はい」

　吸精にはまず相手の性的興奮を高める必要がある。

　俺は改めてソニアのオッパイに触ふれて、揉もむ。

　女の子の胸の扱あつかい方は、ロザリーとたくさん練習した。

　俺はまず周りから円を描えがくように揉んでいく。

　おおっ、やさしく揉んでるのにオッパイが指の隙すき間まから溢れる。

　俺がオッパイの柔やわらかさに感動している間も、ソニアは軽く身を捩よじらせていた。

「んんっ、ん……」

　ソニアは自分の指を嚙かんで声を押し殺す。

　何度も言うように、ここは放課後の空き教室だ。

　ヘタに声を上げれば誰か来てしまうかもしれない。

　だから声を抑えるのは当然なんだけど……。

「……ンッ！　ふぅ……ふぅ……フッ！　……ンッ！」

　正直、その我が慢まん声が余計にエロい！

　閉じた瞼まぶたも、キュッと閉じた唇くちびるも、全部エロい！

「んっんっ！　う……私の胸、変ですぅ……っ!?」

　ソニアの熱い吐と息いきが俺の頰ほおにまで届く。

　彼女は快感に身を捩り、耐たえるように机の縁ふちを片手で強く握にぎっていた。

「ンっ!?」

　時々大きく彼女がビクンッと震ふるえ、机の脚あしと床ゆかが音を立てる。

　そのガタンッという音がする度たびにハラハラするが、俺もオッパイを揉む手を止められない。

「……っ」

　なんか、スゴい。

　やっぱりロザリーやイヴの時とは違ちがくて。

　いつもは女の子に受け容いれてもらってるって感じだけど。

　今日は俺がソニアを責せめているんだって感じがする。

　その感覚の違いにまた背筋がゾクゾクする。

　手の平の中で硬かたく尖とがる胸の先せん端たんが、俺にさらに自信を与あたえる。

　俺はちゃんと女の子を気持ちよくさせてあげられているんだ！

「ソニア、そろそろ吸うぞ？」

「アッ、んっ……はい」

　ソニアが頷うなずいたのを確かく認にんして──俺は彼女の胸の硬く尖った突起を咥くわえ込んだ。

「アヒッ!?」

「……！」

　いきなり大量の魔ま力りよくが俺の中に流れ込んできた。

　魔力吸収率は相手が性的に興奮するほど高まるが、それにしてもスゴい勢いだ。

「アッ、オッパイ！　私のオッパイが、痺しびれるぅ！」

　ついにソニアは声を我慢できなくなって、教室中に甘い声を響ひびかせる。

　って、ヤバ!?

　俺は慌てて廊ろう下かの窓を確認……ふぅ、誰も通りがからなかったようだ。

　というか、この反応はやっぱりそうだよな？

「アッ……あひっ！　そこ、先っぽ、ダメ……！」

　もう一度俺が吸い始めると、ソニアはまた声を上うわ擦ずらせる。

　女の子が気持ちよくて気持ちよくて仕方のない時に出す声だ。

　やはり間違いない。

　ソニアの「エッチになるポイント」は「オッパイ」だ！

　だから事前の胸揉みと吸精でこんな好反応が返ってきたに違いない。

　単純に効率もいいが、もっと単純に言うとエロくてヤバい。

「アァン！　これ以上はバカに、頭がバカになっちゃいますぅ！」

　ソニアが俺の頭を強く抱だき締しめる。

「ダメっれす……！　これ以上されたら、私のオッパイが、私のじゃなくなっちゃいますよぅ……」

　限界が近いのか、ソニアの言動がだいぶ支し離り滅めつ裂れつになってきた。

　これ以上長引かせるのは本当にヤバそうだ。

　俺は早く吸精を終わらせるために──トドメとして、カリッとソニアの吸い口を歯で軽く嚙んだ。

「えっエヒッ!?」

　一いつ瞬しゆんビクンッとして、ソニアの全身が硬こう直ちよくした。

「アッ……アッ、アー……」

　それから段々と硬直が解けるように、彼女の体は細かい痙けい攣れんをしながら脱だつ力りよくして、そのまま机からずり落ちそうになった。

「っとと、大だい丈じよう夫ぶかソニア？」

「あー……ぅ、ん……頭、バカになっちゃいましたぁ？」

　ソニアは何とか頷くが、まだ目の焦しよう点てんがぽやーっとしている。

「って、え!?」

　と、そこで俺はあることに気づき、驚おどろく。

　そのあることとは──ソニアのオッパイから、乳白色の液体が漏れていたことだ。

「ソニア、これ……」

「あ……私、水みず魔導師なのれぇ……たぶんその所為せいれす」

　呂ろ律れつの回らない舌で、ソニアがそう説明する。

　よく分からないが、興奮のあまり溢あふれ出る魔力が勝手に液体に変へん換かんされてしまっている……ということか？

　と。

「カイト君……つづき」

　限界のように見えたソニアが続きをせがんできた。

「え!?　でももう結構吸った……けど？」

「まだ残ってますよぅ」

　ソニアはそう言いながら両りよう腕うでを広げ、誘さそうように小首を傾かしげる。

「だからもっと……シてください」

「……！」

　さっきまで胸を見せるのすら躊躇ためらっていたはずなのに。

　何か箍たがが外れたようなソニアの様子を心配しないでもないが……。

　正直、女の子にここまで言われたら俺もこれ以上我慢なんてできません！

「ソニアアアー！」

「アンッ！　アアァーッ！」

　そうして再び空き教室中にソニアの喘あえぐ声がこだました。




　それから数日後。




　俺が学園の廊下を歩いていると、後ろから声をかけられた。

「カイト君、こんにちは」

「あ、ソニア。こんにちは」

　俺は振ふり返って立ち止まり、ソニアと向き合う。

「何か用か？」

「あ、はい。この前のお礼を言いたくて……」

　モジモジと頰を赤らめながら、ソニアは「この前」のことを口にした。

「……あ、ああ！　この前の、この前のね！」

　俺も喋しやべりながら、顔が熱くなるのを感じた。

　あの日のソニアを思い出すだけで鼻血が出そうになる。

　こんな清せい楚そな娘こがあの日はあんなに乱れて……いや、本人を目の前にしてあんまり思い出すのはやめておこう。顔見られなくなっちゃうし。

「カイト君にシて貰もらったお陰かげで、前よりも魔力の流れが摑つかめるようになったんです。昨日の実技単位も取れたんですよ」

「おお！　よかったじゃん！」

「ありがとうございます。全部カイト君のお陰ですよ」

「いや、俺だけの手て柄がらじゃないって。魔法力が上がっても、ソニアがちゃんと勉強してなきゃ単位は取れないんだし」

　俺がそう言うと、ソニアははにかむように笑った。

「でも本当、カイト君のお陰で……私、カイト君に体の中を隅すみ々ずみまで作り替かえられちゃって、まるで生まれ変わった気分なんです」

「ははっ、大おお袈げ裟さだなぁ」

「……大袈裟なんかじゃないですよ？」

　ソニアは小首を傾げると、改めて俺の顔をジッと見つめる。

　と、なぜか彼女の頰が段々と赤らんできて……。

「そ、その……カイト君」

「うん？」

「私、あんまり自分に自信ないんです……だから」

　茹ゆで蛸だこみたいに真っ赤になったソニアは一度口ごもると、今度は不意に俺の耳元に口を寄せて続きを囁ささやいた。

「ま、また魔法のことで悩なやんだらカイト君に相談するかもしれません」

「え？　それって……」

「だ、だから、その時はまたお願いします……！」

　どういう意味か尋たずねようとしたが、その前にソニアはバッと俺から体を離はなすとペコリと頭を下げて、そのまま廊下を走り去っていってしまった。

　何かよく分からないけど……さっきのソニアの表情、スゴくエッチだった。








第五章










▽クエストへのお誘い△






　俺がこの魔ま導どう学園に入学して、そろそろ一ヶ月が経たとうとしていた。

　異世界、魔法、それに女の子だらけの学園生活。

　前世から大きく様変わりした生活にも段々慣れてきた気がする。

「カーイト、朝だよ」

「お、おはよう！」

　朝起きると隣となりにロザリー美少女がいる状じよう況きようには、一向に慣れる気配がないけども！

　ああー本当に俺この転生人生楽しんでるなぁ。




　さて、そんな話はおいといて。




「クエストっていうのやってみたい」

「んー？」

　朝食中、俺がそう切り出すと、ロザリーは飲んでいたミルクのカップを置いた。

「クエストって、学園クエストのことかい？」

「そうそれ」

　学園クエストとは、魔導連盟ギルドが発行しているクエストのことだ。

　通常のギルドクエストに比べ、学園の生徒向け難易度になっている。

　将来、ギルドに入った時のための肩かた慣ならし的な意味合いがあり、学園側も積極的に受けることを推すい奨しようしている。

「俺も結構魔法使うのに慣れたしさ、そろそろ思いっきり使ってみたいなーなんて」

「うん。別にいいんじゃない？　腕うで試だめしはどの道必要だしね」

「よっしゃ！」

　ロザリーの許可が出て、俺はガッツポーズする。

「それじゃあ私はちょうどよさそうなクエストを見み繕つくろっておくから、カイトは一いつ緒しよにパーティーを組む相手を見つけておいて」

「パーティー？」

「クエストはパーティー単位じゃないと受けられないんだよ。パーティーは最低３人からだから、あと２人メンバーを見つけておいで」

「わ、分かった！」

　しまった。ひとりじゃダメなのか。

　完全にひとりでやる気になってた。

　パーティーを組む相手か。

　なんか前世の学校の班決めを思い出す……うっ、頭が……。

　しかもこの学園だと俺以外全員女の子なんだし。

　余計に誘うハードルが高い。

　……いやでも、この先も仲間は必要になるよな。

　ならハードルが高くても何とかしなければ。

　それに、昔と違ちがって今はアテがある。

　しかもちょうど２人。

「……よし！」

　方針を決めた俺は急いで朝食を食べ、食堂でロザリーと別れて彼女たちを探しに教室へと向かった。







「パーティーを組みたい？」

「私たちとですか？」

　俺が声をかけたのはイヴとソニアだった。

「ああ、ちょっと学園クエスト受けてみたくてさ。もしまだふたりが誰だれともパーティー組んでないなら……どうかな？」

　基本パーティーの掛かけ持ちは禁止されている。

　なのでもしふたりがすでに他のパーティーに所属していたら、この案はオジャンだ。

「私は大だい丈じよう夫ぶ」

「あ、私もまだひとりなので、いいですよ」

「……よっしゃ！　ありがとうふたりとも」

　正直、断られたらどうしようってドキドキしてた。

　ぶっちゃけふたりがダメだったら、もうアテもなかったし。

　そうなんだよなー……もう一ヶ月経つのに、未いまだに彼女たち以外とまともに喋れない。

　こんなんじゃハーレム計画も……いや、その反省はまた今度にしよう。

　ともかく、今は無事にパーティーが組めたことを喜ぼう！

「っと、そういえば、ふたりってもしかして初対面か？」

「うん。顔は見たことあるけど……」

「こうして話すのははじめてですね」

　あ、やっぱりそうか。

　なんかお互たがい探さぐり合ってる感じがしてたんだよな。

　イカンイカン。ここは俺がちゃんと仲ちゆう介かいせねば。

「えぇーと、まずはこっちが風魔導師のイヴ。風の剣けんとか使えて超ちようカッコいい」

「はじめまして」

「で、こっちは水魔導師のソニア。スゲー才能を持ってる」

「は、はじめましてイヴさん」

　ふたりとも挨あい拶さつして握あく手しゆを交かわす。

　……って、あれ？　ふたりともなかなか手を離さないな。

「「あの」」

　と思っていたら、急にふたりの声がハモった。

「あ！　スススミマセン！　イヴさんからどうぞ」

「ううん、ソニアからどうぞ」

「いえ、イヴさんから」

「ソニアから」

「イヴさんから」

　……？

　お互い何か訊ききたそうなのに、譲ゆずり合って話が進まない。

「どうしたんだ、ふたりとも？」

「えっ!?　あ、いえ！」

「何でもない」

　俺が尋ねても、ふたりとも首を横に振ふるだけだ。

　んー……まあいいか。

「そろそろロザリーがお手て頃ごろなクエスト見つけてきてくれてるだろうから、ふたりとも研究室に行こうぜ」

「うん」

「はい」

　俺たちはゾロゾロとロザリーの研究室まで移動した。

「やぁ。そのふたりが、カイトとパーティー組むの？」

　先に研究室に戻もどっていたロザリーは、俺たちを見て手をヒラヒラさせる。

「は、はじめましてロザリー先生。ソニアです！」

　ロザリーとは初顔合わせのソニアが、緊きん張ちようした面おも持もちで挨拶をする。

　それを見てロザリーは安心させるように微笑ほほえんだ。

「はじめましてソニア。そんなに畏かしこまらなくても、キミのことはカイトから聞いてるよ」

「え……うえぇ!?」

　ソニアは慌あわてた顔で振り返って俺の顔を見る。

　その視線の意味を悟さとり、俺は頭を搔かいた。

「あ～スマン。吸精した時はロザリーに報告する決まりなんだ」

「あ、あぅぅ」

　ソニアは羞しゆう恥ちに頰ほおを赤らめる。

「……」

「？」

　あれ？　なんかイヴがソニアのことジッと見てるな？

　なんか観察しているようにも見える。

　まあ初対面ならそれも普ふ通つうか。

　これから一緒にクエストに行くわけだし。

「それでロザリー、どんなクエスト選んできたんだ？」

「ああ、これだよ」

　そう言ってロザリーは一枚の紙を机の上に置く。

「内容は巨神狩りハンテイング。依い頼らい主は学園街の魔ま法ほう道具関係の商会で、学園の西十数キロ離はなれた場所に群れるデイダラ級を狩かってくるクエストだ」

「デイダラ級って……ヨトゥン級の一個上の？」

「そうだね」

　俺の質問に、ロザリーはあっさり頷うなずいた。

　フェンリルもかなりデカくて怖こわかったけど、今回はそれより大きい巨神が相手か……。

　そう考えると、少し緊張する。

「あのロザリー先生、これって本当に私たちでやれるんですか？」

　ソニアが不安げに尋たずねる。

「たぶん、一私年た生ちが受けられる中では上級のクエスト」

　イヴもやや硬かたい声こわ音ねで呟つぶやく。

　三者三様、このクエストの難易度に尻しり込ごみしていた。

「三人とも安心していいよ！　今回は監かん督とく役として私も同行するから」

「え？」

「危なくなったら助けてあげる。だから安心してクエストに挑いどみなさい！」

　ロザリーはそう言ってグッと親指を立てる。

「あ、ありがとうございますロザリー先生！」

　ソニアはホッとした様子で頭を下げた。

　正直、俺とイヴも胸を撫なで下ろしていた。

「でも、忙いそがしいんじゃないか？」

「気にしないでいいよ。カイトのためさ」

「……ありがとうロザリー！」

　こうして俺たち三人は、ロザリーとともに学園クエストに挑むこととなった。





▽巨神狩り△






　今回のクエスト巨神狩りハンテイング。

　これについて軽くおさらいしておこう。

　クエストとは魔導連盟ギルドに個人・組合・国が依頼し、ギルドが魔導師向けに発行する受注型のお仕事である。

　依頼内容は採集・護衛・討とう伐ばつなど大小様々だ。

　これらのクエストには依頼難易度──つまりランクがつけられ、高ランクのクエストはそれに見合ったランクの魔導師しか受けられない。

　クエストを成功させるほど魔導師のランクは上じよう昇しようしていく。

　ランクが上がると報ほう奨しようが増え、高ランクになれば国から家や年金まで貰もらえるらしい。

　優ゆう秀しゆうな魔導師が路上で野垂れ死んだら国の損失だしな。

　しかしそんなのは、高ランククエストが受けられるようになってからの話。

　今回受けるクエストランクは「Ｃ」。

　ちなみに最低ランクは「Ｄ」。

　……うん、まあ初クエストなんだからこんなものだ。

　これでも学生の俺たちが受けられる最高ランクだし。

　それにクエストランクが低くたって夢のある話がないわけじゃない。

　今回のクエストの依頼主である商会の目的は、巨神をたおして手に入る「神鉄」だ。

　神鉄は魔法道具の素材などになり、クエスト後は商会側が買い取ってくれる。

　まあ、Ｄランククエストで手に入る神鉄の値段はそれ相応──だが、巨神は生き物なので個体によって環かん境きように応じた進化や変化をすることがある。

　要するに同じ巨神でも時折「レア物」の神鉄が獲とれることもあるのだ。

　レア物が獲れでもしたらまさに一いつ攫かく千せん金きん！

　っていってもまあ、こればかりは本当に運なので、当たったらラッキーくらいの話だ。

　クエストについては大体そんな感じ。

　現在、俺たちは巨神の棲すみ処かまでは「ストライカー」と呼ばれる乗り物で移動している。

　以前『霧きりの谷』への移動にも使った魔法道具だ。

　イメージとしては「空飛ぶ家」というのが近い。

　動力は風魔法で、浮ういて移動するので悪路も関係ない。

　壁かべも屋根も神鉄製なので、万が一の時の防ぼう御ぎよ力も折り紙付きだ。

　あと「家」なのでキッチンやトイレなどの簡易設備もある。

　高価な物だとそのまま住めるレベルなんだとか。

　まあ、都市の外で生活する奇き特とくな人間は存在しないみたいだけど。

「三人とも、見えてきたよ」

　ロザリーの声を聞き、俺はストライカーの前部に近づいて窓を覗のぞく。

「おお！」

　学園を囲う壁の外に出てから小一時間、窓の外に見える景色はずっとサバンナを思わせる荒こう野やだった。

　だが、その荒野の先に突とつ然ぜん──巨きよ大だい樹の森が現れた。

　文字通り巨大樹が群生した森で、樹の一本一本が高層ビルくらいありそうだ。

　これから狩る巨神はあの森に生息している。

「さあ、着いたよ」

　見えてからはあっという間で、ストライカーは森のすぐ近くで停止した。

「さて、降りる前にみんな装備品とかのチェックしておこうね」

　ロザリーの指示に従って、イヴもソニアも魔導剣や杖つえのチェックを始める。

　俺はほぼ手ぶらなのでやることがない。

「あっ、そうだ」

「ん？」

「カイト、ちょっとこっち来て」

　ロザリーが手招きしたので、俺は彼女に続いてストライカーのキッチンに移動する。

「どうしたんだ？」

「うん。クエスト前に、念のため吸精しておこう」

「えぇ!?」

　俺は驚おどろくが、ロザリーは「しーっ」と唇くちびるに指を当てる。

「イヴやソニアが来ちゃうでしょ。静かに」

「あ、うん……」

　というか、彼女たちがすぐ傍そばにいるのに吸精すると言うから驚いたんだけど。

「でも、昨日の夜もちゃんとシたぜ？」

「だから念のためだよ。カイトに何かあってもいけないからね」

　ロザリーにそう言われると逆らうことはできない。

「あ、けど吸うのは半分までね。全部吸われると、いざという時に助けられないから」

「分かった」

　それは本当に気をつけないと。

　吸うのを加減するなら、前ぜん戯ぎはナシでいいかな？

「じゃあ、ちょっとだけ……」

　椅い子すや机がないので、俺は膝ひざをついてロザリーのオッパイに高さを合わせる。

　彼女の上着のボタンをはずすと、シャツの隙すき間まから器用に片側のオッパイだけをポロンッと出した。

　……なるほど。吸うのは半分までだから、オッパイも半分と。

　実に合理的だと思うけど、なんか半分隠かくしてるのが余計にエッチな気がする。

「んっ……！」

　俺が静かに吸精を始めると、ロザリーも口を押さえて声を殺した。

　緊張するが……このシチュエーションに少し興奮する。

　前にソニアと空き教室でシた時と似ている。

　だけどあの時よりも緊張度も興奮度も上だ。

　なにしろすぐ隣となりにイヴとソニアがいるのだ。

　彼女たちにもし見られたらと思うと……凄すごいドキドキする。

「ん……フッ……っ！」

　チラッとロザリーの顔を見ると、彼女も頰を赤らめて声を堪こらえている。

　それに今日は何もイジってないのに、最初から魔力の「出」がいい。

　彼女もこの状じよう況きように、いつもよりエッチな気分になっているんだ……！

「……っ」

　その時、つい悪戯いたずら心が芽生えた。

　俺は少し躊躇ためらいつつ、ロザリーの背中に両りよう腕うでを回す。

「んんっあっ！」

　だっこに弱いロザリーは堪えきれず、甘い声が外に漏もれた。

「……ッ」

　それから真っ赤な顔をして、無言で俺を睨にらんできた。

　俺も小声で「ごめん」と謝る。

　ちょっと今のはやりすぎた。

　でもやっぱり魔力はよく出てる。

　このペースならあと一分もあれば半分吸い終わりそうだ。

　そう思って、ふと視線を横へ逸そらすと──キッチンの入り口から、ちょっとだけ顔を覗かせているイヴとソニアが目に入った。

「……!?」

　ヤバい。さっきの声で気づかれたか？

「ロザリー、見られてる」

　俺は小声でロザリーにピンチを伝える。

　それで彼女もやめるかと思ったのだが、

「カイト、まだ終わってないよ」

　と言って、ロザリーはむしろ俺の頭に抱だきついてきた。

　これじゃ彼女から離はなれられない……！

　い、いいんだろうか？　このまま吸って……？

　いやまあ、俺はいいかもしれないけど、ロザリーは？

　彼女の教授としての立場を心配するが、俺の頭を離さない腕が答えのような気がした。

　ロザリーがシてと望むなら最後まで……！

「アッ！　カイト、急に、強っ……ハアァンッ！」




　さてさて、それから。




　ロザリーの魔力をきっちり半分吸ったあと、いよいよ俺たちはストライカーを降りて巨大樹の森へ向かうことになった。

「よしっ！　それじゃあ、みんな準備は万ばん端たんかな？」

「おう！」

「……はい」

「……はい」

　こっそり俺たちの吸精を覗いていたイヴとソニアは小さな声で返事をした。

　俺とロザリーを見て、ふたりとも頰ほおを赤らめている。

　な、なんかごめんなさい！

　俺は心の中で謝る。

「みんな準備はいいんだね？　じゃあ早さつ速そく行こうか」

「おー！」

「……」

「お、おー……」

　うーん、気まずい！

　それはそれとして、いよいよ俺たちは巨大樹の森へと足を踏ふみ入れた。

　森の中は陽ひがあまり届かなくて薄うす暗ぐらい。

　地面には背の低い草や苔こけしか生えていないようだ。

　その代わり、巨大樹の根があちこち地面から出ていた。

　これがまた俺たちの膝くらいの高さがある。

　お陰かげで乗り越こえて歩くのも一手間だ。

　ちなみにロザリーは空飛ぶ箒ほうきに乗って、俺たちの少し後ろを飛んでいた。

　彼女は監かん督とく役だし、全員の位置を把は握あくできる場所にいてくれた方が都合もよさそうだ。

「はーい。索さく敵てきは全員の位置が把握できるように動くんだよー。怪あやしい物とか巨神を見つけたらすぐに仲間を呼ぶようにー」

　ロザリーは時々後ろからアドバイスを送ってくれる。

　クエスト初心者の俺たちはその度たびに動きを修正しながら、森を奥へ奥へと進んでいく。

「……いた」

　やがて、イヴが最初にそれを見つけた。

「！」

　俺とソニアは身構え、イヴの手招きする方へゆっくりと移動する。

　それから巨大樹の幹の陰から、そっと向こうを覗いた。

「あれか」

「資料通り」

「デデデカいです」

　確かにデカい。

　ていうか。

「あれもう猿さるっていうか、鎧よろい着たゴリラだよなぁ……」

　見た目の話だ。

　デイダラ級猿型巨神ヴァナラ。

　猿型とはいうが、その分厚い胸むな板いたと太い力こぶはゴリラにしか見えない。

　樹上生活を送る長い腕は人間のように器用で、背中に背負う神鉄の棍こん棒ぼうを自在に操あやつる。

　さらにそのヴァナラは鎧を着ていた。

　その鎧とは巨神の骨──外骨格であり、当然神鉄でできていて極きわめて硬かたい。

　こうした外骨格の鎧を纏まとう巨神は多いらしい。

　むしろほぼ丸まる裸はだかのフェンリルのような種の方が少ないとか。

　しかし、ただでさえデカくて武装してるのに、その上防ぼう御ぎよ力も高いなんて……もう戦車か戦隊物のロボットみたいなもんじゃないか？

　しかもここは森で、樹上を自在に移動する猿には最適のフィールド。

　おまけに奴やつらは普ふ段だんは群れで行動している。

　当然、あんなのを十数体も同時に相手にするのは俺たちには無理！

　つまり群れから離れたはぐれを狙ねらう必要があるわけだが……。

「……あれ、一匹ぴきだよな？」

「うん」

「……ですね」

　俺たち三人は一度顔を見合わせる。

　イヴが見つけたヴァナラは一匹のみで、周辺に仲間の群れは見当たらない。

　いきなり目当ての獲え物ものを発見してしまい、逆に次の行動に迷いが生じる。

　つい俺たちは後ろを振ふり返ったが、ロザリーはニコニコするばかりだった。

　俺たちの判断を見守っているみたいだ。

「……」

　確かに、全部ロザリーに頼たよりっぱなしじゃ意味がない。

　俺たちでクエストを受けたのは経験を積むためだ。

　彼女は見守ってくれているのだし……まずは俺たちでやってみよう！

　というわけで、俺たちは三人で作戦会議を始めた。

「ひとりがアタッカー攻撃手になって、ふたりが囮おとりになろう」

　まず冷静なイヴが案を出した。

「分かりやすいな。誰だれがアタッカーになる？」

「カイト君がいいと思います」

「俺？」

「うん。カイトのグラビティが一番攻撃力あるし」

　イヴとソニアが揃そろって頷うなずく。

　けど俺は「うーん」と迷った。

「確かにグラビティは威い力りよくがあるんだけど、効果範はん囲いが広すぎるんだよな」

「それが問題？」

「囮になってくれるふたりを巻き込むかもしれない……それに」

「それに？」

「グラビティであの大猿ヴアナラはたおせるだろうけど、周りの木々も薙なぎ倒たおしちゃうだろ？　あんまり騒さわがしいとほかの群れに気づかれる」

「じゃあ、私がアタッカーやる？」

　イヴの提案に、俺は「いや」と首を横に振った。

「やっぱりアタッカーは俺がやる。女の子に一番危ない役はさせられないし」

　俺がそう言うと、イヴはちょっと目を丸くしたあと「分かった」と呟つぶやいた。

「でも、グラビティを使わないならどうするんですか？」

　ソニアが不安げに俺に尋たずねてくる。

　それに俺はあえて不敵に笑ってみせた。

「まだ練習中だけど、新しい魔ま法ほうを覚えたんだ。それを試してみる」




　──というわけで、作戦開始となった。




　まず三手に分かれ、イヴとソニアがヴァナラの背後に回る。

　ふたりは左右から回り込み、両側から奇き襲しゆうをかける役だ。

　彼女たちがヴァナラの気を逸らしてくれたところで、俺が新しい魔法でトドメを刺さす。

「カイト、緊きん張ちようしてる？」

　待機中、ロザリーが話しかけてきた。

　イヴたちが後ろに回り込んでいる最中なので、今は彼女とふたりきりだ。

「……まあ、ちょっと」

　なので、俺は正直に答えて頭を搔かいた。

「デイダラ級とやるのは初めてだし、パーティー組むのも初だからな」

　ヴァナラの巨きよ大だいさときたら、いつも見上げる学園の時計塔とう並みだ。

　そんなのと今から戦うってんだから、緊張しないわけがない。

「なのに、アタッカー引き受けたんだ」

「実際、俺が適任だと思うし、それにさっきも言ったけど女の子に危ない役はさせられないだろ？」

「ふふっ」

「ん？　何かおかしいか？」

「ううん。そういうとこ好きだよ。頑がん張ばって」

「……おう！」

　なんか知らないけど元気を貰もらった。

　これは是ぜが非ひでも頑張らなければ！

「……！」

　その時、ヴァナラの背後の巨大樹の陰からヒョイッとソニアが顔を出した。

　反対側からもイヴが顔を覗のぞかせ、ソニアに手で合図を送る。

　さらに彼女は俺にも視線を寄よ越こした。

　俺は頷き、準備はできていると伝える。

　それにイヴも頷いた。

　うおお、いよいよだ……！

　まずは彼女たちがヴァナラの気を逸そらす。

　その後は俺が……と、その時。




「……痛っ！　キャッ！」




　ヴァナラを背後から奇襲しようとしていたソニアが、巨大樹の根っこに脛すねをぶつけて、その拍ひよう子しにすっ転んだ。

　ソニアアアア!?

　まさかのドジに俺は心の中で叫さけぶ。

「ウキィッ？」

　ヴァナラがソニアに気づいてしまった。

「ウキッキキキッ！」

　ソニアを敵と認にん識しきしたヴァナラが巨きよ腕わんを振り上げる。

　そのまま彼女を叩たたき潰つぶす気だ！

「フィジカルアップ！」

　俺は慌あわてて大地を蹴ける。

　ソニアを助けようと走り出すが……間に合わない！

「キャアアアア！」

　悲鳴が上がる。

　それとほぼ同時に振り下ろされるヴァナラの拳こぶし。

　太い巨大樹の根が砕くだける音がして、木片と土つち埃ぼこりが舞まい上がった。

「ソニア!?」

「カイト、慌てないで！」

「!?」

　背後からロザリーに声をかけられ、俺はブレーキをかける。

「ほら、あそこ」

　ロザリーが頭上を指差したそちらを見ると──そこには泣きじゃくるソニアを抱かかえたイヴが、巨大樹の枝の上に立っていた。

　どうやら空飛ぶ魔法を使った彼女が間かん一いつ髪ぱつソニアを救出したようだ。

「イ、イヴさあぁん、ありがとうございますぅうぅ」

「ちょっ、ソニア……！」

　助けられたソニアがイヴに抱だきつき、危あやうくふたりとも枝から落ちそうになっていた。

　とりあえず無事なことに俺もホッとしたが──ヴァナラは逆に獲物を逃にがしたと知って怒いかり狂くるった。

「ウキキキッ！」

　ヴァナラが背中の棍棒を抜ぬく。

　そして、イヴとソニアがいる樹の幹を真横に叩き折った。

「なああぁ!?」

　あんな太い幹が一いち撃げきで!?

　どんな怪かい力りきだよ!?

「……っ！」

「ひゃああああ！」

　バランスを崩くずしたイヴとソニアが枝から落ちてくる。

「ウキィッ！」

　落ちてくる彼女たちを狙い、再びヴァナラが神鉄の棍棒を振るう。

「ひえぇ！　アクアシールド！」

　イヴにしがみついていたソニアが水の楯たてを生み出し、ヴァナラの棍棒を受け止めた。

「おっ、あの質量で受けきるなんてスゴいね」

　ソニアの水の楯を見て、ロザリーが感心した声を上げる。

　と、その楯の死角から魔導剣けんを構えたイヴが飛び出してきた。

「ソニックアロー」

「ウギイィィ!?」

　イヴの放った風の矢がヴァナラの全身を射い貫ぬく。

　だが半分は体を覆おおう外骨格の鎧よろいに阻はばまれ、ダメージは軽けい微びといったところ。

「キャアアー！」

　と、今度は悲鳴を上げながらソニアが落ちてきた。

　あ！　イヴが攻撃に移ったから彼女ひとりじゃ飛べないのか!?

　一いつ瞬しゆん慌あわてるが、ヴァナラを攻撃したイヴがすぐに戻もどって落下中のソニアを危なげなくキャッチしたので、俺はホッと胸を撫なで下ろした。

「うえぇーん！　イヴさん怖こわかったですよぅ！」

「ごめん。チャンスだったから」

　ソニアをお姫ひめ様さまだっこしながらイヴが謝っている。

　あの状じよう況きようでも攻撃チャンスを狙ねらってたのか……。

　思わぬハプニングからピンチになったが、それに対処したふたりともスゴい。

「ウギッギイィ！」

　その時、ダメージから立ち直ったヴァナラが怒りの咆ほう哮こうを上げた。

　奴やつの地じ団だん駄だで大地が揺ゆれて、俺はバランスを崩す。

　一方空中にいるイヴは咄とつ嗟さに攻撃に移ろうとしていたが──そこにソニアが抱きついた。

「ひえぇぇ！　また襲おそってきますー！」

「あっ、ちょっと！」

　パニクったソニアに激しくしがみつかれ、イヴがバランスを崩す。

　と同時に、彼女が放とうとした風魔法が暴発した。

「キャアアア！」

「ヒャアアア！」

　結果、狙いを誤った風ふう刃じんに、ふたりの制服が切り刻まれた。

「イヴ！　ソニア！　……!?」

　助けに行こうとした俺の足も思わず止まる。

　風の刃やいばでボロボロになった制服。

　千切れる下着にスカート。
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　露あらわになる肌はだ。

　激しい風で揺れる小さなオッパイと大きなオッパイ。

「……っ！」

　俺は慌てて目を逸らす。

　これは見ちゃダメだ。だって事故だから。

　俺はスケベだけど犯罪はしません。

　ごめんウソ。中学生の時にエロ本読んだ。

　でも女の子本人が嫌いやがるような真似まねはしない！

　だから今も見ない！

　というわけで、俺は視線を逸らしていたのだけど。

「ウキッキキキッ！」

　って！　猿さるぅ！　何でお前が喜んどるんじゃい!?

　しかもメッチャ凝ぎよう視ししてるし！

　鼻の下まで伸のびてる！

　こいつ恐おそろしい敵に見えて……ただのエロ猿だったのか!?

「……ウキッ!?」

　俺の視線に気づいたヴァナラがビクゥッとなる。

「ウキッキッ！」

　そして、なんか怒いかり出す。

　……そんなんで誤ご魔ま化かされるか！

「このエロ猿！　見るな！」

「ウキィィ！」

　注意する俺に、ヴァナラは棍こん棒ぼうを振ふり下ろしてきた。

「のわあああ！」

　俺は大おお慌あわてで棍棒を避よける。

　って今度は逆ギレかコイツ！

「このエロ猿め！」

　さすがにこれには俺もムカッ腹が立った。

　俺は怒りとともに新魔法の魔法式を頭の中で組み立てる。

　その魔法は簡単にいってしまえば「物を動かす力」。

　その力の強さは込こめられた魔力に比例する。

　そして、この時の俺は怒っていて、ありったけの魔力を注ぎ込んでいた。

「喰らえ！　サイキックゥ……！」

　俺が握にぎり締しめた拳に合わせ、足元の地面が隆りゆう起きする。

「ウ、ウキ？」

　みるみる内に自分の背せ丈たけを追い越こした大地の塔とうに、エロ猿が困こん惑わくの色を浮うかべた。

　俺の約10倍の身長を誇ほこるヴァナラ──それすらも超こえる質量の土つち塊くれをサイキックで操あやつり、その形状を拳へと変える。

　喰らえ！　これぞ俺の新魔法！

「大々々アースパアァンチ！」

「ウボフッ!?」

　特大の大地の拳を喰らい、たたらを踏ふむヴァナラ。

　さらにそれだけでは終わらない。

「アーンド……！」

　俺は続けてアースパンチを分解し、無数の拳を作り出す。

「アースゥゥラアァァーシュ！」

　ラッシュ！　ラッシュ！　ラッシュ！

　百を超える拳がヴァナラの全身をくまなく打ち続ける。

「ウララララララララララララァ!!」

　圧あつ倒とう的な無呼吸連打がヴァナラに反撃の暇ひまも与あたえず、その巨きよ体たいを後退させ続け、やがて巨大樹の幹に押しつけても連打は止まらない。

「……ッ」

　俺は「ここだ！」と見み極きわめた瞬間に、もう一度拳こぶしをひとつに集める。

「これで……ッ！　トドメだぁー！」

　最後は特大のアッパーカットをアゴに決めた。

「ウッ……キィ……」

　ヴァナラはその巨体を宙に舞まわせ、やがて折れた枝とともに地面に落ちて森に地じ響ひびきを鳴らした。

「ハァ、ハァ…………ふぅ」

　つ、疲つかれた。

　自分で殴なぐったわけじゃないが、魔力を使いすぎた。

　俺はサイキックで作った拳を元の大地に戻し、そのまま地面に座り込んだ。

「カイト！」

「カイト君！」

「おー、イヴ、ソニア」

　破れた布で大事なところを隠かくしたイヴとソニアがこちらへやってくる。

「カイト君スゴい！　零ゼロ魔法ってあんなこともできるんですね！」

「うん。スゴい、ビックリした」

　ソニアもイヴも若じやつ干かん興奮気味に俺を褒ほめてくる。

「あ、ああ、うん。まあな」

「？」

「どうしましたカイト君？」

「あー、いや、その……ッ！」

　褒められるのは嬉うれしいんだけど！

　でもふたりとももっと自分の格好よく見て！

　隠してるって言ってもギリギリだから！

　ちょっと動くだけで見えそう……！

　って、チラ見しようとするな俺！

　煩ぼん悩のうと闘う俺はまた視線をあさっての方へ向ける。

「……？」

　今、何か動いたような？

　俺がその何かを見たのは巨大樹の樹上。

　しかもひとつやふたつじゃない。

　もっと沢たく山さんの影が……と何かが飛び降りて。




「ウキッキッ！」

「キキッキキキッウキッ！」

「ウキィッキィッキィッキィッ！」




「イッ!?」

　樹上から降ってきたのは、十数体のヴァナラだった。

「しまった！」

　さっきの戦せん闘とう音で群れを呼び寄せてしまったのか!?

「……っ！」

「キャア！」

　イヴとソニアも慌あわてる。

　俺も立ち上がろうとするが、立ち眩くらみがして立てなかった。

　この症しよう状じようは魔力切れが近い証しよう拠こだ。

　ヤバい……これ、普ふ通つうにピンチなんじゃ!?




　その時、真っ黒な球体がヴァナラの群れの頭上に発生した。




　かと思うと、そこから黒い静電気のような物が伸び──その先せん端たんに触ふれられたヴァナラたちはまたたく間にその場に叩たたき伏ふせられる。

　これは……グラビティ？

　いや、たぶんその上級魔法だ。

　少なくとも俺のグラビティでは、あんな精度でヴァナラだけをたおすなんて無理。

　つまり、今の魔法は……。

「はーい。今日のクエストはここまで」

　と、ヴァナラの群れを難なく一いつ掃そうして俺たちを助けてくれたロザリーが、ニコニコと笑えみを浮かべて箒ほうきから降りてきた。

「うんうん。みんなお疲れ様。一年生三人でデイダラ級討とう伐ばつなら十分な成果だよ」

　そう言ってロザリーは満足げに頷うなずく。

「ありがとう、ロザリー。でも、最後は結局助けられちゃったなぁ」

「いいんだよ。そのための監かん督とく役なんだし」

　ロザリーは笑って、「はーいみんな注目ー」と俺たちの視線を集める。

「巨神をたおしたらお楽しみの剝はぎ取りタイムだよー」

「「「はーい」」」

　俺たちはロザリーの号令に従って、たおしたヴァナラからの剝ぎ取りを開始する。

　とはいっても、これも初めての作業だ。彼女から教わりつつ、イヴたちとおっかなびっくり剝ぎ取った。

　これがなかなか重労働で、戦闘後にこれはやや堪こたえる。

　別の群れが来ないか注意も必要だし、クエストの大変さを今まさに味わっていた。

「フーンフーフフーン」

　一方、俺たちにやり方を教えたあと、ロザリーはひとりで次々と剝ぎ取りをしていた。

　その手て際ぎわは実に鮮あざやかだ。

　これも経験の為なせる業わざか。

　俺も早く彼女に追いつきたい。

「ン～～あれ……？」

　と、急にロザリーの鼻はな唄うたが止まった。

「ロザリー？」

　何かあったのかと思って、俺は自分の手を止めて彼女に声をかける。

「んー、コレって……」

「？」

　ロザリーが何かブツブツ言い始めたので、イヴやソニアも手を止め、俺たちは彼女の許もとへ集まった。

　彼女が剝ぎ取りをしていたのは、ちょうど俺たちがたおした最初の一体だった。

　そのヴァナラから剝ぎ取った神鉄をしばらく調べていたロザリーは、急ににんまりと笑って俺たちを見て「朗報だよ！」と明るい声で告げた。





▽レアアイテム△






　そして、学園に戻もどった俺たちは、その足でクエストの依い頼らい主である商会に向かった。

「おお！　こんなに沢山獲とってきたのかい！　助かるよ！　こりゃあ報ほう酬しゆうも弾はずまないとな！」

　受付をしてくれた気のいいオッチャンは、俺たちの持ってきた大量の神鉄を見て顔を綻ほころばせた。

　が、直後にその表情は大きく強張る──

「こ、こいつぁ……!?」

　──悪い意味ではなく、いい意味で。

「超ちよう硬こう殻かくブロンズダイト……１０００体に１体しか持たないっつぅレア物もんじゃねぇか！」

　オッチャンの驚きよう愕がくする声に、商会にいた全員が一いつ斉せいにこちらを見た。

　またたく間に大勢の人が集まってきて、次々にその超硬なんとかを見てはオッチャンと同じ反応をしていく。

　そうなのだ……なんと！　俺たちがたおした中に、レア物の神鉄を含ふくむヴァナラがいたのだ！

「こ、こんな物ホントにウチに売ってくれるのかい？」

　恐おそる恐るといった表情でオッチャンが尋たずねてくる。

　それほどまでにビビッちまう品らしい。

　ていうか、そんな反応されるとこっちもビビる。

　商談や交こう渉しようなんて経験、俺にはまるでない。

　それはイヴやソニアも同じようで、彼女たちも俺と一いつ緒しよに狼狽うろたえていた。

　そんな俺たちに代わって、ロザリーが不敵に笑って両手を腰に当てて胸を反らす。

「もちろん、元の依頼主のところに最初に持ち込むのが筋ってものさ！　よその店との競りにかけて値を吊つり上げたりもしないよ」

「おお！　なら……！」

「た・だ・し、それは当然そっちが適切な値を提示してくれたらの話さ。まあ、あの魔ま導どう学園の教授である私相手に、ヘタな言いくるめが通じると思うならだけどね！」

　そう言って立派な胸を張るロザリー。

　オッパイはともかく見た目は幼いので、堂々とした態度もなんかカワイイ。

　ともすれば子供と見み紛まがうけれど、魔導学園教授という肩かた書がきは商会の大人たちにも十分効いたようだ。

「分かりました。では、早速値をつけさせていただきます」

「うん。あとこのクエストを受けたのは後ろの三人だから。今後ここのお店を利用することもあるだろうし、よく顔を覚えておいてね」

　ロザリーは商談に入りながら、俺たちのことを紹しよう介かいしてくれる。

　たぶんこういうのが今後俺たちの役に立つんだろう。

　本当にロザリーには何から何までお世話になりっぱなしだ。

　彼女がいてくれて本当によかった。

　こうして俺たち三人の初クエストは無事終わった。




　ちなみに、最終的に商会側から提示された額に、学生の俺たち三人は目玉が飛び出るほど驚おどろかされることになった。








第六章










▽魔導剣けん専門ショップ暁あかつき△






　いきなり小金持ちになってしまった。

　クエストの報酬は俺とイヴとソニアで山分けしたのだが、それでも十分な大金だ。

　転生してからずっとロザリーの扶ふ養よう（？）状態だったので、自分で使えるお金が急に手に入って正直困こん惑わくしている。

　本当は全部ロザリーに渡わたそうと思ったのだけれど……。

「いいよいいよ。それよりカイトが好きなことに使って」

　と、断られてしまった。

　それどころかクエストクリアのご褒ほう美びに、街へ遊びに行っておいでと勧すすめられた。

「うーん」

　プレゼントという線も考えたが、何か違ちがう気もする。

　ロザリーが一番喜ぶものは何だ？

　それは当然、彼女の夢が叶かなうこと──つまり俺が最強の魔導師に成長することだ。

　どうせならその夢に近づくタメになる物を買うのがいいんじゃなかろうか？

「ううーん」

　でも、それはそれで考えるのが難しい。

　なにしろ魔法は勉強と実じつ践せんで覚えるものだ。

　お金で買えるものではない。

　魔法道具というのもあるが、あれは予あらかじめ使える魔法が決まっているし、大たい抵てい弱い魔法しか使えないのだ。

　たとえば空飛ぶ箒も、風魔導師の空飛ぶ魔法より速くは飛べない。

　必要になることもあるが、「強くなる」というのとは違う気がする。

「カイト」

「ん……ああ、イヴか」

「朝からずっと唸うなってるけど、どうかしたの？」

　イヴは小首を傾かしげながら尋ねてくる。

　どうやら悩なやんでいるところを見られたらしい。

「いや、実は……」

　俺はイヴの質問に答えようとして──ふと彼女の魔導剣に目を奪うばわれた。

「……どうしたの？」

　急に黙だまった俺を見て、イヴがまた尋ねてくる。

「なあイヴ」

「うん？」

「その魔導剣って、どこで売ってるんだ？」

「普ふ通つうの魔導武器専門店だけど」

　俺の質問に、イヴはすぐに答える。

「カイトも魔導剣が欲ほしいの？」

「この前の報酬の使い途みち考えてて」

「そう……でも、魔導武器は素質の低い魔導師の補助具としての意味合いもあるから、カイトくらい強い魔導師なら必要ないかも？」

　イヴはなぜかやや自じ虐ぎやく的な口調で言った。

「いやいや！　剣が使えるってカッコいいじゃん！　俺、イヴを最初に見た時から、魔導剣士にスゲー憧あこがれてたんだ！」

「そ……そう？」

「ああ！」

「……そう」

　俺が大いに頷うなずくと、イヴはなぜかちょっと嬉うれしそうに笑った。

「カイトって、ちょっとヘン」

「えぇー？」

「……いいよ。街に魔導武器専門店があるから、案内してあげる」

　急にイヴは話を戻し、しかも件くだんのお店まで案内してくれるとまで言ってくれた。

「おお！　ありがとうイヴ！」

「ううん……私こそ、ありがと」

「え？」

　何でイヴがお礼を？

　よく分からなくて俺は訊きき返そうとしたが、彼女はこちらに背を向けて「先行くよ」と歩き出してしまった。

「あっ！　待ってくれよイヴ」

　スタスタ先に行ってしまうイヴを追いかけ、彼女の隣となりに並ぶ。

「実は俺買い物で街に出るのも初めてでさ。案内してくれるのスゲー助かるよ」

「ん……」

　俺がもう一度お礼を言うと、イヴはちょっと目を背そむける。

　なんか横顔が赤いような……？

「イヴ、風邪かぜか？」

「……違う」

　違うらしい。

　まあ、違うならいいか。

　それにしても街で買い物かー、スゲー楽しみだ。

　商会に行った時にチラッと覗のぞいたけど、街並みもメッチャ綺き麗れいだったし。

　俺がるんるん気分で歩いていると、ふと廊ろう下かでソニアを見かけた。

「よっ、ソニア」

　俺は何の気なしにソニアに手を振ふる。

　なぜかその時、隣のイヴがギクッて感じで一いつ瞬しゆん固まったけど。

　一方、俺たちに気づいたソニアは笑え顔がおになってこちらにやってくる。

「カイト君にイヴさん、こんにちは」

「……こんにちは」

　イヴもソニアに軽く挨あい拶さつする。

　なんだかその表情もちょっと強こわ張ばってる。

「？」

　俺たちは自然と足を止め、廊下の端はしに寄った。

「ふたりでどこか行くんですか？」

　ソニアに尋たずねられ、俺は「ああ」と頷く。

「ちょっと街まで買い物にな」

「あ、カイト……」

「ん？」

　あれ？　イヴが何か言いたそうな顔している。

　だが彼女がその何かを言う前に、話を聞いたソニアが「わあ！　いいですね！」と羨うらやましそうに言った。

　その顔は本当に羨ましそうで「私も行きたいです！」と書いてあった。

　そんなのを見て無視する理由も、俺にはなくて。

「ソニアも一いつ緒しよに行くか？」

「はい！　是ぜ非ひ！」

「イヴもいいか？」

「……ん」

　イヴも頷いたが……やっぱり何かその表情は硬かたかった。







　学園街と呼ばれるその街に建ち並ぶ家屋の多くがヨーロッパ風だ。

　道路は石いし畳だたみで整備され、掃そう除じもかなり行き届いている。

　学園側の維い持じ管理がしっかりしているからだろう。

「にしても、やっぱり綺麗な街だなー」

　海外旅行とかしたことないので、こういう街並みは新しん鮮せんだ。

　時々変な魔法道具も見かけるけど、街全体に何かこう、開放感みたいなものがある。

　やっぱり高層ビルとかそういうのがないからかな？

　あと車とかの排はいガスがなくて、道が広いのもかなりいい。

　この辺りの静かな場所に家でも持てたら最高な気がする。

「着いたよ、ふたりとも」

　街並みに見み惚とれていた俺に、先導していたイヴが声をかける。

「おおーここかー」

　店の看板には『魔ま導どう剣専門ショップ暁あかつき』と書かれていた。

　イヴを先頭に、俺たちは『暁』に入る。

「いらっしゃーい」

　俺たちが入ると、入り口脇わきのカウンターにいた店員さんが挨拶してくる。

　その人はカウンター奥のテーブルで魔導剣を並べていた。

「あれ何してるんだ？」

「魔導剣の整備」

「へぇー」

「魔導剣は魔力の増ぞう幅ふくや魔法式構築の補助にも使うの。でも、使いすぎると機能が低下するから、時々メンテナンスが必要」

「なるほど」

　しばらく眺ながめていたが、武器のメンテって見ているだけでもなんかカッコいい。余計に魔導剣が欲しくなってきた。

「それじゃあ、ちょっと店内見て回るか」

　俺はイヴたちと一緒に店の中を回り始めた。

『暁』は結構広くて、陳ちん列れつ台に並んだ品数も豊富だ。

　店内も街と同じく綺麗で掃除が行き届いてる。

　というか、店内を回るのが楽しい！

　右見ても左見ても剣けん剣剣。

　しかもただの剣じゃなくて魔法を使うための魔導剣だ。

　ゲーム屋で買いたいゲームを探し回る時のテンションに近い。

　値札を見ると結構値が張るけど、クエストの報ほう酬しゆうがあるから新品だって余よ裕ゆうで買える。選び放題だ。

　でも、だからこそ余計に迷う。

　どれにしよっかな……？

「カイト君」

　俺が悩んでいると、ふとソニアが声をかけてきた。

「？」

「あっちに良さそうな物を見つけたんです、一緒に見に行きませんか？」

「あっ、それじゃあイヴも呼んで」

「イヴさんはあっちで自分のを見てるみたいですよ」

　言われてみればあちこち店内を見て回っている内に、ちょっとイヴと距きよ離りが離はなれてしまっていた。

　ソニアの言う通り、彼女は彼女で商品を見てるし、邪じや魔ましちゃ悪いか？

「じゃあふたりで行くか、案内してくれるか？」

「はい。こっちです」

「！」

　え？　何でソニアは急に俺と手を繫つないで？

　彼女に手を握にぎられて、俺はドギマギしてしまう。

　オッパイまで吸っておいて今いま更さらとか言われそうだけど、それとこれとは話が別。

　女の子と手を繫ぐなんて、俺にはスゲーレアな体験なのだ！

「ここ入ってください」

「お、おう？」

　ソニアに手を引かれるままドアを開けて中に入る。

　あれ？　なんかここ狭せまい？

「え？」

　ここお店の個室トイレだ。

「え？　ソニア？」

　個室は狭くて、ソニアの顔が近い。

「カイト君」

「何？」

「その……お願いがあるんです」

「お願い？」

「カイト君にしか頼たのめないんです」

「いや、そりゃいいけど……」

　なぜトイレ？

　あとなんかソニアの顔、赤くない？

　お願いがあると言いつつ、何かモジモジしているし。

　これはまるであれだ……あの空き教室でお願いをされた時の──

「……えいっ！」

　──なんてことを考えていたら、ソニアはいきなり俺の手を摑つかんだ。

　何だなんだと思っていると、彼女は俺の手をそのまま自分のオッパイへと導く。

　むにょんっ

「……!?」

　え？　超ちよう柔やわらかくて気持ちいいけど何事!?

　ソニアの突とつ飛ぴな行動に嬉うれしがりつつ目を白黒させる俺。

　一方、彼女は「ハァ、ハァ」とやや呼吸を乱しながら、潤うるんだ瞳ひとみで俺のことを見つめていた。

「どうしたんだソニア……一体？」

「……お願いです……カイト君」

　ソニアは茹ゆで蛸だこみたいな顔をして、俺に「お願い」をする。

「もう一度……私から吸精してください！」

「え、え？　でも」

　ソニアの悩なやみはこの前の吸精で解決したんじゃ？

　俺が疑ぎ問もん符ふだらけの目でソニアを見ると、彼女は恥はずかしそうに若じやつ干かん顔を伏ふせる。

「実は……あの日からずっと胸が疼うずいて仕方ないんです」

「……！」

　なにそれエロい。

「ずっとムズムズして……じ、自分でカイト君の真似まねしてみたんですけど、それでも疼きが取れなくて」

「じ、自分で？」

「はい……」

　それってつまり、自分で自分の胸を吸……!?

　いや、ソニアのサイズなら可能だろうけど！

「っ！」

　俺はその光景を想像して片手で鼻を押さえる。

　もう片方の手は相変わらずソニアに摑まえられて、彼女の胸を揉もんだままだ。

「それでもその、我が慢まんしてたんですけど……言うのも恥ずかしいし……けど、この前のクエストの時、ロザリー先生とカイト君がシてるのを見て」

　そういえばあの時ソニアにも覗のぞかれてたっけ。

「先生、スゴく気持ちよさそうで……あの顔を見たら、私ももう我慢できなくて」

　ソニアはそう言って俺の手をギュッと握る。

　そんな力を入れたら俺の指が！　ソニアのオッパイに！

　ズズズッと指が胸に沈しずんでいくのを感じながら、俺はもう心臓バクバクだった。

「ご、ごめん……！　俺が吸精なんてしたから」

　あんなにウブだったソニアがこんなにエロくなったのは俺の所為せいだ。

「いいえ！　それは私が頼んだんですから、カイト君は悪くありません！」

　謝る俺に、ソニアが首を横に振ふる。

「これは私がエッチな女の子だったからイケないんです……わ、私も自分がこんな娘こだなんて知りませんでしたけど」

「ソニア……」

「カイト君がそう教えてくれたんです……だから、もっと教えてくれますか？」

　ソニアはもう片方の手で自分の服のボタンをはずし、前をはだける。

　露あらわになる彼女の深い谷間にお腹なか。

　そのお腹に浮うかぶ聖母リリスの紋もん章しようも強く輝かがやいていた。その輝きの強さが、いかに彼女が吸精を望んでいるかを表している。

　一いつ瞬しゆん、この紋章の所為で彼女はエッチになってしまったのかと思ったが……よく考えると違ちがう。

　聖母リリスの契けい約やくで女の子がエッチになるのは、あくまで本人が吸精させたい・して欲しいと願った場合のみだ。

　だからやはり、彼女は自分の意思で吸精を望んでいる……！

「お願いです……！　このままじゃ私、本当におかしくなっちゃう……カイト君に吸って貰もらえるなら私、何でもしますから！」

　彼女は潤んだ瞳で再度俺に懇こん願がんする。

「……ッ！」

　正直ここで吸精するのに躊躇ためらいもあったが、今ので完全に吹ふき飛んだ。

　チキンな俺でも女の子にここまで言われたら理性の箍たがも外れる。

「分かった！　ソニアがそこまで言うなら……！」

「ありがとうございます！」

　俺が頷うなずくと、ソニアはより一層瞳を輝かせた。





▽トイレでの秘ひめ事△






「早く、早く」

　私はカイト君に縋すがりつくように彼を急せかす。

　はだけた服の前からオッパイが露わになって、それが彼の胸むな板いたで潰つぶれる。その甘い快感を味わいながら、私は自分がドンドン昂たかぶっていくのを抑おさえられなかった。

　もちろん、こんなのはしたないと思う……でも、ダメ。

　だってしょうがない。

　あんな素す敵てきな体験、忘れたくても忘れられない。

　それでも最初は我慢していたのだ。

　けどやっぱり忘れられなくて、気がつけばあの放課後の教室での記き憶おくを何度も反はん芻すうしていた……お陰かげでここのところずっと授業中もうわの空だった。

　学園にいる間、ふと気がつけばカイト君のことを探していた。

　彼と話している最中は余計に吸精のことを思い出して、こっそりエッチな気分になっていた。

　なのに、あんな目の前で、ロザリー先生と……！

　あの時はあまりの生殺しに胸が疼いて、その後の巨神狩りハンテイングでふたりに迷めい惑わくをかけてしまった。

　それからも数日、今日まで我慢した。

　でも、もう限界。

「ねぇ、お願い早くぅ」

　お腹に浮かんだ聖母リリスの紋章も、私の欲求を反映するように一ひと際きわ強く輝いていた。

　早くこの胸から魔ま力りよくを吸い上げて……！

「あ、でもソニア」

「？」

「ここ店内だし、声は抑えて、な？」

「はぁい。分かりましたぁ」

　カイト君の注意に私は頷く。

　でもあんまり頭に入ってこなかった。

　今の私の頭の中は、彼との吸精のことでいっぱいだ。

「じゃあ、吸うからな」

　カイト君が私の下着をズラして、最後の確かく認にんをする。

「うん……！」

　自分でも分かるくらい、私の声はこれから与あたえられる快感への期待で上うわ擦ずっていた。

　声だけじゃない、私の胸の先せん端たんも期待への昂ぶりで鋭するどく尖とがりきっている。

　まだカイト君が口をつけてないのに、もう魔力が漏もれちゃいそう……！

　でも、どうせなら彼に吸って欲しい。

「……っ！」

　あとほんの一、二秒で彼の口が私の胸に届くのに、たったそれだけの時間溢あふれるのを我慢するのも物もの凄すごく大変だった。

　けど、ついに──。

「んんんんっ！」

　吸精が始まった瞬間、私は全身をぶるりと震ふるわせた。

　あ、これ立ってられない……！

「カイト君……っ」

　私は咄とつ嗟さに彼に摑まる。

　やっぱり、これスゴいよぉ。

　もう腰こしが抜ぬけそう……。

「あふっ！　んっ──ンンッ!?」

　カイト君の舌が私の胸の先端を転がし、その刺し激げきに負けて液体に変質した魔力がドバドバと溢れた。

　もちろん母乳とは違うのだけど……まるで彼に搾さく乳にゆうされているようで、倒とう錯さく的な興奮が私をさらに昂ぶらせた。

　それにさっきから彼の鼻息が胸に当たってる。

　私が強く抱だきついているから顔が胸に押しつけられて、きっと呼吸が苦しいんだと思う。でも離はなしたらそのまま倒たおれちゃいそうだし、怖こわくて手が離せない。

「あひんっ!?」

　その時、カイト君が反対側のオッパイを揉み始めた。

「やっ！　あっ、ひゃうんっ！」

　彼の指が私の胸に沈み込み、形をぐにぐにと変形させる。

　私は胸を揉まれながら「やっぱり男の子の手って大きいんだなぁ」と頭の隅すみっこでやや場違いな感想を抱いていた。

「んんっんんん！」

「ソニア、声」

「はいっ、でもぉ……！」

　これでも精せい一いつ杯ぱい我慢してるけれど、気持ちよすぎて。

　そんな言い訳を頭に浮かべつつ、何とか頑がん張ばって声を抑えようと努力するけど──




　コンコンッ




「……!?」

　突とつ如じよ響ひびいたノックの音にカイト君がビクゥッと肩かたを竦すくめた。

「……っ」

　私も一瞬驚おどろいたけれど、それはすぐに過ぎ去る。

　それよりも──誰だれかに見み咎とがめられるリスクよりも──この胸の疼うずきと、ジワジワと引いていきそうになる熱の行方ゆくえが気になって仕方がなかった。

　もしかしたら、私はちょっと正気じゃないかもしれない。

　それくらいシて欲しくて欲しくて堪たまらない。

「……カイト君、やめないで」

　私は彼の耳元でそう囁ささやいた。

　何なら見つかっても構わない。

　そんなことより彼とシ続けたい。

「けど……」

「お願い」

　躊躇うカイト君に私は懇願する。

　声ならいくらでも我が慢まんする。

　でも吸精をこれ以上我慢するのは耐たえられそうになくて、彼が私の胸から口を離しているこの一分一秒がもう気が狂くるいそうなほど辛つらかった。

「お願いします……今やめられると、ホントにもう、おかしくなっちゃう……！」

　私は半分涙なみだ声ごえでカイト君に訴うつたえた。

　吸精が中断されたオッパイの先端も声同様に切なく震えている。液体化した魔力が今もとめどなく溢れて、まるで泣いているみたいに床ゆかにポタポタと落ちていた。

「もう、ホントに限か……ッ」

「……ッ！」

　このまま本当に泣き叫さけびそうになった私の口を、カイト君の手が咄嗟に塞ふさいだ。

　それだけなら手を振り払はらおうと暴れただろうけど──彼は同時に、吸精を再開した。

「～～～～ッ!!」

　カイト君の手の平の下で、私は悲鳴を上げる。

　声はもう我慢できなかった……彼はこうなるのを察して、手でフタをしてくれたのだ。

　お陰で、私は遠えん慮りよなく快楽に身を委ゆだねることができた。

「ンッ、ングゥ～ウゥ～……」
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　自分でも悲鳴なのか嬌きよう声せいなのか、それとも呻うめき声なのかも分からない。

　脚あしはもうガクガクで、彼に腰を支えてもらわないととてもひとりで立ってなんていられなかった。

　痙けい攣れんは脚から全身にも広がって、その内口を塞がれている頭もガックンガックンなる。

　強きよう烈れつすぎる快感が胸から──そして下半身から込み上げてきて、目がチカチカした。

　ダメです……これ……もう私、エッチな女の子から戻もどれません。

　今日シてもらえたら、またしばらく我慢できる……なんて、トイレに入る前は思ってた私が浅はかでした。

　もっともっと沢たく山さんシたいです。シて欲しいです。これからも、何度でも……！

「あっ───！」

　まるで最後の栓せんを抜くみたいに、魔力の塊かたまりが一気にカイト君の口の中へ噴ふき出す。

　その瞬間、私の背中は弓なりに反って、頭の中が本当に真っ白になった。





▽魔ま剣けんアリス△






「はぁ……ぁ……」

　俺が手を離すと、ソニアのヨダレでベトベトだった。

　彼女の口くち許もとも汚よごれ気味だったので、俺はロザリーに持たされたハンカチで綺き麗れいに拭ぬぐってあげる。

「……」

　扉とびらの向こうの気配を探さぐってみるが、どうやらさっきの人はいなくなったようだ。

　騒さわぎにはなっていないみたいだから、バレなかったのかな……？

「ソニア、大だい丈じよう夫ぶか？」

「……ぅ……大丈夫……です」

　あんまり大丈夫そうじゃなかった。

　ソニアはトイレの壁かべにもたれかかり、呼吸を整えている。

「スミマセン……先に出ててもらっていいですか？　私はもうちょっと休んでから行きますから……」

「あ、ああ、分かった」

　確かにふたり一いつ緒しよに出るわけにもいかなかったので、俺はソニアの提案通り先に外に出て行った。

　外に出るとトイレの鍵かぎがカチャッと閉まる音がする。

　とりあえずこれで、ソニアが回復するまでの時間は稼かせげそうだ。

「……」

　それにしても吸精中のソニア、スゴかったな……。

　前はなんとなくだったそこはかとないエロスが、今日は全開だったというか。

　思えばロザリー以外で二回以上吸精したのはソニアが初めてだ。

　そして、この二回目で最後という気もしない。

　もし彼女が今後も吸精されるのを望むならいっそ……。

「……おっと」

　考え事をして、ついトイレの前で長居してしまった。

　せっかく別々に出たのに、これじゃ意味がない。俺は誰かに見つかる前に、早足で陳ちん列れつ棚だななどが並ぶコーナーまで戻った。

「あ、カイト」

「イヴ!?」

　戻って早さつ速そくイヴに見つかり、俺は思わずドキッとした。

「捜した」

「あ、あーごめん。ちょっとトイレ行ってた」

「……そう」

　イヴはコクリと頷うなずき、クイッと俺の制服の袖そでを引っ張った。

「あっちでおもしろい物見つけた」

「おもしろい物？」

　あれ？　さっきソニアにも似たようなこと言われてトイレに……。

　俺の心に謎なぞの警けい戒かい心しんが生まれたが、さすがに今度はトイレに連れ込まれなかった。

「これ」

　イヴが俺を連れてきたのは、魔ま導どう剣けんが収められたガラスケースの前だった。

「ん～、魔剣アリス？」

　台座に置かれた剣けん銘めいにはそう書かれていた。

　なんか剣のわりに人みたいな名前だな。

「そちらにご興味がおありですか？」

　と、その時ガラスケースを見ていた俺たちの許へ店員さんがやってくる。

「これ、魔剣って何なんですか？」

「こちらブラッドスミス『黄昏たそがれ』の最新作になります。王都で研究された最新技術が詰つめ込まれた晶しよう霊れい魔導剣ですね」

「晶霊魔導剣？」

「こちらの柄つかにルビーが嵌はめ込まれているのが見えますでしょうか？」

　そう言って店員さんが指差した柄には、確かに紅くれない色の宝石が嵌め込まれていた。

「晶霊とは精せい霊れいの一種で、鉱石に宿った精霊のことです。普ふ通つうの魔導剣と違ちがうのは、晶霊が生きているという点です」

「それって、何がスゴいんですか？」

「晶霊は魔導師が魔導剣を通して行使した魔法を学習できるんです。それにより晶霊自身が魔法式を覚えていきますので、やがて魔導師はただ剣に魔力を注ぐだけで魔法が発動できるようになります。いわば『育つ魔剣』ですね」

「へぇー、『育つ魔剣』」

　なんかおもしろそうだ。

「これ、ちょっと触さわってみてもいいですか？」

「はい。今、鍵を開けますね」

　店員さんはガラスケースを開けて、魔剣アリスを取り出してくれる。

「おおー！」

　魔剣アリスは諸もろ刃はの両手剣。

　刃やいばはわりと分厚く、頑がん丈じようそうな造りをしていた。

　その上、とても美しい。

　まさに魔剣という表現がピッタリくる。

　俺が見み惚とれていると──不意に『ピッ』と柄のルビーから音が鳴った。

『こんにちは、あなたが私のマスターになる魔導師様ですか？』

「おおわっ!?」

　い、いきなり剣が喋しやべった!?

『そんなに驚おどろかないでください、傷つきます』

「え、あっごめん。てか、誰？」

『私はアリス。この剣に宿る晶霊です』

「おおおお!?」

　晶霊が宿るとは聞いてたけど、まさか喋るとは！

「アリスって、お前の名前だったんだな」

『いきなり呼び捨てとは結構なことですね。私は女の子ですよ』

「剣に性別とかあるのか？」

『私が男の子だと、魔導師の子がドギマギしちゃうかもしれないじゃないですか。というか、あなた男性ですか？』

「ああ」

『おかしいですね。私の記き憶おくでは、魔導師は全すべて女性のハズですが』

「それはまあ、いろいろと事情があって」

『ほう？　それは興味深いですね』

　アリスは興きよう味み津しん々しんといった感じでいろいろ訊きいてきて、俺はそれに分かる範はん囲いで答えていく。

　話してみると結構おもしろい奴やつだな。

　自分を女の子というわりに話しやすいし。

　それに『育つ魔剣』ってのもいいけど、『喋る魔剣』にもロマンがあってイイ！

「だよな！　あとさ……！」

　アリスと話せば話すほど、ますます俺はこの魔剣のことが気に入ってしまった。

「俺、これにします！」

「ありがとうございます。ですが、最新式だけに学生さんには少々お高いですよ？」

「金ならあります！」

　俺は自信満々に持ってきた現金を見せる。

　するとノリのイイ店員さんはグッと親指を立ててくれた。

　それから会計を済ませ、ちょうどその頃ころにソニアもトイレから戻ってくる。

「カイト君、もう買う物決まったんだ」

「ああ！　いいのが見つかったんだ！」

　買い物を終えた俺たちは一緒に『暁あかつき』を出る。

「おお！　ついに剣が買えたぞ！」

　剣が手に入ったことと高い買い物の所為せいで、俺のテンションは最高潮だ！

　俺はアリスを鞘さやごと抱だき締しめる。

　すると、柄の紅こう玉ぎよくが明めい滅めつしてアリスが話しかけてくる。

『これからよろしくお願いしますねマスター』

「おう！　よろしくなアリス！」

『正直買っていただいて助かりました。私ってばお高い女なので、だーれも手に取ってくださらなかったんですよね』

「まあ、確かに高かったなぁ」

　アリスの購こう入にゆうでクエスト報ほう酬しゆうの３分の２が飛んでいった。

『それに私、魔導剣として優ゆう秀しゆうで多機能すぎて。自力で魔法を使いこなせてこそ一流って考えの魔導師さんには、逆に不評だったりするんですよね』

「魔導師としてまだまだ未熟な俺にはちょうどいいよ」

『マスターって結構変わり者ですね』

「それ褒ほめてるのか？」

　俺とアリスが延々と話し続けていると、ふとソニアは袖をクイクイッと引っ張ってくる。

「カイト君、このあとどうしますか？」

「どうって？」

「まだ時間ありますし、寄り道していきません？」

「おっ、それいいな！」

　確かにまだ帰るには早い時間帯だ。

　せっかく街に来たのだし、もうちょっと羽を伸のばしても罰ばちは当たらないだろう。

「イヴもどうだ？」

　俺はソニアと反対側を少し離はなれて歩いていたイヴにも声をかける。

　勝手に彼女も来ると思っていた──だが。




「ごめん。私は先帰ってる」




　イヴはそう言うと、返事も待たずに歩き始めてしまった。

「えっ、あっ！　じゃあ、また明日なー」

　俺は去っていくイヴの背中に手を振ふる。

　彼女は振り返らずに小さく手を上げて、そのまま帰っていってしまった。

「……？」

　何か少し態度が変だった。

　無表情はいつも通りだけど、ちょっと不ふ機き嫌げんそうというか……？

　妙みように引っかかったので、明日も様子が変だったらさりげなく訊いてみようと思った。

「うーんと、それじゃあ俺たちは寄り道してくか」

「はい！　行きましょう」

「おおお!?」

　抱だきついてきたソニアのオッパイが二の腕うでに当たる！

　揉もむのとはまた違う感動に俺は打ち震ふるえる。

「カイト君？」

「えっ！　あ、いや、じゃあ行くか」

　ソニア、絶対当たってるの気づいてるよな。

　もしかして、わざとなのか？

　だとしたらどういうつもりで？

　なんかその辺りが気になって、早くも俺はドギマギし始めてしまった。

『マスターってば案外お盛んですねー』

　アリスが感心してるのか呆あきれてるのか、そんなことを呟つぶやく。

　けど正直、そんなの気にならないくらい楽しかった。

『暁』で手を繫つながれた時もチラッと思ったけど、今度は本当にデートみたいだ。

　学園街はいろいろと知らない物や驚きに満ちていて、そこをソニアと散策するのはメチャクチャ楽しかった。

　前世では女の子とデートとか一回もしたことなかったからなぁ。

　感激のあまり、今度は泣いてしまいそうだ。

「カイト君、カイト君」

　ソニアもなんか甘えるみたいに俺の名前を呼ぶし。

　ずっとオッパイ当たってるし。

　もうなんか天国みたいだ。

　しかし、楽しい時間は過ぎるのも早い。

　気がつけばソニアが暮らす学生寮りようの門限が迫せまっていた。

「今日は楽しかったなぁ、ソニア」

「はい」

　空は茜あかね色いろに染まり、もうすぐ夜になる。

　けどなんだか帰るのが惜おしかった。

　いや、どちらかと言うとソニアを帰すのが惜しいというか……。

　なんか……経験がないから間ま違ちがいないとは言えないんだけど……。

「……」

「……」

　これって、いい雰ふん囲い気きなんじゃないか？

　ソニアもなんだか歩くのゆっくりだし……またモジモジしているし。

　表情もまた艶つやっぽくなってる気がする。

　まだオッパイ当たってるし。

　彼女も帰りたくないと思ってくれているんだろうか？

　それともまた吸精して欲しくなった？

　あるいはもっと別の理由で……？

　ああもうこういう空気を読む力とか前世でもっと養いたかった！　養う機会そのものがなかったんだけど！

　俺が内心煩はん悶もんしている間にも別れの時間ときは近づいてくる。

　そして、ついに分かれ道がやってきてしまった。

「えっと、俺はここで左なんだ」

「あ……私は寮なので右です」

　ソニアは残念そうに腕を離す。

　離れていくオッパイの感かん触しよくに、俺はスケベ的な寂せき寥りよう感に襲おそわれた。

「そういえば、カイト君ってどこに住んでるんですか？　寮じゃないみたいですけど」

「ん？　言ってなかったっけ。俺はロザリーの研究室に住んでるんだ」

「……!?　え!?　ロザリー先生のって……先生と一いつ緒しよにですか!?」

「え？　あ、うん」

「……！」

　俺が頷うなずくと、ソニアはこれでもかというくらい目を丸くする。




「カーイト」




　その時、とてもよく知っている声が頭上から降ってくる。

「ロザリー！」

「や！　帰りが遅おそかったから迎むかえに来たよ」

　そう言ってロザリーは空飛ぶ箒ほうきと一緒に地面に降りてくる。

「ごめん。帰りにちょっとソニアと寄り道してて」

「へぇー」

　俺が謝りながら遅くなった理由を言うと、ロザリーは今度はソニアの方に視線を向ける。

「あ、あの……わ、私はここで……」

　ソニアは妙にビクビクした声で、そそくさと寮の方の道へ歩いて行こうとした。

　が。

「待って、ソニア」

　ロザリーがそれを呼び止める。

「ひぅ!?」

　呼び止められたソニアはしゃっくりのような悲鳴を漏もらした。

「ちょっとソニアに話があるんだ。寮には連れん絡らくしておくから、ウチに来てもらってもいいかな？」

「は……はい」

　ふたりともどうしたんだ？

　何だかソニアは怯おびえてるし、ロザリーはニコニコしてるし。

「……？」

　状じよう況きようがよく分かってない俺はふたりの間でただ首を傾かしげた。





▽イヴの思春期の悩なやみ△






「はあぁ～」

　私は寮の自室に帰ってきたあと、ベッドの上にうつ伏ぶせになって何度もため息をついていた。

「……」

　ついカイトたちを置いて先に帰ってきてしまった。

　感じ悪かっただろうか……。

　でも、あれ以上カイトたちの傍そばにいられなかった。

　だって……。

　だってあのふたりが……お店のトイレであんな事をしていたから。

「……ん」

　実際にふたりの行こう為いを見たわけじゃない。

　ドアから少し漏れてきたソニアの声を聞いただけ。

　でも、ふたりが何をしてたかはすぐに分かった。

　だって私も──同じ事をされたいって、あの日からずっと……何度も何度も頭の中で思い描えがいていたから。

「ん……んっ……」

　私は躊躇ためらいながら自分の胸に触ふれる。

　ダメと分かっていても触さわらずに、弄いじらずにいられなかった。

「……ぅ」

　でも、ダメ。

　いくら自分で触れても、全然足りない。

　それどころか浅い刺し激げきの所為せいで、余計に疼きが深まってしまう。

　……吸われたい。

　ここをもう一度、彼に吸われたい。

「ん、カイトぉ……」

　無意識に彼の名前を呼んでいた。

　最近は毎日のように夢に見る。

　頭の中はカイトのことで一いつ杯ぱいだった。

「んんんっ……！」

　私は疼きからの解放を求めて、あの時カイトにされたように、自分でお尻しりを思いっきり鷲わし摑づかみにしてみた。

　それは気持ちいいけれど……やっぱり、ダメ。

　私の力じゃ満足できない。

　カイトの……男の子の力で、メチャクチャにされるくらい揉みしだかれないと。

「私、こんなエッチな娘こじゃなかったのに……」

　あの時の気持ちよさが忘れられない。

「はっ……はぅ！　カイト、カイトぉ……！」

　吸精された時のことを想うと、同時にあの『霧きりの谷』でのことも思い出す。
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　あそこで私は彼に助けてもらった。

　ひとりぼっちだった私には、あれは本当に嬉うれしかった。

　それに今日も……私にとってコンプレックスだった魔ま導どう剣けんを使うことを「カッコいい」と言ってくれた。

　何で、カイトはいつも私の弱いところを的確に突ついてくるんだろう。

　本当にズルい。

　そう思うほどに、私の敏びん感かんな部分が余計に切なさを訴うつたえてくる。

「うっ……！　はぁ、んっ……！」

　カイトとソニアがコッソリ何をしているか気づいた時。

　真っ先に私が思ったことは「羨うらやましい」だった。

　ソニアも、当然ロザリー先生も羨ましい。

　私もまたカイトにシて貰もらいたい。

　疼きを治すためだけじゃない。

　私……もうカイトのことが……！

「カイトぉ……！」





▽ハーレム計画本格始動△






　ロザリーはソニアを研究室まで連れてきた。

「ほら、こっちだよ」

「はははい」

　ソニアは完全に緊きん張ちようしていて、言われるがままに研究室の奥へ進む。

　奥にあるのは俺たちがいつも寝ねているベッドで、ロザリーは彼女にそこに座るように促うながした。

「ロザリー、どうする気なんだ？」

「まあまあ、私に任せて。大だい丈じよう夫ぶ、悪いようにはしないよ」

　ロザリーは俺を安心させるように微笑ほほえみ、自分もベッドに腰こしかけた。

「……」

　本当にどうするつもりなんだろう？

　分からないが、ロザリーが「大丈夫」と言うなら大丈夫なのだろう。

　とりあえず、俺は椅い子すを引っ張ってきてベッドの傍に座る。

「さて、最初からぶっちゃけて話そうか」

　ロザリーが話し始める。

「ソニア。今日カイトに吸精してもらったよね？」

「はぅ!?」

　ズバリ言い当てられ、ソニアは驚おどろきの声を上げる。

「な、何で分かったんですか？」

「そんなあま～い匂においをさせてたら誰だれでも分かるさ」

　不敵に、自信満々に微笑むロザリー。

　今のは実際の匂いの話？

　それとも物の喩たとえか？

　いや、どっちにしろ正解なんだけど。

「～～～～」

　言い当てられたソニアは顔を赤かったり蒼あおかったりさせていた。

　単純にバレたのが恥はずかしいのと、ロザリーに怒おこられるかもと怯えているからだろう。

　しかし、ロザリーは今度は彼女を安心させるようにやさしく笑いかける。

「安心してソニア。私は別に責めてるわけじゃないんだよ」

「え……でも？」

「戸と惑まどうかもしれないけど、まずは私の、いや、私たちの話を聞いてくれるかな？」

「は、はい」

「ありがとう。じゃあ──」

　──そうして、ロザリーは俺たちの夢を話し始めた。

　魔神王をたおして零ゼロ魔法の評価を覆くつがえしたいというロザリーの夢。

　その彼女の夢を叶かなえると誓ちかった俺の夢。

　そのために学園でハーレムを作らなければならないという話。

「……」

　一いつ旦たんそこでロザリーが話を区切ったが、ソニアはすでに呆ぼう然ぜんとしていた。

「まあ、いきなり魔神王をたおすとかピンと来ないだろうけど、そこはひとまずおいといて──」

　ロザリーはソニアの肩かたをポンと叩たたく。

「──ソニア、よかったらきみもカイトのハーレムに入らないかい？」

「……ふえぇ!?」

　唐とう突とつなお誘さそいに、呆ほうけていたソニアが素すっ頓とん狂きような悲鳴を上げる。

「さっき説明した通り、カイトが最強の魔導師になるには、彼に吸精させてくれる女の子が複数人必要なんだ」

「は、はぁ……」

「もしソニアがハーレム入りしてくれるなら、それこそ毎晩でもカイトに魔力を吸わせてあげて欲しい。女の子はひと晩寝れば魔力は回復するからね」

「ま、毎晩ですか!?」

「うん」

「……毎晩！」

　ソニアの視線が一いつ瞬しゆんこちらに向けられた。

「あ、ああのカイト君は、いいいんですか？　わっ私なんかで？」

「……それなんだけど、実は」

　その質問に対して、俺は頰ほおをぽりぽり搔かく。

「俺も近々ソニアにその話しようかと思ってたんだ」

「……え？」

「いやだから、ハーレムに入ってくれない、って話」

　キッカケはもちろん今日の『暁あかつき』での一件だ。

　責任を取るというのとは少し違ちがうけど、ソニアならと思ったのは確かだ。

　それは何も彼女のオッパイが一番大きいからとか、エッチだからだとか、そういう理由だけじゃなくて。

　お互たがいの相あい性しようというか……何というか。

　要するに、つまり……。

「俺も誘うならソニアがいいって思ったんだ」

「……！」

　ソニアは今日一番のキラキラ具合で目を輝かがやかせ、やがて嬉しそうに頰を緩ゆるませた。

　彼女は俺とロザリー両方の顔を見てから、

「あの、不束ふつつか者ものですが、どうぞよろしくお願いします」

　と、大きな声で返事をした。

「うん！　決まりだね！」

　ロザリーも頷うなずき、話が纏まとまる。

　こうして、ソニアのハーレム入りが決定した。

「……っ！」

　俺が不ふ甲斐がいなくて長らく滞とどこおっていた『ハーレム計画』がいよいよスタートした！

　けどこれ改めて考えると俺の責任スゲー重大だ。

　確かに公こう認にんで何人もの女の子とキャッキャウフフできる。

　でも一歩間違えれば修しゆ羅ら場ば確定。

　ハーレムはたちまちの内に地じ獄ごくと化す。

　それを回かい避ひするには、何人もの女の子を同時に満足させる必要がある。

　改めて考えてもそれってメチャクチャハードルが高い！

　だけどやらねーとダメだ！

　俺とロザリーの夢のために、ハーレムは必ひつ須す。

　ならやってやるしかない！

　男の夢のハーレム王に、俺はなる！

「さて、ハーレムに加わった以上、ソニアも私たちの仲間だ。私はソニアのことを大切に想おもうから、どうかきみもそう想ってくれると嬉しいな」

　ロザリーはそう言って、ソニアをやさしく抱だき締しめる。

「は、はい……！」

「……うん！　それじゃあ、せっかくだし今夜はこのまま三人で吸精しよっか」

「「え!?」」

　唐突な提案に俺もソニアも驚く。

「これからはこういう機会も増えるんだ。カイトには慣れて貰わないとね」

「お、おお！　なるほど！」

　確かにロザリーの言う通りだ。

　けどいきなりそんなことを言われて、ソニアは大丈夫だろうか？

「さささ三人で吸精……え、えへへ」

　あ、大丈夫そうだ。

　こんな三人での吸精なんてもちろん俺には初体験だが……。

　女の子たちがいいと言うなら、俺も頑がん張ばって男を見せよう！

「ほら、カイトもこっち来て」

「ああ」

　俺は椅子から立ち上がり、ロザリーたちのいるベッドへ移動する。

「んっしょ」

　ロザリーは躊躇ためらいなく自分の服と下着を脱ぬいでいく。

　形のよいバストが露あらわになり、いつものように俺は目を奪うばわれる。

　そんな俺の反応にロザリーは満足そうに微笑みつつ、ソニアへと視線を移した。

「さあソニア、次はきみのオッパイも見せて？」

「は、はい」

　ロザリーに促され、ソニアもおずおずと自分の服を脱ぐ。

　現れるのはド迫はく力りよくの爆ばく乳にゆう！

「おおー！」

　その迫力に、ロザリーさえも歓かん声せいを上げた。

「うわー、服の上からでも分かってたけど、やっぱりスゴいね～」

「あ、ありがとうございます」

　褒ほめられて何かずれたお礼を言うソニア。

「……っ」

　ふたつ並んだ大きなオッパイを前に、俺はもう何度目か分からない神に感謝した。

　ロザリーもソニアも奇き跡せきのようなオッパイの持ち主。

　そのふたりのオッパイが同時に目の前に並んでる！

　その光景はまさにオッパイ大山脈！

　いったい俺に何度同じ事を言わせる気なんだ……。

　オッパイ、サイッコー!!

「さてと、最初は私からシて貰もらおうかな。ソニアはもう昼間に一回シたみたいだしね？」

「～～～」

　悪戯いたずらっぽくからかわれ、ソニアは頰を赤らめる。

「さ、カイト」

　両りよう腕うでを広げ、俺を胸むな元もとへ誘うロザリー。

　いつも彼女と吸精をする時のポーズだ。

　俺は花の蜜みつに誘われる蜂はちみたいに、自然と彼女のオッパイへと飛び込む！

　彼女のオッパイを顔全体でまずは堪たん能のう。

　跳はね返ってくる感かん触しよくはやはり柔やわらかい。

　それはソニアも同じだけど、ハリと弾だん力りよくはロザリーがやや上か？

　どっちにしろ気持ちいいのには変わりないけど！

　ああ、このオッパイを毎日枕まくらにして寝ねたい。

　頼たのんだらやってくれるだろうか？

　今度頼んでみよう。

　よかったらソニアにも。

　でもこのふたりに頼んだら、オッパイに埋うもれて窒ちつ息そく死ししそうだな……本ほん望もう！

　っとと、夢を膨ふくらませるのはその辺で、まずは吸精だ。

　俺は両腕を彼女の背中に回して徐じよ々じよにぎゅーっとしながら、顔をオッパイから上に移動させ──だっこの完成と同時にキスをする。

「あ、カイト……んっ」

　弱点の同時責めに、唇くちびるの端はしからロザリーが甘い声を零こぼす。

　それから彼女も俺の背中に手を回し、ぎゅーっ。

　その甘えてくるような仕草に、俺は興奮を隠かくせない……！

「～～～」

　吸精の時のロザリーはなんだかいつもより子供っぽい。

　それがいつもの頼たよれるところとギャップになって、スゴくかわいく感じる。

「ッ！　んうっ！」

　段々我が慢まんが利きかなくなってきたのか、ロザリーの声が震ふるえ始める。

　肌はだもほんのりと桜色に色づき、吐と息いきも小刻みになっていく。

　彼女から押しつけられるオッパイの先せん端たんも硬かたくしこっていた。

　そろそろかな……。

　俺は再び彼女の胸元に顔を移動する。

　彼女のしこりは桜よりも鮮あざやかなピンク色に艶つやめき、鋭するどく尖とがりきっていた。

　オッパイは大人みたいに大きいのに、ここだけは子供みたいに小さくてカワイイ。

　このアンバランスさが真の黄金比だと思う！

「あむっ！」

　その究極の神秘を生み出す慎つつましやかな突とつ起きを口に含ふくんだ……！

「あっ！　カイトの舌が……！」

　まずは舌先で桃もも色いろの蕾つぼみを転がし、続けて柔らかく唇で挟はさむ。

　そして吸精を始めると、今日もロザリーの魔力が俺の中へと流れ込んできた。

「いいよカイト……！　タップリ吸って！」

　ロザリーは少し上うわ擦ずった声で叫さけびながら、俺の頭をぎゅっと摑つかむ。

　まるでクエストの時みたいだ。

　あの時もソニアたちに見られながらの吸精だった。

　ロザリーはいつも俺のために堂々としてくれているけど、これで案外恥はずかしがり屋なところもある。

　そんな彼女だから、見られながらするのはやっぱり人並みに恥ずかしいのだ。

　その羞しゆう恥ちが興奮となって、吸精の効率をさらにアップさせている。

「はぅん！」

　ロザリーの体が一度大きく跳ねる。

　いつもならここで少し休んで、また吸精するのだが。

「ほら、カイト。私ばっかりじゃなくて、今日はソニアも一いつ緒しよなんだよ？」

「！」

　ついロザリーに夢中になっていた俺は、慌あわててソニアの方に向き直る。

「……っ……っっ」

　おあずけを喰らっていたソニアは、もう泣きそうな顔で自分の胸を弄いじっていた。

「あ……カイト君……！」

　俺が見ているのに気づき、ソニアが顔を上げる。

「カイト君、私もぉ……！」

　ソニアが懇こん願がんするようにこちらへ手を伸のばしてくる。

　俺を見つめる潤うるんだ瞳ひとみは、もう待ちきれないといった熱を帯びていた。

「ソニア……お待たせ」

「ああ、カイト君……！」

　ソニアの熱に当てられ、俺は無意識にゴクリとノドを鳴らした。

『暁あかつき』で吸精した時からますますエロくなってる……ッ！

　もう隠れてする必要がなくなったからだろうか？

「カイト君、触さわって？」

　ソニアは俺の手を取って自分のオッパイへと導く。

「あッ……！」

　たゆんっと手が当たっただけで、ソニアはビクッと反応する。

　俺はもう片方の手も彼女のオッパイにあてがって、左右から同時に揉もんだ。

「アッ！　イイです！　気持ちイイですカイト君！」

　ソニアはもう何の遠えん慮りよもなく声を上げる。

　お店のトイレで我慢していた分まで吐はき出すような大声だ。

　その声に釣つられ、俺も張り切ってオッパイを揉み上げる。

　彼女のオッパイはお餅もちのように柔らかくて、肌が指に吸いつくようだった。

　よくよく考えれば、彼女とはいつもコソコソと吸精していたから、吸精前の愛あい撫ぶに時間があまりかけられなかった。

　彼女の「エッチになるポイント」がオッパイだったので、それでも十分な吸精を行えたが……今夜は前ぜん戯ぎにタップリ時間をかけられる！

「んっ！　アッ！　カイト君、もっと乱暴に揉んで……！」

「……！」

　そんなこと言われたら、俺もいよいよ我慢できなくなる！

　俺は揉んだ！

　揉みしだいた！

　それはもう遠慮なしに！

「ああっあああぁーっ！」

　ソニアの体をベッドの上に押し倒たおし、体重をかけてオッパイを揉む。

　俺の指が彼女の胸に沈しずみ込んで形を変える。

　むにょんむにょんっと回すように揉み。

　たぽんったぽんっと左右のオッパイをぶつけるように揉んだ。

　まるでオッパイで遊んでいるみたいだ。

　そしてもう、我慢の限界がきた。

「ひあっ……ッ!?」

　俺がソニアのオッパイに吸いつくと、彼女は一いつ瞬しゆん息を詰つまらせる。

「！」

　タップリと刺し激げきを与あたえたお陰かげか、いきなり口の中に甘い味が溢あふれる。

　それはもうとめどない勢いで、全てを飲みきれずに唇の端から漏もらしてしまうほどだ。

「アッ！　カイト君……もっと！　もっと飲んで、私の！　オッパイたくさん飲んでください！」

　ソニアは身み悶もだえしながら俺の頭に抱だきついてくる。

「んむっ!?」

　オッパイの圧が凄ッ！

　本気で窒ちつ息そくしそうだが、俺は口を離はなさなかった。

　それどころか──

「ヒィィィ!?　りょ、両方同時に!?」

　──俺はソニアの左右のオッパイを真ん中に寄せ、その両方の先端を同時に咥くわえて吸った。

　彼女の特大オッパイだからこそできる芸当だ。

　両方から吸うので、単純に吸収効率も二倍！　オッパイも二倍！

「こんなに気持ちいいの初めてですぅ……これからは毎日シてもいいんですよね!?」

　ソニアは喘あえぎながら「嬉うれしい！」と連呼する。

　そんなに喜んで貰えると俺も嬉しくなってしまう。

「むごもごご……ぷはっ！」

「アンッ！」

　一瞬息いき継つぎのために口を離す。

　吸精から解放されたソニアのオッパイからは、液体化した魔ま力りよくがピュッと噴ふき出た。

「はむっ！」

「アアンッ！」

　またすぐの吸精の再開。

　多少の息苦しさなど問題ない！

　死ななきゃ安い！

　このオッパイを吸うためなら命だって払はらう！

「アッアッ！　イイーッ！」

　ソニアが悲鳴を上げ、俺を上に乗せたまま全身を仰け反らせる。

　そのまま数秒ブリッジ状態で声を上げ続け……やがてドサッと倒れて荒あらい呼吸を吐き出した。

「ねぇカイト～、そろそろ私の方にも戻もどってきてよ～」

　と、今度は背中からロザリーが俺を求めて仔こ猫ねこのような声で甘えてきた。

　彼女がしなだれかかってきて、背中にオッパイが当たる！

「……ロザリイィ！」

「アアンッ！」

　俺はオッパイに誘さそわれるがまま、今度はロザリーのオッパイに襲おそいかかる。

　もう気分はケダモノ！

　いや、オッパイハンターだ！

　巨神を狩かるよりオッパイを沢たく山さん狩りたい！

「カイトくぅん」

　やがて復活したソニアが再び起き上がってくる。

「……ッ！」

　俺はもうふたり纏まとめてオッパイに抱きついた。

「アッアッアッ！」

「アヒッ！　アアンッ！」

　俺の腕うでの中で、ロザリーもソニアも悶もだえまくる。

　両手で違ちがうオッパイを揉み、思うさまに吸いついて、魔力を吸う。

「カイト君、私も……キスしてぇ？」

「えっ？」

「んっ……！」

　ソニアは俺の返事も待たずに、自分の唇くちびるを捧ささげてきた。

　彼女の唇はやっぱり柔やわらかくて、プルンッとした感かん触しよくだった。

「えへへ、しちゃったぁ」

　唇を離すと、ソニアは照れるように微笑ほほえむ。

　その顔はエロじゃなくてかわいらしくて、なんだか不意を突つかれた気持ちでドキッとさせられる。

「あーっ！　ズルいぞ、私もキスする！」

「ロザリー先生はいつもシてるじゃないですかぁ」

「いいの！　カイトのキスは気持ちいいんだから！」

　そう言って今度はロザリーが俺にキスしてくる。

　彼女とのキスはさっきよりもディープ。

　もはや舌と舌のエッチだ。

「先生こそズルいですぅー！」

　と、そこへソニアが割り込んできてキス。

　しかし、ロザリーも負けじと意地を張って、なんか俺とのキスの取り合いみたいな状じよう況きようになってきた。

「あーもう！　ふたりとも仲よく！」

　キリがなかったので、俺はふたりのオッパイを同時に強く揉んだ。

「アヒッ!?　な、何、ヒィッ!?　なん……アッ!?」

「ちょっ、カイトぉ……強すぎ……!?」

　ふたりは押し寄せる強い快感の波に悶え始める。

　特にオッパイそのものが弱点のソニアは全身を震ふるわせ、先せん端たんから魔力もドクドクと溢れさせていた。

　しばらくして俺が手を離すと、ふたりはぐったりと仰あお向むけにベッドに倒れた。

「カイトくぅん……す、吸ってください……！」

「カイト、私も……っ！」

　荒い呼吸でオッパイをプルプルと震わせながら、ふたりは動物の降参のポーズのようにお腹なかを見せて俺を見つめてきた。

　先さき程ほどまでの主張の激しさはなりを潜ひそめ、彼女たちは従順に俺を待っている。

　どうか早く吸精してくださいと視線で訴うつたえてくるふたり。

　そしてどうぞ召めし上がれとばかりに並ぶ彼女たちのオッパイ。

　こんな光景見せられたら、男なら我が慢まんなんてできるわけがない……！

　俺は喜び勇んで、ふたりのオッパイに覆おおい被かぶさっていった。

「「アアッアアアァーッ!!」」

　ふたりが同時に上げた嬌きよう声せいは夜の学園中に響ひびき渡わたった。







　初めて三人一いつ緒しよの吸精を終えて。

「すぅすぅ」

　度たび重かさなる吸精で力ちから尽つきたのか、ソニアはすでに寝ね息いきを立てていた。

「うーん、このベッドだと三人は狭せまいかな？　大きいの買い直そうか」

「今日は俺、ソファで寝るよ」

「いや大だい丈じよう夫ぶだよ。私と抱だき合って寝れば、ギリギリスペースは足りるさ」

　ロザリーはソニアにシーツをかけてあげながら「そういえば」と何かを思い出したように呟つぶやいた。
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「あと二週間で前期末試験だね」

「前期末試験？」

「今回は遺い跡せき探たん索さくだったかな。パーティーで挑いどめるけど、またあの三人で組む？」

「そうだなー。できればまたイヴとソニアと組みたいな」

「ふーん……」

「？　どうしたんだロザリー、考え事して」

「んー……彼女の方はどのくらい見込みがあるのかな、と思ってさ」








第七章










▽前期末試験、開始△






　ノートンクロス魔導学園一年次前期末試験。

　中ちゆう途と入学の俺からすれば二ヶ月も経たってないが、学園では半年に一度、前期と後期の終わり頃ごろに大きな試験がある。

　試験内容は受講している授業によって異なるが、これに合格しなければいくら単位を修得しても進級させて貰もらえない。

　今回俺たちが挑むのは、とある遺跡の探索だった。

「この遺跡にはやや小型のヨトゥン級が出しゆつ没ぼつします。それらを退けながら遺跡の最下層へ進んでください」

　監かん督とく官のレイナ先生はそう説明し、一個の透とう明めいな石を俺たちに見せた。

「これは彩さい光こう石。ある種の魔力波長と共鳴して色が変化する石です。遺跡の最下層には学園が用意した共鳴用の魔法道具が置いてありますので、そちらで色を変化させてきてください」

　つまり、それが合格の証あかしというわけか。

　監督官たちは集まった各パーティーに彩光石を配る。

「彩光石は１組につきひとつ。決してなくさないように。紛ふん失しつした場合、ここまで戻ってくれば一度だけ再チャレンジを認めますが、それ以降は不合格とします」

「もし戦せん闘とう中に石が破は壊かいされた場合はどうするんですかー？」

　生徒のひとりが手を挙げて質問をする。

「破壊された場合も再発行は一度までです。これはある意味、目的地まで物を無事に届ける運うん搬ぱんクエストと思ってください」

　その後も幾いく人にんか生徒が手を挙げ、監督官は順に答えていった。

「運搬クエストか。確かに、それで荷物をなくしたり壊こわしたりしたら失敗だよな」

「石は誰だれが持ちますか？」

　ソニアが俺に質問してくる。

　彩光石は１パーティーにつきひとつだけ。

　軽く触さわってみた感じ脆もろくはなさそうだが、乱暴に扱あつかったら流石さすがに壊れそうだ。

「この中じゃイヴが一番しっかりしてるし、頼たのんでいいか？」

「……あ、うん」

　イヴは一いつ拍ぱく遅おくれて頷うなずいた。

「？」

　なんかうわの空だな。

　やけにポーッとしてるというか。

「イヴ、寝不足か？」

「えっ!?　いや別に!?」

　誤ご魔ま化かし方ヘタか。

「無理すんなって。体調悪いなら、前衛は俺がやるから」

「いや、大丈夫」

「けど」

「ふたりの足を引っ張りたくない」

「……まあ、そう言うなら。でも何かあったらすぐ言えよ？」

「うん、分かった」

　ちょっとは調子戻もどったか？

　でも少し心配だな……。

　そんな一いち抹まつの不安を抱かかえつつ、いよいよ試験の開始時刻が迫せまる。

「三人とも頑がん張ばってね」

　ロザリーが俺らにエールを送ってくれる。

　俺は彼女に手を振ふり返し、改めて気合いを入れた。

「よし、じゃあふたりとも行くぞ！」

「うん！」

「はい！」

　そうして、ついに前期末試験がスタートした。







「オオオリャ！」

「ギャアアア！」

　蛇へび型の巨神が悲鳴を上げてたおれる。

　ヨトゥン級蛇型巨神ナーガ。

　蛇型というが、コイツがヘビなのは下半身までで、上半身が人間みたいな手と頭を持つ巨神だった。

　要するに半蛇半人。

　手には神鉄の槍やり、頭は外骨格の兜かぶとで武装し、その出いで立ちはまるで兵士か門番みたいだった。

　性格もかなり好戦的で、人と見るや否いなやいきなり襲おそいかかってくる。

　とはいえ、あのヴァナラに比べればかわいく見える敵だった。

『順調ですね、マスター』

「ああ、新技のグラビティソードもいい感じだぜ！」

　グラビティソードとは文字通り、グラビティを魔導剣にエンチャントした技だ。

　強力な力場を刃やいばの周囲に発生させ、それを薄うすく伸のばすことで抜ばつ群ぐんの切れ味を発揮する。

「いやーそれにしてもアリスの自動魔法発動オートモードは便利でイイな！」

『恐きよう縮しゆくですねー』

　自動魔法発動オートモードとは、アリスが使える機能のひとつだ。

　店員さんが説明してくれた通り、彼女は魔法を学習する機能があり、覚えた魔法は俺が魔力を剣に流し込むだけで発動できる。

「俺って魔法式とか組むの苦手だったから助かるぜ」

『まだグラビティとサイキックしか覚えてませんけどね』

「いやいや、それでも十分だって」

　それにアリスは魔法の扱いも俺より得意だ。

　魔法式には魔法発動のための基き礎そ式と、効果範はん囲いや持続時間を決める副式がある。

　魔法の上手うまいヘタは主に副式をどこまで緻ち密みつに組めるかで決まり、俺はそれが苦手だ。基礎式だけでほとんど精せい一いつ杯ぱい。

　だがアリスがいてくれるお陰かげで、その苦手部分もカバーしてもらえる。

「今度はサイキックソードとかやってみるか？」

『物を動かす魔法で何するんですか？』

「うーん、剣を飛ばすとか？」

『マスターが手を離はなしちゃったらダメでしょう』

「あー、俺が魔力流し込まなきゃだもんな」

『でも物を飛ばす剣ですかー。うーん、何かオモシロイことできそうですねー』

「おっ！　何か思いついたか？」

　俺とアリスが和わ気き藹あい々あいと話していると、ポンポンと肩かたを叩たたかれる。

「カイト、試験中」

　話しかけてきたのはイヴだった。

　彼女とソニアもナーガを一体たおし終えたようだ。

「ごめん。じゃ、先を急ぐか」

「ん」

「はい」

　俺たち三人はさらに遺跡の奥へと進む。

　目指しているのは最下層なので、階段を探しては下へ潜もぐっているが、もうだいぶ下りてきた気がする。

「これ、結構俺たち順調だよな？」

「うん。かなりのペース」

「さっきから誰とも会いませんよね」

　ソニアはそう言って階段を振り返る。

　上から誰かが下りてくる気配は全然ない。

「もしかして、私たちが先頭トツプなんでしょうか？」

「たぶん、そうだと思う」

　ソニアの呟きにイヴも頷く。

「ていうか、思ったより敵が弱くないか？　この前デイダラ級を経験したからってのもあるだろうけど」

「前期の試験は〝確かく認にんの試験〟だから」

「確認の試験？」

「ちゃんと必要なことを学んでるかの確認」

「ああ、なるほど」

　必要最低限、ちゃんと勉強が身についてるか見るための試験なのか。

「だからあんまりキツくないんだなー」

「その代わり、後期試験は〝落とす試験〟……未熟な魔導師を進級させないために、容よう赦しやない課題が出されるって噂うわさ」

「うへぇーマジか」

　だが、巨神との戦いは文字通り命いのち懸がけだ。

　力が足りない状態で関かかわれば死んでしまうこともある。

　そうならないために、あえて厳しくするのが学園側のやさしさなのかもしれない。

「けどこんなに順調なのは、カイトが強すぎるからだと思う」

「え？　俺？」

「はい。私もそう思います」

　イヴの褒ほめ言葉にソニアまで同意してくる。

「なんだかそんな褒められると照れるな」

「それにカイトは剣を使う時イキイキしてる」

「楽しそうですよね」

「まあ、それは確かに」

『マスターが楽しそうで何よりです』

　その後も俺たちは順調に巨神をたおしながら奥へと進み──やがて広い部屋に辿たどり着いた。

「っと、何かの広間か？」

　メッチャ広い。体育館くらいある。

　でも天てん井じようや壁かべが崩くずれて瓦が礫れきが多くて、部屋の奥まで見通せない。

　もしかしたら床ゆかも脆くなっているかも……？

「こりゃ危ないな。慎しん重ちように行こうぜ」

「うん」

「はい」

　俺たちは床に注意しながら先へと進む。

　何個目かの大きな瓦礫を迂う回かいすると、ようやく部屋の奥の壁が見えてきた。

　その壁の手前に何かが置いてある。

「あっ！　あれって先生の言っていた魔ま法ほう道具じゃないですか？」

　ソニアが指差したそれは、巨きよ大だいな虹にじ色いろのオーブだった。

「あれが彩さい光こう石と共鳴させる魔法道具？」

「きっとそうですよ！」

　ソニアは嬉き々きとして頷く。

　確かに見た目そんな感じだ。

　それに大おお雑ざつ把ぱに見て回ったところ、この部屋は他の部屋や廊ろう下かに続く扉とびらがない。

「てことはここが最下層だったのか？」

「そうなんじゃないですか？」

「おお！　じゃあ俺たちが一番でゴールだな！」

「はい！」

「待ってふたりとも。まだ罠わなの可能性がある」

　早くもはしゃぐ俺とソニアにイヴが釘くぎを刺さしてくる。

「罠って、でもほかに行けるところないぞ？」

「道を間ま違ちがったとか」

「でもさっき下りてきたところ以外、ほかに階段なかったろ？」

「隠かくし階段とか」

「えー、それはイジワルすぎないか？」

「……まあ、私の考えすぎな気もするけど」

「いいさ。どのみち彩光石をあのオーブに近づければ分かることだろ？」

　石の色が変わらなかったら間違っていたということだ。

　その時はまた上の階に戻って、イヴの言う隠し階段を探せばいい。

「イヴさん、早さつ速そくやってみましょう！」

「うん」

　ソニアはイヴの手を引っ張ってオーブへ向かう。




　その時、瓦礫の陰に隠れていたナーガがふたりに飛びかかった。




　その奇き襲しゆうはふたりからは死角になっていて、反応できたのは俺だけだった。

「危ない！」

　俺は咄とつ嗟さにふたりを突つき飛ばし、ナーガの槍を剣で受け止める。

　そこまではよかったが。

　ボコッ!!

「!?」

　突とつ然ぜん、足元の床が消失した。

　脆もろくなった足場が今の衝しよう撃げきで崩れ落ちたのだ。

　当然、空も飛べない俺はそのまま落下するしかない。

「カイト！」

「カイト君！」

「うわああああ！」

　手を伸ばすふたりの顔が遠ざかるのを見ながら、俺は深い深い穴の底へと落ちていった。





▽遺い跡せきの守護者△






　穴は予想以上に深く、俺は延々と落ち続ける。

「どうすんだこれ!?　どうすんだこれ!?」

　いかに穴が深かろうといつかは床に叩きつけられる。

　真っ暗で今どれくらい落ちたのかは分からないが、体感的にこのままじゃミンチ確定だ。

「アリス！　何とかできないか!?」

『待ってください！　今計算中です』

「早くしてくれー！」

『ああもうマスターうるさいです…………っと、これでどうです!?　重力制せい御ぎよ発動！』

「!?」

　魔導剣けんのルビーが光り、急に落下速度が減げん衰すいする。

「おおっ浮ういた!?」

『グラビティの応用でマスターの落下速度を減速させたんです。飛んでるわけじゃないので、このままゆっくり下りてきますよ』

「いや、死ぬかと思ったわ。ありがとなアリス！」

　俺はそのまましばらくフワフワと下降していき……やがて足が床につく。

「随ずい分ぶん落ちたよな……？」

『ですねぇ』

　頭上を見上げても、俺が落ちた穴が全然見えない。

　上の部屋も体育館並みに広かったが、ここはどれだけ広くて天井が高いんだ？

「一いつ緒しよに落ちたナーガはどこだ？」

『さすがに落下死したんじゃないですか？　外骨格が守ってたのも頭だけでしたし』

「そっか」

　とりあえずこの暗くら闇やみで襲おそわれる心配はないのか。

　そのことにはホッとするが、依い然ぜんとしてここがどういう場所なのかよく分からない。

　試ためしに床を蹴けってみた感じ、わりと平らだった。

　つまり偶ぐう然ぜんできた空くう洞どうとかじゃなくて、ちゃんとした部屋なのか？

　てことはここが遺跡の真の最深部？

　いろいろと推測してみるが、暗いままじゃ結局何も分からなかった。

「アリス。ダメ元で聞くけど」

『さすがの私もライト機能はないです』

　先回りして回答され、俺は小さく肩かたを落とす。

　ともあれ、明かりが欲しい。

　上の遺跡は魔法道具で明るかったが、ここも遺跡内部の部屋なら同じ物が壁とかにないだろうか？

　俺がそんなことを考えながら、とりあえず動こうと思った──その時。




「シン……ニュウ……シャ」




　唐とう突とつに、掠かすれた声が暗闇の中に響ひびき渡わたった。

　それは囁ささやくみたいな喋しやべり方なのに、大気を震ふるわすように鈍にぶく室内に反はん響きようし、俺は一いつ瞬しゆん平へい衡こう感覚を失ってたたらを踏ふんだ。

「なっ何だ!?」

　事態が吞のみ込めず、とりあえず魔導剣を構える。

　すると、突とつ然ぜん暗くら闇やみに光が灯ともり始めた。

　光源は遺跡でも見た照明の魔法道具で、壁と天井に並べられたそれが続々と点灯していく。

「……っ！」

　急に明るくなった所為せいで俺は目が眩くらんだ。

　何度かまばたきをして何秒後かに視力を取り戻もどすと、室内はすっかり明るくなっていた。

　やはり俺が落ちてきた部屋は途と方ほうもなく広かった。

　上が体育館並みならここは東京ドーム並みだ。

　いや、行ったことないけど。

　とにかくそれくらいスケールが違った。

　そして、さらにスケールが違うのがもうひとつ。

　いや、もう一体。

　──ソイツは遺跡の最さい奥おうに鎮ちん座ざしていた。

　そう、座っている。

　座っているのに、デイダラ級のヴァナラより遥かにデカかった。

　立ち上がったらヴァナラの倍どころじゃない。

　しかもその全身は神鉄の外骨格で覆おおわれていた。

　神鉄は白はく亜あで鈍く光り、照明の角度によっては銀にも見える。

　まるで全身鎧よろいを纏まとった巨きよ人じん。

　いや、その途方もない巨きよ軀くは神こう々ごうしさすら感じられ、俺は無意識に「巨神……」と呟つぶやいていた。

「アリス……何だよあれ？」

『遺跡を守護するギガンテス級人型巨神ガーディアン……私の知識にある巨神データの中のそれに酷こく似じしています』

「ギガンテス級って……それ上から二番目の等級じゃねぇか!?」

　単独で都市の壁かべを破は壊かいし得る破格の等級だ。

『さらに悪い報しらせですマスター。ガーディアンは文字通り『守護者』……遺跡に侵しん入にゆうした人間を敵と認にん識しきし、全ぜん滅めつさせるまで追い続けるそうです』

「マジか……」

　そういえばさっき「シンニュウシャ」って声がした。

　あれって絶対俺のことだよな……。

　あまりの窮きゆう地ちに、逆に俺が笑いそうになっていると──




「カイト!?　無事!?」

「カイト君!?」




　──俺を追ってきたイヴとソニアがここに現れてしまった。

　いや、現れたというか……おそらく穴に落ちた俺を助けるために、このガーディアンのいる部屋まで下りてきてしまったのだろう。俺を助けるために。

「カイト、ほら摑つかまって！」

「ははは早く逃にげましょう！」

　イヴは俺に向かって手を伸のばし、彼女に摑まるソニアも真っ青な顔で叫さけんでいる。

　俺も一度はその手を取ろうとしたが──

「マタ……シンニュウ……シャ」

「……ッ！」

　──俺は伸ばしかけた手を引っ込める。

「どうしたのカイト？　ほら、早く」

「俺は残る」

「何で!?」

「アイツの足止めが必要だ」

　もし全員で逃げたら、ガーディアンはきっと俺たちを追ってくる。

　あんな奴やつが地上を目指して追ってきたら、確実に遺跡は崩ほう壊かいするだろう。

　そうなったら俺たちはもちろん、試験中のほかの生徒まで巻き込むかもしれない。

　何よりさっきアイツはイヴとソニアも侵入者としてロックオンした。

　彼女たちを逃がすためにも、俺が奴の足止めをする。

「ふたりはみんなを避ひ難なんさせながら地上に戻って、先生たちにガーディアンのことを伝えてくれ」

「カイト君は!?」

「俺なら大だい丈じよう夫ぶだから！　早く行くんだ！」

　俺は有う無むを言わせず強い口調で頼たのんだ。

　女の子に怒ど鳴なりたくなんかないが、今は一分一秒が惜おしい……。

「ソニア……行くよ」

「けど、イヴさん!?」

「カイトの判断が正しい」

「でも……だって！」

　イヤイヤをするソニアは涙なみだ目めで俺を見つめてくる。

「急いで戻って先生たちを呼ぶ……それが最善」

　そう言って納なつ得とくしているようなイヴも、表情は苦く渋じゆうに満ちていた。

　助けを呼ぶのが最善だと彼女は分かっている。

　けど、彼女も本当はソニアと同じ気持ちなのだと伝わってきた。

　その表情を見るだけで勇気が湧わいてくる。

　死んでたまるかって気になれる。

「安心しろって！　ふたりが先生たちを呼んでくるまで、絶対死なねぇから！」

　俺はドンッと自分の胸を叩たたく。

　こんな格好つけたことなんて前世も含ふくめて生まれて初めてだ。

「……分かりました！」

　ソニアは涙目のままグッと頷うなずく。

「すぐ助けを呼んでくるから」

　イヴはそう言うと、ソニアとともに天てん井じようの穴を目指して飛んでいく。

「……へへっ！」

　それを見届けた俺は改めて魔導剣の柄つかを握にぎる。

　俺が視線を前へ戻すと、ガーディアンがついに立ち上がるところだった。

　久々に体を動かすから、関節が固まってんのかね？

　随分とノロマな動作を見ていると、案外何とかなるんじゃないかって気がしてくる。

　もちろん、ただの強がりだけど！

「悪いなアリス！　バカなマスターに付き合わせるけど、俺と一緒に戦ってくれ！」

『バカなところは否定しませんが、あなたが私のマスターです。もちろん、最後までお供しますよ！』

「ああクソっ！　頼もしいな！」

　俺は景気づけに叫んだあと、ガーディアンに向かって駆かけ出した。





▽ロザリーの焦しよう燥そう△






　前期末試験の会場は混乱状態になっていた。

　何でも地下で化け物が現れたらしい。

　冗じよう談だんのような話だが、生徒の報告が入る前から遺い跡せき全体を揺ゆるがす地じ響ひびきは只ただ事ごとではないと分かっていた。

　私たち監かん督とく官は試験の中止を決定し、生徒たちの避難誘ゆう導どうを始めた。

「はい慌あわてないでー。遺跡から離はなれてー」

　私も生徒たちを誘導しつつ、逃げてくる少女たちの中からカイトの顔を探していた。

　もう随ずい分ぶんな数の生徒が出てきたのに、まだ彼の姿が見えない。

　なんだか嫌いやな予感がする。

　それはとても不ふ吉きつで、心が締しめつけられるような不安感だ。

「カイト……！」

　私はつい彼の名前を口にしてしまう。

　本当に、どこ行ったんだ……!?

　と、その時──遺跡の出入り口から、汗あせだくになったイヴとソニアが出てきた。

「レイナ先生！　少しここの誘導お願いします！」

「えっ、あの、ロザリー先生！」

「ごめんなさい！」

　私は少し強ごう引いんにその場を離れ、遺跡から出てきたイヴたちの許もとへ行く。

「イヴ！　ソニア！」

「ロザリー先生!?」

　私に気づいてふたりもこちらへ駆け寄ってくる。

　しかし、彼女たちとパーティーを組んだはずのカイトの姿が見えない……。

「カイトはどうしたの？」

「先生！　カイトを助けてください！」

「え？」

「わあああん！」

　目め尻じりに涙を浮うかべたソニアが私に抱だきついてくる。

「……先生」

　イヴは泣いていなかったが、その表情は滅めつ多たに感情を露あらわにしない彼女にしては、珍めずらしく険しさと悔くやしさに満ちていた。

　彼女の嚙かんだ唇くちびるが、事の重大さを物語っていた。

「何があったの？」

　それから私はふたりから事のあらましを聞いた。

「遺跡の奥でカイトがギガンテス級と!?」

「はい」

　それが本当なら一大事だ。

「ごめんなさい！　遺跡中の生徒に警告して回っていたらこんなに遅おそく……」

　ソニアが泣きながら謝ってくる。

「いや……ふたりの判断は間ま違ちがってないよ」

　私は彼女の頭をポンポンと叩いて慰なぐさめる。

「もう大丈夫だから、ふたりも避難するんだ。あとは先生たちに任せて」

　私はそう言って、すぐに先生たちを集めて遺跡に向かおうとした。




　そう思った直後、遺跡が地じ盤ばんごと吹ふき飛んで途と方ほうもないデカさの巨神が地下から姿を現した。




「まさか……あれはガーディアン!?」

　過去にそういう巨神が出たという記録があったのを思い出す。

　サイズも文句なしのギガンテス級。

　その中でもかなりデカい方だ。

　こんな奴をたおすのには、Ａランク魔ま導どう師しでも入念な準備が必要だろう。

「キャアアアア！」

　ガーディアンが吹き飛ばした瓦が礫れきの雨が降ってきて、周囲の生徒たちが悲鳴を上げる。

「ゼログラビティ！」

　私は咄とつ嗟さに魔法で降ってきた瓦礫にかかる重力をゼロにする。

　瓦礫の雨はピタリと停止した。

　けれど、まだまだ瓦礫は沢たく山さん、それこそ雨あめ霰あられと降ってくる。

「ぬぐぐ！」

　私はゼログラビティの効果範はん囲いを限界まで広げ、生徒たちを護った。

「よいしょ！」

　ようやく瓦礫の雨がやんだところで、私はサイキックで大量の瓦礫群をずっと遠くへ飛ばす。

「ふぅ……」

　少しフラッとくる。

　ちょっと魔力を使いすぎたかも……。

　試験日だからって、今朝カイトに魔力をあげすぎたかな？

「ロザリー先生、大丈夫ですか？」

「ああ、うん……大丈夫」

　私は額の汗を拭ぬぐいつつ、改めてガーディアンを見上げる。

「……見つけた！」

　その「彼」の姿をようやく見つける。

　ここからじゃ豆まめ粒つぶみたいに小さいが──間違いなく、あれはカイトだった。





▽ガーディアン戦△






　ガーディアン硬ッ！

　装そう甲こうが分厚ッ！

「グラビティソードが通じねぇ!?」

『全身を覆おおう神鉄の硬こう度どがヤバすぎです。上級魔法でないとあの外がい殻かくは貫つらぬけません』

「上級魔法って……俺まだ練習中で使えねぇんだけど!?　アリスは!?」

『マスターが使えない魔法を私が使えるわけないじゃないですか』

「だよな！」

　知ってた！

「でもサイキックで俺自身を飛ばすってアイディアはよかったな！　アリスが思いつかなかったらとっくに瓦礫の下した敷じきだったし！」

『我ながらナイスアイディアでしたね』

　飛行魔法とは少し挙動が違ちがうだろうが、これなら俺も自由に空を飛べる。

　とはいえ人体を潰つぶさないように加減をする繊せん細さいな魔法式が必要なので、俺ひとりじゃ到とう底ていできないことだ。

　本当にアリスは頼たよりになる相棒だな。

　お陰かげで俺は目の前のガーディアンに集中できる！

　……まあその敵に攻こう撃げきが全然通じなくてヤバすぎるんだけど!?

「グオオオオオオオ!!」

「のわあああ!?」

　ガーディアンが振ふり抜ぬいた拳こぶしが風を巻き起こし、危あやうく巻き込まれそうになる。

　なんかさっきから動きがよくなってきている気が。

　ずっと地下に隠かくれて硬かたくなった体がいよいよほぐれてきたのか？

「てーか何がガーディアン守護者だよ！　自分で遺跡ブッ壊こわしてるじゃねーか!?」

　それともあれは証しよう拠こ隠いん滅めつなのか？

　あの遺跡にあった何かを破は壊かいして、何も分からないようにした？

　そして、侵しん入にゆう者の俺を口くち封ふうじに追いかけてきてる？

　……いや、そんなこと考えるのは後回しだ！

「ウオオオオ！」

　俺はガーディアンからの攻撃をひたすら搔い潜くぐる。

　とにかく、地上に出てしまったのはマズい。

　チラッと眼下を見やれば、まだ避ひ難なんしきれていない生徒が大勢いる。

　ガーディアンが少しでもそちらへ行こうものなら、何十人という少女が踏ふみ潰されてしまうかもしれない。

　早くここを離れないと。

　どうやらコイツは俺を狙ねらっているようだし、ここは囮おとりになってコイツを遠ざけて……。

「グオオオ……！」

　避よけ続ける俺に対し、ガーディアンが唸うなりを上げる。

　と──その目が、俺以外の方へと向けられていた。

「ハッ……ケン」

　その視線の先の地上には──イヴとソニアがいた。

　ヤバい！　まさかコイツ!?

　嫌な予感が的中するように、ガーディアンが地上へと手を伸のばす。

「イヴ！　ソニア！　逃にげろ！」

　俺は大声で怒ど鳴なりながら、ガーディアンへと突とつ撃げきする。

「アリス！　グラビティソード最大出力だ！」

『了りよう解かいです！』

　この野や郎ろうの顔面に思いっきり叩たたきつけてやる！

　ありったけの魔力を込こめた全力攻撃なら多少は効くはずだ。




「ガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!」




　その時、ガーディアンの雄お叫たけびが大気を文字通り震ふるわせた。

「ッ!?」

　突とつ然ぜんの見えない衝撃が俺を襲おそう。

　ガーディアンはただ闇やみ雲くもに叫さけんだわけじゃなかった。

　吸い込んだ空気を体内で圧縮して指向性を持たせ、音と風と衝しよう撃げき波はを俺にぶつけたのだ。

　声による攻撃なんて想定していなかった俺は完全に不意を突つかれた。

　大気の壁かべにブン殴なぐられ、俺は錐きり揉もみしながら吹っ飛ばされる。

『マスター！』

　しまった、アリスを……！

　一いつ瞬しゆん気が遠くなった瞬間に、俺の手から魔導剣けんが離はなれてしまう。

　俺とアリスは離れ離れになり、当然サイキックで空を飛ぶことも不可能になった。

　このままじゃ落下死する。

　どうにかしたいが、アリスがいなきゃどうにもならない。

　ヤッベ死ぬ!?

　俺がビビッて目を閉じかけた時──誰だれかの腕うでが俺の体を受け止めた。

「カイト！」

　俺を空中でキャッチしてくれたのはイヴだった。

　しかし、俺の落下の衝撃を彼女の細腕では受け止めきれず、このままじゃふたりとも地面に叩きつけられてしまう。

「アクアボール！」

　その時、球状の水の塊かたまりが現れ、クッションのように俺とイヴを受け止めた。

　お陰でズブ濡ぬれにはなったものの、俺もイヴも無事に地上に着地することができた。

「カイト君！」

　さっきのアクアボールはソニアの魔法のようだ。

　彼女もハァハァ息を切らせながらこちらへ走ってきている。

　が、ピンチは終わらない。

　ガーディアンが再び俺たちを狙い、巨きよ大だいすぎる拳を振り下ろしてきた。

　今度こそ潰される──かと思った時。

「エネルギーシールド！」

「ロザリー!?」

　俺たちの前に割って入ったロザリーが、力場の壁で巨神の拳を防いだ。

　だが巨拳は止まらず、グググッと力場の壁を押し込んでくる。

「クッ……バニッシュメント！」

　続けてロザリーの放った零ゼロ魔法が、ガーディアンの拳を吞のみ込む。

　その威い力りよくは凄すさまじく、ガーディアンの手首から先を文字通り消失させてしまった。

　だけど強力な魔法は魔力の消費も激しい。

　零ゼロ魔法なら尚なお更さら……！

「うっ……！」

　ロザリーがフラつく。

　そこへ──ガーディアンが残った方の手を伸ばした。

「ロザリー！」

「……エネルギーシールドッ！」

　最後にロザリーが叫んだと同時に──巨神が彼女を捕つかまえる。

　彼女の小さな体はその巨大な手に握にぎり潰されてしまった。

「ロザリィィィィ！」

　俺は絶ぜつ叫きようするが、ガーディアンの次の狙いは俺たちだった。

　奴やつはその握り締しめた拳をそのままこちらへ振り下ろそうとして──ドガンッ!!と超ちよう弩ど級きゆうの拳が巨神の顔面を横から殴り飛ばした。

「ゴオオオオゥ!?」

　ガーディアンはよろめき、地じ響ひびきを立てて倒たおれる。

　奴を殴ったのは、いつぞやの入学試験で見た物より何十倍もデカいゴーレムだった。

「大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「レイナ先生！」

「早くほかの生徒と一いつ緒しよに逃げなさい！　ここは私たちが足止めします」

「でもロザリーが！」

「ロザリー先生が……？」

　俺が手短に状じよう況きようを伝えると、レイナ先生は奥歯を強く嚙かみ締めた。

「……それでも生徒の安全が優先です。今、学園に応おう援えんを呼びに行っていますから、生徒はすぐ避難しなさい」

　レイナ先生はそこで会話を打ち切り、他の先生たちとともにガーディアンの足止めにかかった。

　だが、あくまでも足止めだ。

　ここへ来た先生も試験会場にいた全員ではない──学園に応援を呼びに行ったり、避難中の生徒の護衛についたりで、この状況で先生たちがすべきことは多すぎる。

　つまり、ロザリーの救出には手が足りないということ。

　このままじゃ……！

「クソッ……！」

　俺は周囲を見回し、離れた場所に落下して地面に突き刺ささっていたアリスを発見する。

　そこまで走っていき、急いでアリスを引き抜く。

「アリス！　すぐに飛ぶぞ！」

『マスター』

「ま、待ってください！」

　その時、追いかけてきたソニアが俺の手を摑んだ。

「カ、カイト君!?　どこに行く気ですか!?」

「決まってる、ロザリーを助けないと……！」

　俺はソニアの手を振り払はらおうとした。

　だが、今度はもう片方の手をイヴに摑まれる。

「……どうやって助けるつもり？」

「それは……」

「巨神に捕まる直前に、先生は魔ま法ほうの壁で防ぼう御ぎよしてた。まだしばらくは無事なはず」

　冷静に指し摘てきされ、俺は言葉に詰つまり、代わりに剣の柄つかを握り締めた。

　さっきまでの攻撃はひとつもガーディアンに効かなかった……どうすればアイツをたおしてロザリーを助けられる？

「ああチクショウ！　こんなことなら、この前習った上位魔法の復習をちゃんとやっとくんだった！」

『……ん？　マスター、そういえば上位魔法自体は習ったことあるんですか？』

「え？　まあ一応。でもさっき言った通り練習中で、魔法式が組みきれなくてまともに発動したことは一回も……」

『では最低限の知識は頭に入っているんですよね？』

「まあ、そうだけど」

『……』

「アリス？」

　俺が話しかけても、剣の相棒はしばし考え事をするように黙だまっていた。

　そして。

『分かりました。では、マスターはとにかく上位魔法を使ってください。魔法式にミスがあれば、その都度私が補完・修正します』

「ええぇ!?　そんなことできるのか？」

　アリスは優ゆう秀しゆうといっても、まだまだ成長途と中ちゆうだ。

　本当にそんなこと可能なのだろうか？

『マスターが信じてくだされば、私はそれを実行してみせます』

　だがアリスは俺の不安など吹ふき飛ばすように、そう断言してみせた。

「アリス……よし、分かった！」

　どの道、ロザリーを置いて逃げる選せん択たく肢しなんて端はなからないのだ。

　俺も覚かく悟ごを決めた。

『問題はマスターの消しよう耗もう具合です。現在の残存魔力ではガーディアンをたおすことはできないでしょう』

　確かに言われてみれば全身が気け怠だるい。

　魔力切れが近い証しよう拠こだ。

　こんな状態じゃ上位魔法なんてとても撃うてないだろう。

　だけど、魔力を補ほ充じゆうする手段ならある。

　俺は後ろのふたりを振ふり返った。

「イヴ、ソニア、頼たのめるか？」

　俺が真しん剣けんに頼むと、ふたりは一瞬顔を見合わせたあと、同時に「はい」と頷うなずいた。

「ロザリー先生と私はもう『仲間』です。見捨てられません」

「それに、さっき先生に助けてもらった。今度は私たちが助ける番」

「ふたりとも……ありがとう！」

　俺が感謝の言葉を口にすると、まずはソニアが服を脱ぬいだ。

　俺は背中の鞘さやに魔導剣を納め、ソニアの前に立つ。

「……時間がないからいきなり激しくいくけど、平気か？」

「は、はい！　来てください」

　ソニアが頷くと、彼女の聖母リリスの紋もん章しようが輝かがやく。

「じゃあ、いくぞ！」

　俺はこれまでに得た経験を総動員してソニアのオッパイに挑いどみかかった。

「ハァンッ!!」

　ソニアのオッパイを両手で揉もむ。

　柔やわ肉にくに指を沈しずませ、回すように揉みしだく。

　先せん端たんを摘つまみ、しごき、硬かたくなったところを指ではじく。

　左右のオッパイをタポタポと太たい鼓このように奏でて、汗あせばみ始めた肌はだを舐なめ取った。

　彼女の荒あらくなる呼吸に合わせ、桜色に潤うるんだ突とつ起きを舌でつつき、口に含ふくむ。

「アヒッ！」

　舌で桃もも色いろのしこりを転がすと、ソニアは嬉うれしそうに身を捩よじった。

　その昂たかぶりによって、彼女の魔力が液体となって口内に滲にじみ始める。

　彼女の臨界が限界まで来た瞬間──俺は思いっきり彼女のオッパイを吸う。

「アアッ！　そんないきなり強く……っ！　私のオッパイ、また溢あふれちゃいますよぅ！」

　ソニアは崩くずれ落ちないように俺にしがみつく。

　俺も彼女の体を支えつつ、さらにオッパイを吸った。

　彼女の「エッチになるポイント」はオッパイ。

　さらに俺は数度の吸精で、その中でも特に彼女が好きな箇か所しよを摑んでいる。

「……ッ!?　そ、そこばっかり舌で責めちゃダメぇ！」

「……！」

「ヒィ!!　か、嚙んじゃ……!!」

　ソニアは「弱点の中の弱点」を責められ、一気に大量の魔力を噴ふき出した。

　その量は口内に収まりきらないほどだったが、一いつ滴てきも無む駄だにできないのでゴキュゴキュと頑がん張ばって飲み干す。

「あぅ……」

「ありがとうソニア」

「はいぃ……」

　吸精を終えたソニアはぐったりとその場にへたり込んだ。

　今回はかなり限界まで吸精させてもらったから、彼女も魔力切れ状態になっている。

「次は……」

「……！」

　俺がそちらを振り向くと、イヴはピクンッと首を竦すくめる。

　ソニアの吸精を間近で見ていた彼女の頰ほおは朱しゆに染まっていた。

「イヴ、こっち来てくれ」

「う、うん」

　俺はイヴの腰こしに手を回す。

「ィヒッ……！」

　途と端たんにビクンッと怯おびえるイヴ。

「……イヴ？」

「ご、ごめん」

「もしかして……吸精されるの、嫌いやか？」

　俺が尋たずねると、イヴはますます顔を真っ赤にして首を横に振る。

「ううん……嫌じゃないんだけど……ドキドキしすぎて」

　イヴはそう言いながら、自分から上着のボタンを全部はずした。

　彼女の小こ振ぶりだけど形のよいオッパイが露あらわになる。

「カイト……ひとつ、お願い」

「ん？」

「前の時みたいに……思いっきり、私のお尻しり揉みくちゃにして？」

　顔を赤くして潤んだ瞳ひとみで、イヴは俺にお願いしてきた。

　相当に恥はずかしそうな表情なのに、聖母リリスの紋章は眩まぶしく輝いていた。

　まるで彼女が本心では「早く吸って」と催さい促そくしているようで──いつものクールさと彼女の秘ひめた感情のギャップに、俺は腹の底から気持ちが昂ぶるのを感じた。

　俺は腰に回していた手をお尻へズラす。

「アアァン!!」

　軽く摑んだだけでイヴは大きく反応する。

「イヴ」

「……ヒッ！」

　俺が手に力を入れると、イヴが小さく悲鳴を上げる。

　手の平の下で彼女のお尻がブルブルと震ふるえた。

　俺は少し下にズレると、彼女のピンッと尖とがった桜色の突起を口に含んだ。

「ンッ……アヒッ！」

　イヴが喘あえぎながら俺の頭にしがみつく。

　俺はそこでグワシッと彼女のお尻を両手で鷲わし摑づかみにする。

「イイィ!?　お、お尻が潰つぶれちゃう!?」

「い、痛かったか？」

「い……いいの。痛いのもイイから！　もっとメチャクチャにして！」

　イヴはさらに俺に強く抱だきついて懇こん願がんしてくる。

　魔力の吸収効率の上じよう昇しよう具合が、彼女の懇願が心からの本音だと肯こう定ていしている。

　ならばと、俺はさらに左右の手に力を込こめた。

「あぐっ……ひぐぅ！」

　その力にイヴは悲鳴を上げるが、魔力の「出」はドンドンよくなる。

　お尻を弄もてあそばれるほどに、口に含んだ彼女のオッパイの先端が硬くなっていった。

『もう少しで必要な魔力が溜たまります！』

　鞘のアリスが俺に伝えてくる。

　なら、もう一気に決めよう！

　俺は心の中で「痛かったらごめん！」と謝り──イヴのお尻を思いっきり叩たたいた。

「ヒ……!?」

　イヴの口から悲鳴の先端が漏もれたが、それ以上はノドの奥から出てこなかった。

　声も出せないほどに強こわ張ばった彼女の体はしばらく痙けい攣れんを続け……やがて、一気に力が抜ぬけたように俺の腕うでの中でズリ落ちる。

「おっと！」

　俺はイヴの体が倒たおれないように支える。

「イヴ？　イヴ？」

「あ……ぅぅ」

　イヴは半ば意識が飛んでいるようだったけれど、止まり木を求めるように俺の背中に腕を回して、ギュッと抱きついてきた。

　やりすぎてしまったかもしれないと俺は後こう悔かいするが……彼女は震える口をこちらの耳に寄せて、

「カイト、頑張って」

　と囁ささやいてくれた。

『マスター！』

「……おう！」

　俺はイヴをソニアに預け、再び鞘から魔ま導どう剣けんを抜き放つ。

「まずはロザリーを助けるぞ、アリス！」

『はい！』

　魔力は十分！

　俺はアリスとともにガーディアンめがけて飛んでいく。

「あ、ちょっと!?」

　レイナ先生が悲鳴を上げたが、俺は構わず速度を上げる。

　ガーディアンの残った方の手──ロザリーを摑まえている手は今も握にぎり締しめられていて、あの拳こぶしの中で彼女はその圧力に耐たえているはずだ。

『いいですかマスター。いかにあの巨神が神鉄の鎧よろいを纏まとおうとも、指の『関節』には切れ目があるはずです。そこを狙ねらってください！』

「分かった！」

　俺は魔導剣を背負うように構え、飛ぶ勢いのまま指関節を目指す。

「グラビティソード！」

　さっきイヴとソニアから託たくされた魔力を剣に込める。

「はああぁ!!」

　俺は強力な力場を纏った剣を、巨神の指関節めがけて思いっきり叩きつけた。

「ッ！」

　一いつ瞬しゆん、抵てい抗こうがある。

　鎧分の装そう甲こうがなくても、巨神の指は俺の全身より太くて肉厚だ。

　でも……ッ！

「でりゃああああ！」

　俺は渾こん身しんの力で魔導剣を振ふり切った。

　グラビティソードの鋭するどい刃やいばが巨神の指をバラバラにする。

　そして、その中に閉じ込められていたロザリーが驚おどろいた顔で落ちてきた。

「ロザリー！」

「カ、カイト!?」

　俺に抱だき留められ、さすがのロザリーも目を白黒させていた。

「助けにきてくれたのかい？」

「当たり前だろ！」

「……！」

　俺が力強く頷うなずくと、ロザリーはポッと頰を赤く染めて、それから嬉しそうに笑え顔がおになった。

「ありがとう、素す敵てきだよカイト」

「うおおおおおお！」

　ヤバい。テンションが上がる！

　俺はもう無敵の気分で、ロザリーを抱いたまま空へと上昇した。

　そのままガーディアンの頭上をとる。
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『ゆっくりでいいですから、丁てい寧ねいに魔法式を私に流し込んでください』

「分かった……！」

　俺はアリスの指示に従って、頭の中で上位魔法の魔法式を構築する。

　それをアリスが間ま違ちがいがあれば修正し、足りなければ補完し、さらに俺では暴発させかねない膨ぼう大だいな魔力のラインを整えていく。

「グオオオオオオオ!!」

　指を切られたガーディアンが怒いかりの咆ほう哮こうを上げ、俺を見上げながら大口を開ける。

　また音の衝しよう撃げき波はを放つ気か……!?

　だけどもう遅おそい！

『いけますマスター！』

　アリスの合図と同時に巨きよ大だいな魔法式が完成する。

「いっけええええ！」

　俺は剣を振り下ろす。

　すると剣先から一ひと粒つぶの黒い球体が放たれた。

　黒い球体はそのまま敵の口の中に入る。

　そして──唐とう突とつに、ガーディアンが動きを止めた。

「グゥゥウ!?オオオォォ!!!?オオオオゴゴゴ!?!?ッ…ッッッ……ッ!?」

　唸うなり声は徐じよ々じよに戸と惑まどいに変わり、ついにはまともな声も上げられなくなる。

　なぜなら、その巨体が徐々に内側へひしゃげていったからだ。

　零ゼロの上位魔法ブラックホール。

　極きよく端たんに圧縮した球状の力場を作ることで、あらゆる物を吸い込んで圧縮・圧あつ壊かいさせる無む慈じ悲ひな破は壊かい魔法。

　これを体内に放ほうり込まれたら、どんな巨体であっても抵抗は不可能だ。

　外側でブラックホールが発動しても、ガーディアンならもしかしたら吸い込みに耐えられたかもしれないが……大口を開けたのが奴やつの敗因だ。

「……ォォ…………」

　やがて奴は最後の悲鳴を上げ、ついにその巨体は小さな黒点に吸い込まれて見えなくなってしまった。

「なあロザリー。俺、この世界に生まれ変わってよかったよ」

　俺は安あん堵どのため息をつきながら、腕の中のロザリーに対して独り言のように呟つぶやいた。

「どうしたの突とつ然ぜん？」

「こーんなデッカい奴やっつけるなんて、昔の俺にはできなかったからさ」

　だからずっと家に引き籠こもってた。

　こんなヘトヘトになるまで何かと戦うなんて昔の俺なら想像できなかっただろう。

「今、スゲー充じゆう実じつしてる」

「……そう、よかった」

　ロザリーは微笑ほほえむと、もう一度俺の胸にポスンッと頭を預けてきた。








エピローグ









　大波乱の前期末試験からさらに二週間後。

「じゃあ……いいか？」

「うん。いいよ」

「き、緊きん張ちようするな……！」

「早く開けてよカイト！」

「よ、よし！　じゃあ開けるぞ！」

　俺は震ふるえる手で鍵かぎ穴あなに鍵を挿さし込み、その扉とびらを開けた。

「おおお！」

「わああ！」

　扉を開けてその中に入った俺とロザリーは、感かん嘆たんの声を上げた。

「スゲェなロザリー！　この新居、メチャクチャ広くて綺き麗れいだ！」

「うん！　素敵だね！」

　先日のガーディアン討とう伐ばつ後、俺は国とギルドから『Ａランク魔導師』に認にん定ていされた。

　もちろん、学生魔導師がＡランク認定されるなんて前ぜん代だい未み聞もんだが、国の規定で『ギガンテス級以上の巨神を討伐した場合、その魔導師をＡランクと認める』とあるため正式に決定した。

　規定はあるが、そもそも学生がギガンテス級と戦うこと自体が想定外で、ましてやそれを討伐してしまうなんてあり得ないと思われていたし、事実今までそうだったため異例であることに変わりはなかった。

　まあしかし、決まりは決まりだ。

　この新居も『Ａランク以上の魔導師──及およびそのパーティーメンバー──には住居を提供する』という国の法律で与あたえられたものだった。

「これで狭せまい研究室暮らしともおさらばだねぇ」

「うーん、あれはあれで俺は気に入ってたけど」

「そう？」

「ああ」

　狭いとロザリーがいつでも傍そばにいたし。

「まあでも、これから皆みなで一いつ緒しよに暮らすならこんくらい広くなくちゃダメか！」

『皆で一緒に』。

　そう、今日からここで暮らすのは俺とロザリーだけではなかったりする。

「失礼します」

「お、お邪じや魔まします」

　俺たちがはしゃぎ回っていると、その時玄げん関かんから手荷物を持ったイヴとソニアが入ってくる。

「おっ！　ふたりとも寮りようから迷わず来れたか？」

「う、うん」

「イヴさんが道を覚えてくれてましたから」

「そっかそっか。ほら、上がって上がって」

　俺はふたりを招き入れる。

「イヴとソニアの寮の荷物はもう運び込んであるから。力仕事がいる時は手伝うから言ってくれ」

「あ、はい……」

「うん……分かった」

「？」

　何だろうか、ふたりとも妙みように表情が硬かたい。

「どうかしたか、ふたりとも？」

「いや、その……」

「何て言うか……」

「ん？」

　ふたりともやけに言いづらそうだったが、やがてソニアの方が遠えん慮りよがちに口を開いた。

「先生とカイト君の家に、私たちまで住まわせてもらうなんて……お邪魔じゃないですか？」

「……」

　うーん、なるほど。そういうの気にしてたのか。

「そんなこと気にする必要ないよ！」

　と、その時寝しん室しつのドアから顔を出したロザリーが、ふたりの心配を笑い飛ばした。

「何てったって、ふたりはもう仲間じゃないか！」

「け、けど……」

「私に変に遠慮しないでいいよ。カイトのハーレムは、みーんな幸せがモットーだからね！」

「……！」

　ロザリーにそう言われ、イヴもソニアも頰ほおを朱あかくする。

　そう……そうなのだ！

　なんとソニアに続き、あのイヴも俺のハーレムに入ってくれたのだ！

　あのガーディアン戦のあとでロザリーが彼女に提案したのだが、あっさりと受け容いれてくれたらしい。

　俺が学園に入ってからずっと親しくしてくれていたので、イヴが入ってくれたことは本当に嬉うれしかった。

　これでロザリーも含ふくめてハーレムは三人。

　ハーレム計画は順調だ。

　それにＡランク魔導師に認定されたことで、俺の存在もただ珍めずらしい男の魔導師以上の注目を浴びるようになってきた。

　この調子でこれからも頑がん張ばっていこう！

「ほらほら、みんなこっちに来なよ！」

　ロザリーに手招きされ、俺たちは彼女のいる寝室へと入る。

　寝室はこの大きな家の中でも特に広い部屋を選んだ。

　それはこの……特大ベッドを置くためだ！

「スッゴーいひろーい！　シーツの海にいるみたいだよ！」

　ロザリーは早さつ速そくベッドに飛び込んで、シーツの上で泳いでいる。

　研究室のベッドでは三人で吸精するにも狭く感じていた。

　だが、このベッドでなら五人でも十人でも一緒に寝ねられるだろう。

　おおおお！　夢が膨ふくらむ！

　俺は美少女たちがベッドの上を埋うめ尽つくす光景を想像して鼻血を出した。

「カイトー」

「ん？」

　名前を呼ばれて現実に戻もどってくると、ロザリーだけでなくイヴとソニアもいつの間にかベッドの上にのっていた。

　彼女たちは俺のことを見つめながら、上着やスカートのファスナーを下ろす。

　あっという間にベッドの上で三人は下着姿になった。

「まだ早い時間かもしれないけど……引ひっ越こし記念に、ハーレムで吸精してみない？」

　ロザリーはそう言ってはだけた服の胸むな元もとを広げ、小首を傾かしげて俺を誘さそった。

　彼女たちのお腹なかに浮うかぶ聖母リリスの紋もん章しようはピンク色に輝かがやき、吸精の準備はすでにできていた。

　当然、俺に断る理由はない。

　俺はベッドにダイヴし、彼女たちのオッパイの中に飛び込んだ。

「アンッ！」

　ソニアの大きなオッパイは柔やわらかくて敏びん感かん。

　揉もめば指が沈しずんで、先っぽはすぐに硬くなる。

　すぐに先走る液体状の魔力は甘くて、いくら飲んでも飽あきない味だ。

「ヒンッ！」

　イヴはお尻しりが本当に弱い。

　少し揉みしだくだけで、無表情な彼女の顔がトロトロになる。

　溶とけ出していく彼女の表情は本当にエッチで、控ひかえめなオッパイもかわいくて、吸精の時のイヴは甘えてくる仔こ猫ねこのように愛らしい。

「アッ！　カイトォ」

　ロザリーの抱だき心ごこ地ちは相変わらず最高だ。

　ちっちゃな体を抱き締しめると、大きなオッパイが俺と彼女の間でギュウギュウ潰つぶれる。それからキスをすると、あっという間に彼女もメロメロだ。

　普ふ段だん大人びている彼女をだっことキスで解きほぐすと、徐じよ々じよに言動が子供っぽくなる。それに本人は気づいていないようで、そんなところもかわいらしいから俺も秘密にしていた。

「ロザリー！　イヴ！　ソニア！」

　俺は三人の少女を思うがまま可愛かわいがった。

　さらに複数の少女たちを同時に相手にする体力的な問題も解決している。

「クリアヒール！」

　零ゼロ魔法は肉体に作用する魔法が多い。

　クリアヒールは疲ひ労ろう感を回復してくれる魔法だ。

　吸精で魔力を吸い、クリアヒールで体力を回復の無限ループ。

　これで女の子たちの魔力が続く限り、無限に吸精し続けられる。

　彼女たちを気持ちよくして、オッパイを吸って、また俺は強くなる！

「カイトぉ」

「カイト……」

「カイト君」

　乱れた呼吸で、甘い香かおりを寝室に充じゆう満まんさせながら、三人はさらに吸精を求めて俺の名を呼んだ。

　その期待に応こたえるべく、体力を回復した俺は再び彼女たちのオッパイに飛び込んでいった。







　三人のオッパイを存分に堪たん能のうした俺は、彼女たちに囲まれながらベッドに寝ね転ころんだ。

　イヴとソニアは疲つかれて眠ねむっていたが──ロザリーがふと甘えるように俺に体を寄せてくる。

「今日はいつもよりスゴかったよ。段々ハーレムにも慣れてきたかな？」

「全然！　幸せすぎて、毎日ドキドキしてるよ」

　俺の答えに、ロザリーは満足そうに微笑ほほえむ。

「これからまだまだハーレムを大きくしようね。女の子たちも全員満足させて、一緒にカイトも強くなろう」

「ああ、もっともっと仲間を増やして、いつか最強の魔導師になって魔神王をたおしてみせるぜ！」

　俺が意気込んで拳こぶしを天てん井じように向かって突つき上げる。

　すると、ロザリーは急に猫ねこみたいに俺の体の上に乗っかり、オッパイをギュウッと押しつけながらさらに顔と顔を近づけた。

「ロ、ロザリー？」

「あのね、カイト」

　ロザリーはナイショ話をするように、小声で俺に囁ささやいてきた。

「実は前から伝えたかったことがあるんだけど」

「……？」

「私のところに来てくれて、ありがとうね」

「いや、それを言うなら生き返らせてもらった俺が感謝しないと」

「ううん。命の恩人っていうなら、カイトだってそうだよ」

「？」

「……私だってね、何も最初から異世界のカイトを頼たよろうとしたわけじゃないのさ」

　それは……たぶん、ロザリーの夢の話だった。

「現状を変えようって、この世界の零ゼロ魔導師に沢たく山さん声をかけたよ。でも、協力を申し出てくれた人は文字通りゼロだった。みんな曖あい昧まいに笑うだけで、『そんなの無理だ』って目で言ってたよ」

「……」

「でもカイトは、最初から一切合切、私の全部に協力してくれた。あれは本当に嬉しかったんだよ」

　そっか……いつも自信満々に見えて、本当はロザリーも不安を抱かかえてたんだな。

　それを吐と露ろしてくれたってことは、今までよりもっと彼女と心が近づけたって思っていいのかな？

　俺は嬉しくて、ニッと笑う。

「任せてくれよ。ロザリーの夢は、俺が叶かなえる」

「うん。カイトとなら、きっとできるね」

　ロザリーはもう一度微笑むと、やさしく俺の頰にキスをした。





▽その頃ころ、学長室にて△






「このままでは学園がダメになってしまいます！」

「まあまあ、ケイナさん、落ち着いてください」

　学園の危機を訴うつたえる私に対して、学長先生は宥なだめるように両手を上げた。

「一体どうしたのですか？　何がこの学園をダメにするのです？」

「もちろん、あのエッチな男子のことです！」

「ああ～」

　学長先生は暢のん気きそうに頷うなずいてみせる。

　あんまり暢気すぎて私はなんだか慌あわてた気持ちになってしまう。

「学長先生！　学内では今『あの男子とエッチなことをすると強くなれる』なんて噂うわさが広まってるんですよ!?　マズいでしょうこんなの！」

「あらあら」

「いえ、あの、あらあらではなくて」

「別にその男子が痴ち漢かんなどをしているわけではないのでしょう？」

「そ、それはそうですけど」

「それに魔ま導どうの探究には、時に性的な秘事を伴ともなうものもあります」

「せ、性!?　秘事!?」

「ケイナさんは、そちらの単位は取っていませんか？」

「そ、その……い、いいえ」

　私は答えるのも恥はずかしくて、つい小声になってしまう。

　そういう魔導の研究があることも知っているけれど、昔からその手の話題に滅めつ法ぽう弱かった私は、一いつ切さいそちら方面の授業を選せん択たくしていなかった。

　だ、だって前にチラッと人に見せてもらった教科書に載のってた写真なんて……思い出しただけで顔が真っ赤になってしまう！

「まあ、あなたも年とし頃ごろですからね。エッチなことが苦手なのも仕方ありません。ただ彼の場合、吸精は行わないと日常生活にも支障をきたすそうですから、あまり声高に非難しないであげてくださいね」

「……はい」

　反論の手段をなくしてしまい、私はすごすごと学長室をあとにした。

「……」

　廊ろう下かに出てしばらく私は俯うつむいていたけれど──やがて気を取り直して顔を上げた。

　学長先生には言いくるめられてしまったけど、これは学園の風紀の問題だ。

　風紀部部長として、絶対にあの男子生徒──カイト君のことは放ほうっておけない！

「ハーレムなんて、ゼッタイに許さないんですからね！」

　私は固い決意とともに、グッと拳を握にぎり締めた。








あとがき









　この度たびは『だから俺は魔ま力りよく供給を断れない』をご購こう読どくいただきありがとうございます。なめこ印じるしと申します。




　すでに最後まで読まれた方もいらっしゃるかもしれませんが、改めまして今作の紹しよう介かいと書いた感想などを。

　今回の『だから俺は魔力供給を断れない』の主人公カイトは、ちょっとおバカだけど熱くてエロくて時々カッコいい奴やつです。実はあまりこの手のタイプの主人公は書いたことがなかったのですが、書いていてとても楽しかったです。非常にノリノリで筆を進めることができました。

　そんなカイトが活かつ躍やくする今作のあらすじについても軽く触ふれますと、『大魔女ロザリーの魔法で異世界に転生したカイトは、いつか魔神王をたおすために魔法学校に入り、吸精と呼ばれる能力を使って美少女たちとレベルアップしていく』お話になります。非常に簡単に纏まとめましたが、今作のキーワードとなるのは彼の『吸精』と呼ばれる能力。これは女の子の〇〇を吸ってパワーアップする能力なのですが……具体的にどんなものなのかはプロローグを読んでいただければ分かりますので、まだ本編を読まれていない方は是ぜ非ひ最初の十数ページだけでも読んでいただければと！




　ここからは謝辞を。

　担当の有あり馬ま様。この度も企き画かく段階からお付き合いいただきありがとうございました。諸もろ々もろのご助言のお陰かげでこうして無事新作も形となり、世に送り出すことができました。本当にありがとうございます。

　イラストレーターのよう太た様。ついに三度目のコンビ結成となりましたが、何度いただいてもよう太様からのキャラデザ・イラストには感かん嘆たんさせられ、受け取る度に心躍おどります。主人公はカッコよく、ヒロインはかわいく、いつも素す敵てきなイラストをありがとうございます。

　さらに編集長並びに編集部の皆みな様さま、デザイナー様、営業様、流通様、書店並びに書店員の皆様、いつも本当にありがとうございます。

　最後にこの本をご購読いただいた読者の皆様、お陰様で再びこうして新作でお目見えすることができました。もし気に入られましたら『だから俺は魔力供給を断れない』を応おう援えんよろしくお願いします。




　それでは最後に軽く次巻予告を添そえて。またいづれどこかで！

　──次巻、カイトの次なる吸精相手はエピローグに出てきたあの娘こ。風紀部部長ケイナは学園の風紀を守れるのか!?

　そんなケイナからの次巻の声をどうぞ。

「なっ!?　お、お前、こんな公衆の面前で、アッ！　アアァァァ!?」

　乞こうご期待!!





２０１９年１月某ぼう日じつ　なめこ印
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